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富士見ファンタジア文庫




本作品の全部または一部を無断で複製、転載、配信、送信したり、ホームページ上に転載することを禁止します。また、本作品の内容を無断で改変、改ざん等を行うことも禁止します。

本作品購入時にご承諾いただいた規約により、有償・無償にかかわらず本作品を第三者に譲渡することはできません。

本作品を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。




本作品は縦書きでレイアウトされています。

また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。







口絵・本文イラスト　カスカベアキラ
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　プロローグ　『全すべてあの日から─少年─』







『定刻二十四時○○分』


『ただ今より、想定環かん境きよう03に基づく特とく殊しゆ訓練を開始します』





「遠視にて敵てき影えい確認、接近…………来ます！」


　部隊を組む三人の護ご士しへとわたしは叫さけんだ。


　指さす方向は、十メートルも離はなれていない茂しげみの先。それと同時に、背筋が凍こおりつくほどの緊きん張ちよう感かんが部隊の仲間に伝わっていくのを感じる。


　……唇くちびるが緊きん張ちようで乾かわいていく。


　……だめ、集中しなきゃ。


　三人の仲間がそれぞれ自分の武器──大たい剣けん、重じゆう鎗そう、重火器をかまえるのを見、わたしも自分の胸元をぎゅっと押さえた。


　他の三人にはない自分だけの武器、それは巫み女こ見習いとして培つちかった沁しん力りよく術じゆつ式しきだ。


　そして。


　木々の密集したその場から、猛もう烈れつな勢いで濃こ紫むらさき色いろの霧きりが吹ふきだした。


「幽ゆう幻げん種しゆ！」


　部隊の誰だれがそう叫んだかはわからない。


　直後。その叫びに応じるかのごとく、全身霧きり状じようの「何か」が茂みから姿を現した。


　意思を持つように蠢うごめく霧をまとう「何か」。四し肢しも頭部も何もかも霧の内部に潜ひそませて、ただ一つ、紅玉さながらの眼めだけが爛らん々らんと輝いているのがわかる。


　幽幻種──浮遊大陸オービエ・クレアの高度一万メートル下、巫女の結界をすり抜ぬけて穢歌の庭エデンからやってくる正体不明の存在だ。


　生物なのか霧の集合体なのか。いまだに何一つ判明していない謎なぞの存在。だからこそ人は、その雲を摑つかむような外見を称しようして『幽幻種』という通つう称しようでソレを呼んでいる。


　ずっずずずずっずずずずずっず……ずずっ…………


　這はいずるように迫せまってくる異い形ぎよう。







　Oe/ Dia =■■、■ U xeph cley, ……■■、Di shela■■■、 teo phes kaon……■……■■







　草原に、呪じゆ詛そを思わせる奇き妙みような音色が響ひびきわたった。


　幽幻種のまとう紫むらさき色いろの霧が紫むらさき水ずい晶しようにも似た鮮あざやかな輝きに。輝きが光を生み、その光が髪かみの毛けよりも細い光の繊せん糸しに移り変わっていく。


　──魔ま笛てき。


　腐ふ敗はい、猛もう毒どく、昏こん睡すい、精神破は壊かい。あらゆる負の効果を併あわせもつ呪詛の波動。


「モニカっ、結界を！」


　隊員の誰かが叫ぶわたしの名前に、ようやくわたしは我に返った。


　……緊張で意識が飛んでいた。


「は、はい！」


　螺ら旋せん状の複雑な模様を描えがき、同心円状に広がっていく魔笛の光。それが自分を覆おおう瞬しゆん間かん、わたしも一小節分ワンフレーズの祈いのりを唱うたっていた。







【Sia Secあの日の夢を、 elis arc……もう一度……Is io mielそうありますように】







　特殊な巫女言語で結ばれた沁力結界。


　世界に奇き蹟せきを沁しみわたらせる力だから『沁力』。祈りと共にあらゆる奇き蹟せきを顕けん現げんさせる波長であり、結界の源泉となる力だ。


　透とう明めい感かんある蒼そう光こうが自分たちを祝福するように展開し────





　間に合わなかった。





　幽幻種の魔笛の輝きが、それより先にわたしたち全員に放射されてしまった。


　そして、その瞬間に訓練は終わった。


『タイムアウト。想定環境03による対・魔笛訓練、終しゆう了りようです』


『魔笛の被ひ害がい結果──巫女見習いモニカを含ふくむ部隊全員。全ぜん滅めつと判断し、『失敗』として認定します。各人、報告書を三日以内に提出してください』


　淡たん々たんと訓練結果を放送する機械音声。


　一いつ瞬しゆんで……何もできずに失敗に終わってしまった。


「あ、あの……申し訳ありません！」


　苦笑する部隊の三人に、わたしは大急ぎで謝った。


「ま、そういう時もあるわな。反省は結構だが萎い縮しゆくは要いらねえよ」


　カン、と機き関かん銃じゆうの銃じゆう口こう部で幽幻種を叩たたいてみせる隊長。


　正確には──幽幻種を模した機械人形を。魔笛も同様。巧こう妙みように真ま似ねた霧とブラックライトの演出によって作りだされた無害の光だ。


「だが覚えとけよモニカ。今のが実戦だったなら幽幻種の魔笛を浴あびて全滅だ。巫女見習いなら幽幻種の魔笛だけは対応できるようにな」


「…………はい」


「なら結構。夜も遅おそいんで俺ぁ寝ねるぜ」





　訓練が終わって全員が自室に戻もどるのと対照的に、わたしは一人、天結宮ソフィアの一階を抜けて外の訓練場へやってきていた。


　真夜中。天結宮ソフィアの護士たちや巫女見習いの多くが寝ね静しずまる頃ころ。夜の訓練場にこっそり足を運ぶのがわたしの日課だから。


「……彼、今日も来てるかな」


　訓練場の隅すみの大樹からこっそり顔を覗のぞかせて──


　キンッ！


　二条の銀ぎん閃せんが、漆しつ黒こくの空間を切りさいた。


　……いた！


　双剣を構える一人の護士。黒の儀ぎ礼れい衣いを羽は織おった、鳶とび色いろの髪をした少年だった。まだ幼さの残る中性的な顔つきに、十代の少年特有の細い肢し体たい。自分と同じくらい──まだ十代の半なかばだろう。もっと下かもわからない。


　驚おどろくべきは、そんな若い少年の卓たく越えつした剣さばきだった。


　一いち撃げき、二撃、三撃、四撃。遠目に見ているはずのわたしが目で追えないほどの速さで、そして流りゆう麗れいな剣さばきで双剣を振ふるう彼。


　止まらない。一切の淀よどみなく、一切の逡しゆん巡じゆんすら感じさせない剣の閃ひらめき。


「…………」


　その光景に、わたしはしばし目を奪うばわれていた。


　彼の剣けん技ぎが卓越しているからじゃない。誰もが寝静まる夜中、そして誰もがまだ目覚めていない早朝。たった一人で毎日毎日、黙もく々もくと双剣を振るう──そんな彼のひたむきさにこそわたしは魅みせられていた。


「……わたしも頑がん張ばらないと」


　見ているだけで勇気をもらっている気がした。


　あの少年があそこまで実力をつけるには、きっと途と方ほうもない時間と努力があったからだろう。目の前の、あの訓練を見ていればそれが痛いくらいに伝わってくる。
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　だから、わたしも落ちこんでないで頑張ろう。


　頑張って頑張って、そして……いつか本物の巫女になりたい。


　自分に言い聞かせるつもりで大きく頷うなずいて、わたしは彼に背を向けた。


　後ろでは、今も双剣を振り続ける少年。きっとわたしが帰った後も彼は訓練をし続けているのだろう。


　……もし、もしもわたしが巫女になれたら。


　……その時。わたしの専属護衛パートナーになってほしい人は────


　小さな小さな思いを胸に押しこみ、わたしはその場を後にした。





　けれど、あの日の夢が叶かなうことはとうとうなかった。





　憧あこがれていたあの日の少年が、浮ふ遊ゆう大陸から穢歌の庭エデンに転落して殉じゆん死しした。


　……わたしがそんな噂うわさを耳にしたのは、それから数週間後のことだった。




　第一章　『再入宮』







　　　　１





　浮遊大陸オービエ・クレア。


　どこまでも広がる氷結の海の一万メートル上空を浮遊する大陸にして、五人の巫女が支える守護結界によって守られた──人が唯ゆい一いつ居住できる地である。


　その大陸の中心部に建てられた一本の塔とう。


　天結宮ソフィア。地上291階建て、高度二千メートルという巨きよ大だいな塔の地上にて。


『おはようございますシェルティス、いい朝ですねー』


「……ふしぎだよね、僕まだ一いつ睡すいもしてないのにもう朝だよ」


　十七歳の少年シェルティスの朝は、そんなやりとりで始まった。





　見み渡わたすかぎり薄うす墨ずみ色いろに染まった空に、徐じよ々じよに混じる茜あかね色いろ。鳥の声もまだ聞こえない、夜明けとも言えない薄うす明あかりの時刻で──


『やあ、今日もいい天気になりそうですよ』


「……うん」


　無む駄だに元気な機械音声に、シェルティスは睡すい魔まと戦いながらうなずいた。


　乱雑に切りそろえた鳶色の髪に同色の瞳ひとみ。中性的な面おも立だちで、白のインナーシャツの上に黒の上着ジヤケツトを羽織った少年だ。


『浮遊大陸周域の雲と風向、風速をもとに計算したところ、本日の天気は快晴。降雨確率ほぼゼロパーセント、素敵なくらいの洗せん濯たく日和びよりです』


「……そうだね洗濯日和だね」


『ピクニックに行くのもいいですね。今の季節なら夏紅葉もみじも鮮あざやかですよ』


「……そうだねピクニックいいね」


『シェルティス？』


　まくしたてるようにそこまで告げて、女声の機械音声がようやく止まった。


『なんだか元気ないですね？　どうしました？』


「どうしたもこうしたも──」


　胸元のペンダントに組みこまれた機械水晶イリスを見下ろし、小さくうつむく。


『どうしたもこうしたも？』


「……どうして僕は、徹てつ夜やで天結宮ソフィアの敷しき地ちを掃そう除じしてるんでしょう」


　古めかしい箒ほうきを手にした姿でシェルティスは呆ぼう然ぜんとつぶやいた。


『それはつい八時間ほど前、レオンとの剣けんの訓練が白熱しすぎたせいで、天結宮ソフィアの敷地にある木の葉っぱを手当たり次第落としちゃったからですよ』


「ち、ちが──っ！　あれほとんどレオンのせいだよ。イリスだって見てたでしょ！」


『あー、そういえばすごかったですね。剣の風圧だけで木の枝から葉が次から次へ飛んでいきましたし』


「……あの馬ば鹿か力ぢから」


　目の前にうずたかく積もった木の葉の山。


　徹夜で頑張った掃除の成果をじっと見上げて、何度目かもわからない溜ため息いき。


「ていうか、なんで僕だけなの！　レオンだって同罪のはずじゃあ」


『だって──』


　対する機械水晶イリスはといえば、さも当然といった口調で。


『レオンは巫み女こを守る使命がありますから。こんな雑用やりませんよ』


「……ずるいや」


　手にした箒によりかかり、シェルティスはぼそっとつぶやいた。


　いまだ薄墨色が濃のう厚こうな空に、ぼんやりと発光するように輝かがやく純白の建造物。天に届くように伸のびるその景観から天結宮ソフィアと名づけられた塔に、シェルティスが入宮を許されたのはちょうど三日前だった。


「あーあ、今いま頃ごろレオンは塔の中か。こっちは早朝から眠ねむたいのに……」


『巫女の護衛ですから、塔の最上階域のどこかにはいるでしょうね』


　一人の皇おう姫ひと五人の巫女──この浮遊大陸オービエ・クレアは、彼女たちの祈いのる守護結界によって維い持じされている。天結宮ソフィアは、そんな皇姫と巫女のために建てられた建造物である。


『シェルティスも早くレオンと同じ立場になれるといいですね』


「千せん年ねん獅しのこと？」


　巫女の護衛をつとめるのが天結宮ソフィアの護士たちだ。誰だれもが何らかの体たい術じゆつや武器を極めた達人──その中でも抜ぬきんでた技量を持つ五人が『千年獅』と呼ばれる最上位階級につき、巫女の専属護衛パートナーとなることを許される。


『そう、それそれ。頑張ってくださいね』


「……人ごとのように気楽な発言を」


『だってぇ、三年前は千年獅の直前まで行ってたじゃないですか。十四歳で幹部級、稀き代だいの昇しよう進しんだって周りからも言われてたし』


　──あの時はあの時だよ。


　暢のん気きな口調の機械水晶イリスに向かって首を横にふって。


「今さらそんなこと言っても誰も信じてくれないってば。昔の経歴なんて一つも残ってないんだから」


『そうですね。なんてったって、一度は死んだと思われちゃってるわけですし』


「……また気楽にそんなこと言う」


　全ては三年前の事件がきっかけだ。


　この浮遊大陸から、はるか一万メートル下の穢歌の庭エデンへの転落事故。奇き跡せき的に一命は取り留めたものの天結宮ソフィアからは除じよ籍せき扱あつかい。その後は護士としての資格すら失い、シェルティスは一いつ般ぱん人じんとして居住区暮らしを続けていた。


『除じよ籍せき処分から早二年。ようやく天結宮ソフィアに戻ってきた時には、競争相手だったレオンは最上位階級である千年獅に。一方の自分は一番下したっ端ぱの護士候補生からのやり直し。なんかもう、色々と不幸な感じの落ちこぼれっぷりですね』


「うるさいやい」


　胸元の機械水晶イリスを指先ではじき、箒を握にぎりしめる。


「……でもやっぱりおかしい。ようやく天結宮ソフィアに戻れたと思ったのに、なんで僕は護士らしい訓練もしないまま徹夜で掃除してるんだろ」


『あ、そういえば今日の朝九時でしたね。護士候補生の入隊式』


　巫女の護衛である護士として天結宮ソフィアに入宮して三日。その間は塔とう内ないにおける自室の手配や健けん康こう診しん断だん、面接などしか行われていない。


『お世話になる教官とか、ほかの候補生との顔合わせも今日の入隊式でしたっけ？』


「そうそう……うん、こうしちゃいられない。僕もう帰る！」


　身近な立ち木に箒を立てかけ、ぐっと拳こぶしを握りしめた。


『おお、見事な気き迫はくです！　ところで掃除はおしまい？』


「おしまい。徹てつ夜や明けのぐったりな状態で入隊式なんか行けないもん。ほら、ここで印象悪くしちゃってもいいことないし」


『でも本当は、単に掃除に飽あきただけだったり』


「あーあー聞こえない、聞こえてないからね!?」


　にやにや口調の機械水晶イリスからぷいっと顔を背そむけ、シェルティスは天結宮ソフィアの正面ゲートへと歩きだした。





　天結宮ソフィア11階、護士候補生宿舎──


　地上291階建てという超ちよう高こう層そうの塔においてはほぼ最下層。ここから数フロア分が護士候補生の部屋になっている。


「あ、やっぱりここも消灯してる」


　ほのかな夜光灯だけがちらつく通路をシェルティスは見渡した。


　常時稼働の昇降機エレベータから一歩降りてみれば、しんと静まった薄うす暗ぐらい通路がどこまでも広がる景色。


『そりゃそうですよ、まだ朝四時です。早朝訓練だってあと一時間はありますから』


「あ、その早朝訓練て言葉なんだか懐なつかしい」


　護士候補生が教官の指導のもとで訓練を行うのは朝九時から。


　しかし一方で、早朝の自主訓練が候補生では暗あん黙もくの掟おきてになっている。もとよりそれだけの熱意がなければ、正護士への苛か烈れつな競争に残ることは到とう底ていできないからだ。


「……あと一時間後にはまた訓練かぁ」


『シェルティスは今日が入隊式ですから、九時に訓練場へ行けば平気のはずですよ』


「ホント？　よし、それまでゆっくり休むよ！」


『ええ。明日あしたからは訓練が待ってますから、今日限りの贅ぜい沢たくを満まん喫きつしてくださいね』


「寝ね苦ぐるしくなるから言わないでってば。……で、僕の部屋はどこだっけ」


　ぴたりと足を止め、広大なフロアにずらりと並ぶ部屋の扉とびらを見回した。


　なにしろ候補生の数だけで千人近い。候補生用の部屋もそれだけの数が必要となるわけだから、とにかく通路をどこまで行っても部屋、部屋、部屋だ。


「えっと、十字路から三番目だから……あ、ここだ」


　候補生にあてがわれる部屋の鍵かぎは、それぞれの候補生が持つカード型の員章だった。内部に埋うめこまれた電子認証番号が部屋を開ける電子鍵になっている。


　──認証──


　機械的な電子音と共に解かい錠じよう。ゆっくりと機械扉が横にスライドしていく。


　候補生用の個室は、ベッドを置けばそれだけで部屋が半分埋まってしまう程度の広さだ。そこに小さな机と椅い子すを置いて、それで一いつ杯ぱい。家具の配置を考える必要もない。


「……疲つかれたぁっ！」


　一度大きく息を吐ついて、シェルティスはベッドに倒たおれこんだ。


『あーあ、ほらシェルティス。みっともない』


　けれどその途と端たん、おせっかい好きの機械水晶イリスが目ざとく瞬またたいて。


『だめですよ上着脱ぬがないと皺しわになります。それに手洗いうがい、忘れちゃいけません。風か邪ぜの予防です。あ、脱ぎっぱなしの靴くつも揃そろえておきたいですね。そして最重要事じ項こう！　機わ械水た晶しのお肌はだの手入れ、清潔な布で水晶の表面を拭ふくの忘れてます！　強すぎず弱すぎず、優しく撫なでるように拭いてくださいませ』


「うん、最後の以外はやるよ」


『えぇ!?　ふぇーん、それあんまりです!?』


「……全部、仮か眠みんが終わってからね。電気消して」


　数秒とたたず、天てん井じようの照明がふっと消えた。


　太陽光を模した白色光は姿を消し、かわりに生まれた光は青い夜光。


　それもただの光ではない──天井一面にほのかな輝きをちりばめるものは、何千何万という星から構成された星の海。一際大きく、そして儚はかなくおぼろげに輝く青い月。


　天球再生プラネタリウム。オービエ・クレアの夜空を機械水晶イリスが記き憶おくして投とう影えいしたものだ。


「……綺き麗れいだけど、ごめん。もう眠くて」


『いいんですよ。これは私が自分で楽しんでるものですから。ほら、星をじっと見つめる機械オンナノコも素敵でしょ？』


「はいはい」


　投げやりに答えて目をつむり──


『あ、シェルティス。残念ながら訓練の時間です』


　そんな機械水晶イリスの一言を、最初は冗じよう談だんだとしか思わなかった。


「うん？　なに言ってるのイリス、だから今日は九時からだって」


『レオンが来ちゃいました』


　機械水晶イリスが告げたその途端。


「訓練の時間だシェルティス！」


　扉が勢いよく開き、純白のロングコートをまとう銀ぎん髪ぱつの青年が怒ど鳴なりこんできた。


「な、なな、ななっっななな……」


　毛布にくるまった状態でベッドから飛び起きた。


「なにするのさレオン！」


「なにって、鍛たん錬れんの時間だから起こしにきてやっただけだろうが」


　何食わぬ顔でレオンが腕うでを組む。


　ロングコートの映える長身に、凛り々りしさの際だつ整った白はく皙せきの相そう貌ぼう。この浮ふ遊ゆう大陸で最強の大剣使いとも噂うわさされる、巫女を護衛する千年獅の一人である青年だ。


　と同時に、シェルティスとは十年来の友人であり宿敵ライバルであり腐くされ縁えんにあたる。


　……えっと。


　壁かべに埋めこまれた電子時計の表示を確認して。


「まだ四時半だけど？」


「もう四時半だ。早朝の訓練を始めるにはちょうどいい」


　飄ひよう々ひようとうなずくレオン。


「そう、行ってらっしゃい。僕は寝ねるから……」


　再びベッドに潜もぐりこもうとして。


「お前もだシェルティス」


「ちょっ、だっ……待った待った、手を引っ張るの禁止！」


　手首を捕つかまえるレオンの手を、シェルティスはあわててふりほどいた。


　そう。この青年は浮遊大陸オービエ・クレア最強の剣けん士しにして、浮遊大陸最強の鍛錬狂トレーニングマニアでもある。


　暇ひまさえあれば自分専用の鍛錬フロアに籠こもって剣けんの特訓。三度の食事より何より、自分を鍛きたえることが好きという変わり者である。いやそれだけなら問題ない。問題なのは、その訓練に必ず自分を巻きこむことで──


「む、どうしたシェルティス」


「いやだって……徹てつ夜やで掃そう除じさせられて寝てないし」


「任務で三日三晩不ふ眠みん不ふ休きゆうの時もあるだろうが」


「任務ならそれでもいいけどさ、僕、今日は九時から入隊式も入ってるし」


　机に置いてあるスケジュール表を視線で指ししめすも、当のレオンは「俺は知らん」とでも言いたげな表情で。


「あんなの挨あい拶さつと記念撮さつ影えいで終わりだろうが。ボロボロのズタズタだろうが這はいずってでも集合場所に行けば何とかなる」


「記念撮影にボロボロのズタズタで出る必要がどこにあるのさ!?」


「まあ待てシェルティス、落ちついて自分の現状を考えてみろ」


　組んでいた腕をほどいたレオンに、真正面から指さされた。


「せっかく天結宮ソフィアに戻もどってきたはいいが、護士候補生からの再スタート。二年間の居住区生活で錆さびついた剣の腕もまだ戻りきってない。そんな状じよう況きようで、お前が千年獅になってユミィの専属護衛パートナーにつくまでどれだけかかると思う？」


「っ……？」


『あらら、痛いところを突つかれましたね』


　くすくすと機械水晶イリスが遠回しにレオンの味方。


「で、でも……ユミィだって待っててくれるって！」


　ユミィ──天結宮ソフィアに入宮する前から幼なじみであった少女だ。


　巫み女こ見習いとして天結宮ソフィアに入宮したのがもう十年近く前。苦しい修行と審しん査さに耐たえて、今では世界に五人しか存在しない巫女の一人になっている。


　自分が天結宮ソフィアに戻ったのも、彼女の専属護衛パートナーである千年獅になるという約束があってのことだ。


「甘いな、ユミィがいつまでもお前を待てる保証はない。特にこの前の、氷ひよう結けつ鏡きよう界かいが突とつ破ぱされた事件以来、やはり巫女に千年獅は必ひつ須すという話が出ている。たとえユミィがお前以外を望まなくとも、周囲の圧力におされてしまうことは考えられる」


「それは……知ってるけど」


　誰だれを自分の千年獅に選ぶかという最終決定権は巫女自身にある。その権利ゆえユミィはまだ千年獅を選んでいない状況なのだが……天結宮ソフィア内では、ユミィがいつまでも千年獅を選ばないことを不安に思う者が少なからずいるという。


「そうだろう、ならばまずは鈍にぶった勘かんと剣の腕を取とり戻さないと話にならないだろうが。そうでなければ巫女の護衛など務まりはしない」


「……レオン、そこまで僕のことを心配して」


「今いま頃ごろわかったか。そうだ。俺がお前を訓練に付きあわせるのも、全てはお前を心配してのことだ」


「わかったよレオン、僕が間ま違ちがってた！」


　長年の剣の宿敵ライバルである男の不器用な思いやりに、シェルティスは心の底から感動した。


「今まで僕、レオンがただ訓練相手が欲しいからって理由で僕を訓練に引っぱっていくのかと思ってたけど、そんなことなかったんだね！」


「そうだ、ようやく気づいたか」


　満足そうにうなずき、こちらは男くさい笑えみを浮うかべるレオン。


「もちろんだ。たしかにそっちが本音だがそんなこと洩もらすわけが………………あ」


「やっぱりそっちが本音かぁぁぁぁ！」


「く……まあそんなのはどうでもいい、とりあえず行くぞ。お前くらいしか剣でまともに勝負になる相手がいないから退たい屈くつなんだ」


「本音丸だしで開き直った!?」


「うるさい大声だすな、ほかの隊員たちはまだ寝てる時間だ」


「は──な──せぇ────────ぇっっっ……！」


　首根っこをぎゅっと摑つかまれ、シェルティスは暗くら闇やみの通路を引きずられていった。





　　　　２





　天結宮ソフィア、舗ほ装そう路ろ。


　手入れされた芝しば生ふが広がる敷しき地ちを、シェルティスは悲鳴と共に駆かけていた。


「あああ、間に合わない間に合わないっ！」


『シェルティス、集合時間の九時まであと三分ですよ』


「レオンのばか────っ！」


　最初は一いつ緒しよに剣の素す振ぶりだけのはずだった早朝鍛錬が、なぜか最後は本番さながらの模も擬ぎ実戦にまで発展。その勝負が無む駄だに白熱したせいで、気づいた時には入隊式ぎりぎりの時間になってしまっていた。


　と。


「近道ならこっちだよ」


　聞き覚えのある少女の声。振ふり向むいたその先に──


　純白の法ほう衣いに身をつつむ、淡い黄金色オフゴールドの髪かみの少女が立っていた。翡ひ翠すい色の双そう眸ぼうに愛らしい面立ち。ちょうど可愛いと綺麗の中間を思わせる雰ふん囲い気きの少女だ。


「おはよ、シェルティス。今日が入隊式なのに早くも遅ち刻こく？」


　細い肩かたを小さくすくめ、くすっと笑みをうかべる彼女。


　ユミィ・エル・スフレニクトール──浮遊大陸の守護結界を張る五人の巫女の一人。天結宮ソフィアに入る前まで一緒に生活していた幼なじみでもある。


「それになんだかずいぶんボロボロ？」


　おもむろに近づくユミィにじっと見つめられた。


「服も皺しわだらけだし顔にも土つち埃ぼこりっぽい汚よごれがついてるし。だめじゃない、今日は記念撮影あるんだよ。身なりきちんとしてこないと」


「……遅刻も服が皺だらけなのも顔に土埃がついてるのも、ついでに言えば寝ね不ぶ足そくなのも全部レオンが悪いと思うんだ」


「あ、さっきレオンにも会ったよ。レオンてば満足顔で『よし、いい汗あせかいた』って言ってたからもしかしてって思ってたけど。やっぱり捕まったの？」


「……あの訓練バカ」


　部屋に入ってこられないよう、今度は扉とびらに罠わなでもしかけておこう。勝手に開けると警報が鳴って爆ばく発はつするような派手なやつ。


『ところで、どうしてユミィがここにいるのですか？　天結宮ソフィアの敷地とはいえ、塔とうの最上部から巫女が降りてくるなんて珍めずらしいじゃないですか』


「ふふ、たぶん目的地が同じだからだよ」


　機械水晶イリスの問いかけに、意味ありげにユミィがうなずく。


『というとユミィも野外訓練場ですか』


「うん。だって今日は月一回の定期入隊式でしょ。わたしだって巫女なんだから、護士になる人たちに挨拶しなくちゃ」


　巫女の挨拶は入隊式の行事の一つだ。


　巫女は浮遊大陸を守護し、その巫女を命がけで護衛するのが護士の任務。そんな、新しく集つどった護士候補生たちを巫女が激げき励れいするという行事だった記き憶おくがある。


「だから今は訓練場まで一緒に行けるね」


「……いいの？　巫女ユミイが護士候補生ぼくと一緒に歩いてたりしたら怪あやしまれないかな」


「考えすぎ、これくらいなら平気よ。それに──」


　懐なつかしむように目を細め、少女は隣となりに歩みよってきた。


「こっちに来てから会う時間もなかったけど、言いたかったの。おかえりなさい」


「……うん」


　ただいま──ユミィの顔を見ながらそう答えるのが不思議と恥はずかしくて、思わず目をそらしてしまう。


「何だか……まだ実感がわかないんだよね」


　独ひとり言ごとのように呟つぶやいて、シェルティスは頭上の蒼そう天てんをじっと眺ながめた。


　──帰って来れたんだ。


　ユミィとこうして歩くことも、言葉をかわせることも。二年前に天結宮ソフィアを追放されてから、もう叶かなうことなんてないと思っていた。


　天結宮ソフィアの絶対階級である巫女となった彼女、そして最下級の護士候補生からの再スタートである自分。二年間で立場も天と地ほど離はなれてしまったけれど、こうして再会できたことで、また何かを頑がん張ばれる気がする。


「大げさだよ」


　くすっと笑みをこぼす巫女。


「でも本当に待ってるから。候補生からのやり直しだけど、早く正式な護士になれるの信じてるから」


　頑張るよ。そのつもりで頷うなずこうとして──


　ふと、あることに気づいてシェルティスは彼女の顔を見つめた。


「ユミィ、目の下の……それって隈くま？」


「あ、わ、わかっちゃった？　メイメルに手伝ってもらって、お化け粧しようでごまかせるかなって頑張ったんだけど」


　あわてて顔に手をやるユミィ。


「ううん、ちゃんと隠かくれてるよ。僕もいま気づいたくらいだし」


　隈そのものは薄うすく小さいものだ。幼なじみのシェルティスが間近で凝ぎよう視ししてようやく見つけられるくらいだから、遠目にはまず気づかれないだろう。


「昨日遅おそくまで結界の修行してて、そのあと今日の挨拶の内容考えてたら朝になっちゃったの……えへへ、わたしそういう文章考えるの苦手だから」


　ごまかし笑いを浮かべる彼女。けれど笑みの中にも、決して隠しきれない疲ひ労ろう感かんがそこかしこに表れていて──


「ユミィ忙いそがしいんじゃないの？」


『今日の挨拶もそうですね。忙しい時は省略しても構わなかったはずですし、挨拶は巫女に時間がある場合だけでいいはずですが』


　自分と機械水晶イリスの言葉にも、ユミィは頑がんとしてうなずこうとはしなかった。


「ううん、わたしがやりたいの。護士候補生になってくれる人たちは、巫女わたしたちを守ってくれる人たちだもん。今日の挨拶はね、それに対する感謝の気持ちを伝える場でもあるんだから」


　……ユミィ、なんだか本当に巫女っぽいや。


　一年前。自分がまだ天結宮ソフィアから追放されて居住区で生活していた時のことだ。


　新しい巫み女こが誕生すれば、報しらせはすぐに浮ふ遊ゆう大陸全土へと報じられる。シェルティスも居住区でその報せを耳にしたのだが、その時は嬉うれしさと同時に少なからぬ不安を抱いだいた覚えがある。幼なじみとして知っているユミィの素顔。普ふ通つうの女の子と何ら変わらない彼女が、浮遊大陸を支える巫女として本当にやっていけるのか。


　その不安は天結宮ソフィアに再入宮した今も、シェルティスが引きずっていた想おもいでもある。


　けれど今の彼女の言葉は、巫女としての彼女の覚かく悟ごと決意を感じさせるには十分なものだった。


『巫女の鑑かがみですね』


「でしょ？　それに」


　真しん摯しなまなざしから一転、強気な口調でユミィは宣言した。


「そうそう、見ててねシェルティス。わたしこう見えても巫女になってから演説うまくなったんだから！」


「あれ、昔から上がり性だったはずじゃあ」


「だいじょうぶよ、こう見えても巫女になってからだいぶ克こく服ふくしたの。さ、行くわよ」


　自信ありげに歩く彼女をシェルティスは追いかけた。





　天結宮ソフィア、野外訓練場──


　二十人近くの新たな護士候補生が並ぶ中で。


「あの……その……ですから……巫女の一人としてみんなの……じゃなかった、皆みな様さまのご入宮を心から嬉しくおもっ、思ってます！　……あ、ええと、それでは……身体からだに気をつけて頑張ってくだっ、くださいね！」


　壇だん上じようにて、顔を真っ赤にして会え釈しやくする巫女がいた。


『相変わらずですね』


「だね。いつものユミィでなんだか安心したけど」


　挨拶を終えた彼女が壇上から降りてくるのを、紺こんのスーツ姿の女性教官が出で迎むかえた。


「素晴らしいご挨拶でしたユミィ様」


「ほ、ほんと？　良かった！」


「ええ。前回の四割増しで上達なされておいででした。前回の……あの放送禁止級の発言は正直どうしたものかと思いましたが、今回は素晴らしいできばえです」


「あ、あれは言いい間ま違ちがいです！　ひどい、もう言わないって約束だったじゃないですか！」


　あわてて教官を止めようとするユミィに対し、教官が笑って首を横にふる。


「はっはっは、それももう過去の出来事ですよ」


　……ユミィさん、あなた前回の挨拶で何やらかしたんですか。


「それではこれで失礼します」


　──じゃあねシェルティス、頑張って。


　いたずらっぽい笑顔で片目をつむり、ユミィがその場を後にする。


　そんな彼女と対照的に。


「さて巫女様の挨拶も終わったことだし、これで今日の入隊式は終わりだな」


　危険な笑みを浮うかべて女性教官が振りかえった。


「自己紹しよう介かいが遅おくれたが、私は諸君らの教育を担当するユメルダだ。各々、今日は解散。明日あしたから足あし腰こし立たなくなるまで鍛きたえてやるから覚悟しておけよ」


　女性ながらシェルティスと並ぶ長身に、切れ長の瞳ひとみ。黒くろ髪かみを肩の位置で切りそろえ、口元には白はく煙えんを燻くゆらせた煙草たばこ。シェルティスたち護士候補生の訓練を担当する、容よう赦しやなき教育で知られる鬼おに教官だ。


「とにかく終わったね、これで帰っていいのかな」


　天結宮ソフィアへと戻もどっていく候補生たちに紛まぎれ、シェルティスは安あん堵どの息をついた。


　ぼろぼろの姿のせいで記念写真の時は周りから変な目で見られたが、それも無事に終わったからひとまずは安心だ。そのかわり明日からが過か酷こくな訓練の本番。天結宮ソフィアに戻っていく候補生の顔にもその緊きん張ちようが見てとれる。


『えーもう終わりですか、つまらない。せっかくだから大暴れするかと思ったのに』


「ものすごい人ごとですねイリスさん。だから僕はただでさえ徹てつ夜や明けにレオンに襲しゆう撃げきされて、早朝訓練に五時間近く付きあっ──」





　────誰？





　言葉を途と中ちゆうで呑のみこみ、背後に感じた視線へと振ふり返かえった。


『どうしましたシェルティス』


「……イリス、あの子誰だかわかる？　ほら、木こ陰かげにいる」


　訓練場の奥。十数メートル先の木陰に立つ少女を視線で示す。


　鮮あざやかな桜色の長ちよう髪はつをうなじで一つに結ゆわえた少女。歳としは自分と同じくらいか、もしかしたら一つか二つ年上かもしれない。物静かな雰ふん囲い気きと鋭するどいまなざしが印象的だ。


『あの子がどうかしましたか』


「いま、あの子が僕のことじっと見てた」


　今は素知らぬ顔で柔じゆう軟なん体操をしているが、確かに一いつ瞬しゆん、振り返った自分と視線が合った。彼女が着ているのは白を基調とした天結宮ソフィアの儀ぎ礼れい衣い。その肩かたに正護士の徽き章しようがないことから、自分と同じ護士候補生であることまではわかるのだが。


『うーん……たぶん知りあいではないと思いますよ。私のデータにも彼女らしき人物とどこかで出会ったというような記録はないですし』


「そっか、ならいいんだ」


　……でもなんだろう、変な感じ。


　いまは黙もく々もくと柔軟体操をしている彼女──単に視線が合っただけなのに、頭の中で違い和わ感かんにも似た何かが引っかかって離れない。


　……あの凛りんとした感じ。僕、あの子と前にどこかで会ったっけ？


「あれ、誰だっけなあ。たぶん直接話したとかそういうことじゃないと思うんだけど」


『単に天結宮ソフィアですれ違ちがったことがあるとかじゃないですか？』


　そう、自分でも機械水晶イリスの言う程度のものだとは思うのだ。けれど、目と目が合ったせいかもしれないが、さっきの彼女の視線が妙みように気になって仕方ない。


「うーん……まあそんなに気になるわけじゃないんだけど。ただ──」


　煮にえきらない気持ちを胸に訓練場の真ん中でじっと佇ちよ立りつ。


　が、思考の整理もつかないうちに。


「おい貴様、いつまでここに残っている」


　砂を弾はじく硬かたい足音。振りかえったその先に、ついさっきのユメルダ教官が腕うで組ぐみした恰かつ好こうで立っていた。


「私は解散と言ったはずだが。わざわざ私の命に逆らうように突つっ立たっているということは、その命令に従う気がないという意思の表れか？」


　紫し煙えんを上げる煙草を足あし下もとに放り、その火を靴くつのつま先で踏ふみ消す女教官。その表情には、獲え物ものを見つけた肉にく食しよく獣じゆうを思わせる剣けん呑のんな笑みが浮かんでいたりする。


「え……い、いやその……何といいますか」


　シェルティスが一歩下がる間に、彼女は二歩分距きよ離りを詰つめてきて。


「なるほど。教官の命令を聞かない坊ぼうやには、どうやら早々に愛の鉄てつ拳けんをくれてやる必要がありそうだな」


「ちょ、ちょっと待った！　あ、あのですね……って、うわっ！」


　ジッ──あわてて身体を真横に逸そらすと同時、剃刀かみそりじみた鋭さで振り下ろされた拳こぶしが頰ほおのすぐ横を掠かすめていった。ふわりとゆれる前まえ髪がみは、拳の風圧だけで舞まい上がったものだ。


「……ほう。貴様、私の拳を避よけたか」


「え、あ、あの？」


「くっくっく、これはこれは」


　怒おこられると思いきや、何やら嬉しそうに拳をポキポキと鳴らす彼女。


「護士候補生で私の拳を避けた生徒など何年ぶりかな。これは久しぶりに鍛えがいのある新入りと巡めぐり会あえたようだ」


「はい？」


　聞きかえす前に、むぎゅっと首根っこを摑つかまれた。


　……あれ。


　そういえば今日の朝もこんなことがあった気がする。そしてこの流れは……


「あ、あのですね？　僕これから休きゆう憩けいに」


「ついてこい。貴様は特別に、今日から私の特製カリキュラムで鍛えてやる。安心しろ、私の訓練に耐たえぬけば正護士になるなどあっという間だ」


「だ、誰か─────っ！」
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　天結宮ソフィア11階、護士候補生宿舎──


『ようやく帰って来れましたね』


「ほんと、もうクタクタ……帰ってシャワー浴びたい」


　汗あせと埃ほこりにまみれた恰好でシェルティスは通路を進んでいた。


　あの鬼教官の訓練から解放されたのがついさっき。気がつけば夕食時もとうに過ぎ、他の候補生の多くが就しゆう寝しんの準備を始めるであろう時刻になっていた。


「えっと、十字路から三番目だから……ねえイリス、僕の部屋ってここだよね？」


　暗がりの中、シェルティス・マグナ・イールと書かれた表札をじっと凝ぎよう視しする。


『そうですよ。当分、自分の部屋を覚えるには時間がかかりそうですね』


「二年間も居住区暮らしだったからね。なんかふしぎな感覚」


『そうそう、その話聞きたかったんです。喫茶店カフエテラスでアルバイトして暮らしてたってところまでしか聞いてなかったんですけど、女の子二人と仲よくなったとか。ふふ、両手に花とはシェルティスも隅すみにおけませんね』


「仲よくなったのは本当だけど、そういうのじゃなくて本当に友だち感覚だってば」


『あらそうなんですか？』


「うん。朝も夜も、仕事のない時に大たい抵ていは──」





「あ、シェル兄にい見ぃつけた！」





「そうそう。こんな感じで────え？」


　声の方向は自分の膝ひざ元もとからだった。


　と思った瞬しゆん間かん、小こ柄がらな誰かが膝元に勢いよく抱だきついてきた。


「わぁ、やっぱりシェル兄だよ！　会いたかった！」


「……ユト？」


　抱きついてきたのはまだ五、六歳であろう黒髪の幼女だった。好こう奇き心しん旺おう盛せいそうな琥こ珀はく色いろの瞳と、黒髪を後ろで二つに結んだ姿が愛らしい。


「ユト、え……本物のユトなの？」


「えへへ。ユト来ちゃった、エリ姉ねえも一いつ緒しよだよ。エリ姉来てー、シェル兄見つけた！」


　ぎゅっと膝ひざに抱きついた姿で、幼女が嬉うれしそうに声を張り上げた。


　コツ……コッ。


　小さな靴くつ音おとを響ひびかせて、ひょいっと通路から現れる人ひと影かげ。


「お、ほんとだ。シェルティスお久しぶり！」


　機械油まみれのツナギを着た少女が、こちらに向かって片手を上げた。


　外見なら十五歳か十六歳。年とし頃ごろの少女ながらオレンジ色の髪かみはぼさぼさで、化け粧しようっけは皆かい無む。だけど逆にそれが彼女らしい──そう思わせる雰囲気がある。


「エリエまで……二人ともどうしてここに」


「え、そりゃあもちろん」


　エリエ──ツナギ姿の少女は、駆かけよってきた黒髪の幼女の頭を撫なでながら。


「シェルティスがいなくなって退たい屈くつだったんだもん。ねーユト？」


「ねー、エリ姉」


「……あれ。ちゃんと僕の方から居住区に遊びに行くからって約束したじゃない」


　のほほんとした二人の表情に、シェルティスも思わず苦笑をこぼした。


「でもたしかに数日ぶりだね。お久しぶりでいいのかな」


　天結宮ソフィアから追放され、一いつ般ぱん人じんとして居住区暮らしを強しいられた二年間。エリエもユトも、そんな居住区暮らしの期間に知り合った二人だ。エリエは喫茶店『二ア羽ルのビ白レ鳥オ』で同じアルバイトとして知りあって、ユトも頻ひん繁ぱんに『二ア羽ルのビ白レ鳥オ』に出入りしていて懐なつかれた。


　なにしろ二人とも居住区での数少ない知り合いだ。そのまま離ばなればなれになるのも名残なごり惜おしくて、天結宮ソフィアに移る日、近いうちに居住区へも遊びに行くからという約束をしてきたのだけれど。


「ねー。シェル兄、あそぼあそぼ！　ユト眠ねむいの我が慢まんして起きてたんだよ！」


　しきりに服の裾すそを引っぱってユトがおねだり。


「そっか、それで二人とも自分の方から来ちゃったわけなんだ。……あれ、でもちょっと待って。二人ともどうやってここに入ったの？」


　浮ふ遊ゆう大陸を代表する建築物として居住区からの見学者で毎日賑にぎわう天結宮ソフィアだが、この階層はシェルティスたち護士の専用フロアだから一般開放はされていない。観光用の昇降機エレベータもこのフロアは止まらないはずなのに。


「ふっふっふ、これを見なさい。じゃーん！」


　ごそごそとエリエが懐ふところから取りだしたのは、銀ぎん色いろに輝かがやく金属製カードだった。その端はしに埋うめこまれているのは金色の電子認証鍵かぎ。


「え、それ天結宮ソフィアの正式な員章!?　まさかエリエも天結宮ソフィアに入ったの？」


　機械油まみれのツナギを愛用する姿からもわかるように、エリエの趣しゆ味みは機械いじりである。その知識と技術は趣味という範はん疇ちゆうを超ちよう越えつしており、ネジ一本から大人サイズの機械人形を作ってしまうのは序の口、自作の演算機コンピユータで天結宮ソフィアの中央コンピュータへの侵しん入にゆうすら成功させてしまった経歴の持ち主だ。そんな彼女なら、たしかに機械技師として天結宮ソフィアも欲しがる人材かもしれないが。


「エリエ、その員証は……？」


　が、彼女は普ふ段だん通りの飄ひよう々ひようとした口調で。


「ううん、ユトが道ばたで拾ったんだって」


「ユトえらい？」


「立派な悪用だよ!?　持ち主に返してこないと、今すぐ！」


　なんとまあ二人らしい経けい緯いだ。


「いやーそれがどこで拾ったかユトも忘れちゃったみたいなのよね」


「……僕、寝ね不ぶ足そくもあいまって頭が痛くなってきた」


　員章を落とすと悪用されるの典型例だ。もっともこの場合、悪用といっても被ひ害がいが出るのはきっと自分だけなのだろうが。


「気にしない気にしない。それよりあそぼ、あたしらずっと待ってたんだからね」


「……そう言われても僕すごく疲つかれててですね」


「でもユミィも待ってるよ」


「え？」


「あ、待って。ちょうど念ねん話わ……だっけ？　それがユミィから来たから────あーもしもし、そうだよ。うん、今ちょうどシェルティス帰ってきたから。ほい、それじゃ261階の会議スペースに……え、ユミィからこっち来る？……うん、夜だし誰だれも通路にいないよ。あたしらだけ。ほいほい、それじゃ待ってるから」


　天てん井じようを向いたままエリエが首しゆ肯こうをくり返す。


「なんだ、ユミィの方からこっち来るって。この時間なら人も少ないし、巫み女こが塔とうの下層に来ても大だい丈じよう夫ぶらしいよ」


「……どういうこと。ていうかユミィってあのユミィ？　巫女の？」


「そだよー。シェルティスの幼なじみだっけ、彼女」


「そうだけど。あれ、エリエなんでユミィのこと知ってるのさ」


　エリエは居住区暮らしでユミィは天結宮ソフィア。二人とも接点なんてないはずなのに。


「今日知り合ったの。あ、ほら来たよ」


　エリエが指さすのは高層階と低層階を直結する専用昇降機エレベータだ。到とう着ちやくを示すランプが点てん滅めつし、間を置かずに扉とびらが開く。


「お待たせエリエ、ありがとうね教えてくれて」


　昇降機エレベータ内部の光に照らされて、純白の法衣を羽織った少女が現れた。


　周りの様子をこまめにうかがって、人影がほかに見当たらないことを確認するやこちらに笑顔で手を振ふってくる。


「どーいたしまして。それよりさっきも思ったけど念話って便利だね。あたしも練習すれば使えるようになるの？」


「ええと、八年くらい泣きながら練習すればできるかも？」


「……おとなしく携けい帯たい電でん話わにしておこっと」


　顔をしかめるエリエと、そんな彼女を見て楽しそうに苦笑するユミィ。


　──あれ。どうして？


　そんな二人のやりとりをシェルティスは半ばぼんやりと見守っていた。


　幼なじみであるユミィと、自分が居住区で知り合ったエリエ。その二人がいつの間にかまるで旧来の仲のような親密ぶりだ。


「あ……ええと」


「えへへ、驚おどろいた？　エリエとユトちゃんとお友だちになっちゃった」


　とびつくユトを抱き上げてユミィが照れたようにはにかんだ。


「お友だち？」


「ほら、シェルティス言ってたじゃない。巫女様のこと紹しよう介かいしてくれるって」


　答えたのはエリエ、そしてそれを補足するかたちで機械水晶イリスが二の句を継ついだ。


『ほらシェルティス、先日の氷結鏡界が破られた事件の時ですよ。居住区から天結宮ソフィアに向かう際、エリエの運転するヴィークルに乗せてもらった時。お礼にユミィのこと紹介するから、二人で友だちになってあげてって言ったじゃないですか』


「あ、そういえば」


　ユミィをはじめ巫女は同年代の知人を作る機会が滅めつ多たにない。一方で一般人は巫女を前にすれば萎い縮しゆくしてしまうのが大抵だ。けれどその中で、屈くつ託たくない性格のエリエならユミィとも素直に接することができるかもしれない。ユミィの友人になってあげてほしい──そんな話をエリエにはしたことがあった。


「そうそう。それで今日の午後だけどさ、あたしらがシェルティス探してこのフロア来たら、ユミィもちょうどこのフロア降りてきてたんだよ。ね、ユミィ」


「うん。昼間に候補生の人たちに挨あい拶さつしたでしょ。あの時は壇だん上じようだったから、今度は一人一人に挨拶したくてきてたの。そしたらエリエとユトちゃんと出くわして、それでわたしの顔見るなり『あ、巫女様だ！　ねね、シェルティスから話聞いてる？　あたしエリエっていうんだけど、友だちになろ？』って……最初は驚いたけど」


　その光景を思いだしたのかユミィが小さく吹ふきだした。


　隣となりでは、それを聞いたエリエが豪ごう快かいに巫女の肩かたをバシバシと叩たたいて。


「いやぁごめんごめん！　てっきりシェルティスがあたしのこと話してるとばかり思いこんでたんだよね。最初は話が嚙かみ合わなかったけど、シェルティスの名前出してあれこれ説明したら話が通じて良かった！」


　──そういうことだったんだ。


　自分が引き合わせる前に、二人は今日の内に出会っていたというわけだ。


「そういや、巫女の法衣って面白い生地使ってるんだね。実際の着き心ごこ地ちってどうなの？」


「うーん、最初はすごく窮きゆう屈くつだったかも。でも人によるかもしれないし、もしよかったらエリエも着てみる？」


「え、いいの!?」


「うん。今度わたしの部屋に来てくれればいつでも平気よ」


　ユミィの法衣を興きよう味み津しん々しんにさわるエリエと、逆にエリエのツナギ服を物もの珍めずらしそうに見つめるユミィ──そんな光景にシェルティスはほっと胸をなでおろした。


『よかったですねシェルティス。意図的に二人を引き合わせるより、かえって自然にうち解けられたかもしれません』


「うん」


　……よかった二人とも仲よくなれそう。


「ところでどうしたのユミィ、こんな遅おそくに下の階層に降りてくるなんて」


「あ……え、ええと、シェルティスは入隊式無事に終わったんだよね」


　ユトを抱かかえたままユミィが姿勢を正す。


「おせっかいかもしれないけど。実はさっきレオンと287階で話してたら、レオンが気になること言ってたの。だから話しておきたくて」


「レオンが？」


「うん。あのね……シェルティスは、護士候補生の中での立ち位置を気をつけないとまずいって。孤こ立りつするかもしれないって」


　──立ち位置。孤立。


　それはどういう意味だろう。


「わたしもよくわからないけど……でもとにかく、『昔の感覚だと行いき詰づまる』みたいなことも言ってて、それが気になったの」


　……レオンがそんなことを。


　あの男が噓うそや冗じよう談だんの類たぐいを言ったためしはない。おそらく本心、それもかなり確信に近いからこそユミィにも打ち明けたに違ちがいない。


「あ……ごめんね、なんだか不安にさせちゃって」
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　こちらの沈ちん黙もくを不安と思ったらしく、彼女があわてて首をふった。


「いや、だいじょうぶだよ。わざわざありがと」


「うん。わたしも上う手まく伝えられてないかもしれないし、気になったらレオンから直接聞いてみて」


　ユトを床ゆかに降ろしてユミィが大きく深呼吸。


「あ、ユミィ姉ねえ帰るの？　じゃあねー」


「ばいばいユトちゃん、エリエ。今度、もしよかったら287階のわたしの部屋にも来てね。フロアセキュリティに引っかからないよう警備の人にも言っておくから」


「おおーっ、本当？　じゃあ行く行く！」


「うん、待ってるね」


　振ふり向むきざまに手をふってユミィが昇降機エレベータへと歩いていく。


　音もなく閉まる機械扉。上じよう昇しようを示す暖色のランプを見つめるようにして、ふとエリエが独り言のように呟つぶやいた。


「あたし、巫女様ってもっと天上人みたいなものかと思ってた」


「ん？」


「ユミィって本当にシェルティスの幼なじみなんだね。話しててそんな気がしたの。なんだか普ふ通つうの女の子だなって。あ、これは良い意味でね」


「ユミィと友だちになってあげられそう？」


　すると彼女は楽しそうに片手を振り上げて。


「もっちろん！　ていうかもう友だちよ、ねーユト？…………あれ？」


「…………エリ姉。ユト、目しぱしぱする」


　エリエにしがみついたまま眠ねむたそうに目をこするユト。


「あらら、探してたシェルティスに会って安心しちゃったのかな。しゃあない帰りますか。ねね、このフロアにも仮か眠みん室しつあったよね」


「あるけど、あれって天結宮ソフィアの護士しか使えないよ」


　するとエリエは拾った員章を胸元から取りだして。


「ふふ、コレがあればバッチリよ」


「……無くした人が困ってるだろうから、明日あしたには落とし物申しん請せいしておいてね」


「ほいほい。じゃあ、また明日ね」


「うん」


　手を振るユトとエリエに、自分も手を振り返す。


　──そんな当たり前のことが、なぜかすごく懐なつかしかった。





　　　　３





　朝あさ露つゆに濡ぬれる芝しば生ふ、わずかに蒸気だつ草の薫かおりが心ここ地ちよい。


　暁あかつきの空が徐じよ々じよに白んでいく時刻。紅から白、白から深い青へと頭上の空が色を映していくその地上で──


「あれ、道に迷った？」


　広大な天結宮ソフィアの敷しき地ちにて、シェルティスはぽかんと辺あたりを見回した。


「おかしいなあ、昨日はたしかにこの道を左だったはずなんだけど」


『しぇーるーてぃーすー？　だから最初は電子マップに載のってる道をって言ったのに』


「いや、だってイリスがいれば平気かなって思うじゃない」


　昨日の入隊式に向かう道。ユミィに案内された道は正規の歩道ではない近道だったのだが、今日もそれを辿たどろうとしてこのありさまだ。


「で、正解はどの道なの？」


『ごめんなさい、その時わたし寝ねてて記録とってないです』


「機械のくせに!?」


『だってー、寝ね不ぶ足そくは女の子の肌はだにとっては大敵ですもの』


　とっておきの猫ねこなで声ごえで答える機械水晶イリス。


「寝不足だと人工水晶の表面はだに影えい響きようするの？」


『もちろん。演算能力が落ちますと、水晶の発光機能に影響が出ます。そのため定期的に内部の雑データを整理・削さく除じよしてるんですよ。それが私の『寝る』ってことです。まさに美しさは身体からだの内側から、ですね』


「……そこまで完かん璧ぺきに反論されると僕も困ります」


　だけど困った、道がわからない。


『少し引き返して電子マップ上の正規ルートを進むことを推すい奨しようします』


「やれやれ、それしかないよね」


　うなずくかわりに肩をすくめ、歩いてきた道へと振ふりかえる。その瞬しゆん間かん、自分のすぐ後ろを歩いていた少女と目が合った。


「……君は」


　その場で立ち止まり、シェルティスは思わず目を見開いた。


「わたしに何か用か」


　まず目に映ったのは鮮あざやかな桜色の長ちよう髪はつ。


　陽ひを浴びて輝かがやく髪かみをうなじで一つに結わえた、青みがかった灰色の双そう眸ぼうをした少女だった。物静かな雰ふん囲い気きに落ちついた口調、それと対照的な鋭するどいまなざし。


　──昨日、僕のこと見てた女の子？


「あ……ええと、その」


　昨日のことを聞くべきか。聞いて良いのだろうか。


　自分の思おもい違ちがいという可能性だってゼロじゃない。どう声をかければいいのか迷っている間に、彼女はすっと指先を歩道に向けて。


「引き返さずとも、訓練場はこの道を左に折れて進めばいい」


「え……？」


「どうせ道に迷ったんだろ？　新米の護士候補生がよくやることだ」


　そのまま、指先を向けた方へ自らスタスタと歩いていってしまう。彼女の背中が小さくなるのをただただ見つめて──


「……行っちゃった」


　ぼんやりとしたまなざしでシェルティスはその背中を見送った。


　本当に誰だれだろう、悪い人じゃなさそうだけど。
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　屋外訓練場に立ちならぶ二十人近い護士候補生。


　十代前半であろう少女から三十代と思われる男性まで、支給されたばかりの純白の儀ぎ礼れい衣いを身につけている。


　その誰もが、頭上から直射日光を浴びて大おお粒つぶの汗あせを流していた。


「……であって天結宮ソフィアの護士は大まかにわけて四つに分類される。貴様ら護士候補生。二つ目が正式な護士として巫み女この護衛を行う正護士。三番目が正護士たちを取りまとめる隊長級、幹部級である錬護士。最後が、巫女の専属護衛パートナーとなる特別階級──千年獅だ」


　ただ一人、涼すずしい顔で立っているのは昨日のユメルダ教官だ。


　日光が容よう赦しやなく照りつけるその下で、昨日同様の紺こんスーツにネクタイという恰かつ好こうながら汗一つかいてない。


「というわけで、貴様らはまず正護士になることを目指さなくてはならない。それまでは候補生……もちろんそのままでも任務は与あたえられるが、最重要である巫女の護衛という任務は与えられないままとなる。それでは意味がないだろう？」


　ホワイトボードに流りゆう麗れいな字体で書きつづっては、その数秒後には消してしまう。書いて覚えろというより、その場で頭に叩たたきこめという意味なのだろう。


「それと、護士とは別に隊員という呼こ称しようを用いることもある。その時は──」


　口早に言い綴つづる女性教官と、直立不動の体勢でそれを聞き取る候補生たち。そんな集団のかたすみで、機械水晶イリスがこっそりささやいてきた。


『シェルティス、わたし音声メモしておきましょうか？』


「今のところ平気だよ、三年前にやったことばっかりだから」


　周りに気づかれない程度に肩かたをすくめてみせる。と──


「おい昨日の新入り」


　なんの前置きもなく、ホワイトボード横に立つ教官がびしっとこちらを指さした。


「『護士』と『隊員』という呼称において、その違いを言ってみろ」


「え、ええっ……僕？」


『すっかり気に入られちゃいましたね』


　くすくすと忍しのび笑わらいする機械水晶イリスを指先で弾はじいて黙だまらせて、


「……『隊員』の場合は、巫女見習いもふくめた呼称だった気がします」


「そうだ。『隊員』という呼称をもちいた場合は正護士、錬護士、それに巫女見習いという意味になる。千年獅と巫女様は特別階級だからこれには含ふくまれない。おい、なに勝手にほっとした顔になっている。もう一問だ」


「えぇ!?」


「巫女見習いと護士候補生という階級。どちらも『見習い』と『候補生』という余計な言葉がついているが、この二つの違いを言ってみろ」


　……ええと。


　なにしろ三年前の知識だけが頼たよりで、それが今も通用するのか自信はないが。


「えっと、護士候補生は正式な隊員じゃないけれど、巫女見習いの階級は正護士と同格だから正式な隊員に含まれる……でしたっけ？」


「ほう。貴様、それなりに基き礎そ知識はつけてきたようだな」


　笑み──というにはあまりに高圧的な含み笑いをこぼすユメルダ教官。


「とにかく、貴様らが覚えておくべきことは一点だ！　お前たちは護士候補生、つまり天結宮ソフィアの正式な隊員ですらない。だからこそ今日から貴様らを徹てつ底てい的てきに鍛きたえ上げる。まずこの一年は身体作り。それまで自分の武器に指一本触ふれられるなんて思うなよ！」


「一年っ！」


『……期間としては理論的ですが、長いですね』


　身体作りに一年。その後に護士候補生として武術の訓練などしていれば、正護士に上がるだけで何年かかるかもわからない。千年獅になるなんて十年は先かもわからない。


　……そんなに長い間ユミィを待たせていられない。


「イリス、なにかいい手ない？」


『入隊して二日目の候補生に発言権など無いものと思った方が賢けん明めいです。しばらくは流れに身を任せた方が得策でしょうね。ただ、不幸中の幸運はあるかもしれません』


「幸運て？」


　機械水晶イリスの言葉に思わず首をかしげてしまう。


　ここ最近、特に入隊してから幸運と思ったこと？


「おいそこの新入り、ちょっとこっち来い」


　そんな疑問を、ユメルダ教官の手招きがあっさりと吹ふき飛とばしてくれた。


「お前は見所がありそうだから特別コースを用意してみた。私の愛に泣いて感謝しろ」


『ほらね、幸運』


　言ったとおりでしょ？──勝かち誇ほこったように言う機械水晶イリスに、シェルティスは反論する気にもなれずに空を仰あおいだ。


「……贅ぜい沢たく言ってる余よ裕ゆうないのはわかってるけど、もう少しマシな幸運どこかに落ちててもいいと思うんだ」





　見み渡わたせば地平線が見えるほど巨きよ大だいな野外訓練場。その広大な敷地は、場所によってその様相をがらりと変える。


　芝生による平へい坦たんな環境フイールドから、軽石がころがる赤茶けた荒こう野や、急な斜しや面めんが続く山さん岳がく地帯、さらには激流となって落ちていく巨大な瀑ばく布ふまで。浮ふ遊ゆう大陸のあらゆる環境を人工的に、それもかぎりなく忠実に再現した環境が連なっている。


　さくっ……


　目の細かい砂地に靴くつのめりこむ音がこだまする。


　直射日光にくわえ、金属成分をふくんだ砂に反射する照り返しの日光。上下左右あらゆる方向から放射される熱により、その環境の気温は常に摂せ氏し四十度を上回る。日によっては五十度を計測する日もあるという。


　人工砂さ漠ばくの無制限走行。それが教官から指示された準備運動だ。


『熱っ、シェルティス熱いです。本気で私日焼けしちゃいますって！』


「日焼けするくらいならまだいいよ……僕もさすがに疲つかれてきた」


　身体中の水分を奪うばわれる気温に、足もとに絡からみつくような重い砂。その中を、かれこれ二時間は走り続けただろうか。


「ほう、さすがに貴様もへたってきたか」


「……ええとユメルダ教官？　一つ聞いていいですか。ただでさえ走るの辛つらい砂漠を、なにゆえ僕は教官を背負って走破しなくちゃいけないのかなって」


　自分の背中から響ひびく声に対し、まっすぐ前を見つめたままシェルティスは返した。


「私は楽だぞ」


「僕は楽じゃないんですけどね!?　なんでまた、たかだか準備運動なのにこんな過酷なんですか！」


「そうそう、そう言わせるのが目的だからだ」


　耳元で響く低い声こわ音ね。


「一日目、それも最初の訓練で挫ざ折せつを味わわせて、二日目で何人が心折れずに早朝訓練に顔を出すか。言ってしまえば教官からの入隊テストだな」


「……なるほど」


　一日目に必ず挫折を味わわせ、そこでなお立ちあがる心根の者だけを鍛え上げる。ここで挫くじけるような人間は、この先のより大きな苦行に耐たえられない。ならば今ここでそれを悟さとらせ、別の道に進ませた方がいい。


　それが護士候補生を任された教官としての使命であり、配慮やさしさなのだ。


「というわけでお前もさっさと力つきろ。そうしないとテストにならないだろうが」


「ムチャクチャすぎる!?」
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　教官を背負い直し、再び砂の丘きゆう陵りようを駆かけ上がる。


　広がる視界。砂の丘おかから眼下を見下ろしたその先に、懐なつかしい緑の芝しば生ふが見えた。


「走破したか。まあいい、これだけ走れば身体は温まったな？」


「温まったを通りこして熱いですけどね……」


　背負っていた彼女をおろし、首まで流れる汗をぬぐった。


「どちらでも同じだ。よし、そのまま最初に集合した場所まで走れ。ところで護士になると志望したからには、事前に剣けん術じゆつなり体術の一つや二つ修めてきただろうな」


　空からになった煙草たばこの箱をくしゃっと握にぎり潰し、それをスーツのポケットに押しこむ教官。


「……双そう剣けんをちょっとだけ」


「なるほど、組み合わせ的にはまずまずか」


　すっと教官が指さしたその方向に──大剣を提さげた若い男性剣けん士しが一人。


　天結宮ソフィアの儀礼衣、正護士の徽き章しようがないところを見ると彼も護士候補生なのだろう。


「入隊して三年目になる候補生だ。剣けん技ぎの基本に関してはおおよそ習得済みといったところだな。最初は厳しいだろうが、腕うで試だめしに挑ちよう戦せんしてみろ」


　幽ゆう幻げん種しゆとの戦せん闘とうを想定した対人戦。護士候補生から正護士、幹部級まで、天結宮ソフィアの隊員であれば例外なく週に一度は行うであろう、最も基本となる訓練の一つだ。


　身みの丈たけほどもある大剣をぴたりと水平に構える剣士。


　──その剣けん先さきが一ミリたりとも揺ゆれていないのは、相当の筋力と平へい衡こう感かん覚かくで姿勢を保っている証しよう拠こ。それだけで相手の技量の深さがうかがえる。


　だがそれだけの熟達者でさえ、天結宮ソフィアでは正護士に届かない。


「イリス、刀身構築お願い」


　機械水晶イリスにうなずき、シェルティスは刀身の存在しない柄つかだけの双剣を構えた。


『銀単子を核かくに固定、刀身素材に高強度のエルニエ銀鋼を選せん択たく。大剣を受けとめる必要性を考慮し、切れ味より強度を最大限に重視して刀身を構築します。破は壊かい限界を八倍に設定──刀身、対人試合用に構築完かん了りようしました』


　機械水晶イリスの遠隔操作プログラムによって、柄の根元から生まれるように構築される銀色の刀身。


　右と左、輝かがやく双剣を逆手にかまえて剣士と向かい合う。


　一秒……二秒……


　一分が経過して、まだ互たがいに動かない。


　大剣使いの代表といえばレオンだが、あの男は大剣のリーチを活いかして猛もう火かのごとく攻せめたててくる。それがこの相手はかたくなに不動。同じ大剣使いでもがらりと性格が異なるのが対人戦の最も難しい点だろう。


　カツッ。


　剣士の足下、つま先が小石を弾く微かすかな響き。──来る！


「はっ！」


　鋭するどい気勢と共に大剣が振ふるわれる。


　大気を裂さき、鋭い風鳴りをともなって翔かける銀閃。


　が、それより前にシェルティスは剣士の懐ふところまで一挙動で飛びこんだ。


　死角に飛びこまれたことを悟り相手の表情が一変。後方に跳ちよう躍やくする剣士。それを追ってシェルティスは前へ跳躍した。


　左の剣で相手の右みぎ肘ひじを強打、さらに右の剣で剣士の左ひだり肩かたを叩たたく。


　数秒に満たない交こう叉さの先に。


　……カランッ。右肘と左肩を打たれ、握あく力りよくを失った剣士の手から大剣がすべり落ちた。


「そこまで──と言う必要もないか」


　煙草をくわえたまま、真正面のユメルダ教官が唇くちびるから白はく煙えんを燻くゆらせる。


「ふむ。相手の足下で小石が跳はねた音を重心移動と読み、間かん髪ぱついれず躊ちゆう躇ちよなく飛びこんだか……危なっかしい判断だが、それを可能にさせる程度に体術の心得は有りと。とぼけた顔に似合わず思いきりの良さは悪くないな」


『そうです、このとぼけた可愛い顔で相手を油断させるのがシェルティスですから』


「まったくだ」


「……あの、二人してなに言ってるの？」


「気にするな。それより新入り、お前の員章を貸せ」


　ちょいちょいとユメルダ教官が手招き。


「え？」


「いいから、ほらさっさと」


「はあ……」


　銀色に塗と装そうされた員章を手て渡わたすと、彼女はそれを穴が空くほどじっと見つめ──


「ふむ。シェルティスか、数年前に同じ名前の双剣士がいた気がするが」


　その一言に、背中から冷たい汗あせが噴ふきだした。


「そ、そうなんですか？」


「……ま、構わんがな」


　意味深な笑みはそのままに。彼女が紺こんスーツの胸ポケットから自らの員章を取りだし、その中央部にある情報チップを二枚の員章同士で重ね合わせる。


　──承認──


「ほら、なくすなよ」


　宙高く員章を放り投げる教官。あわてて受け取ったそれは、青字で刻まれていた自分の名めい称しようが赤字に塗ぬり替かえられていた。


「シェルティス、候補生一級から二級への昇しよう格かくを承認する。『褒ほう賞しようシステム』への申しん請せいも明日あしたから可能になる」


「褒賞システム？」


　三年前には聞かなかった単語だ。


「それは自分で調べるんだな。今は訓練に集中しろ……と言いたいところだが、とりあえず三十分の休きゆう憩けいが隊員規則で決まっている」


「え、あ、あの……っ！」


「私は煙草の替えを買ってくる。話は休憩の後だ」


　背を向けた姿勢で気楽に手を振るユメルダ教官。遠ざかっていくその背中をしばらく眺ながめて──


『とりあえず褒賞システムとやらは後で聞くことにしましょうか』


「……だね。水飲んでこよっか」


　教官に背を向けて、足先の方向を給水場へ。早朝から何時間と人工砂漠を走らされたせいで喉のどがカラカラだ。


『シェルティス、歩きながら聞いてください。お気づきかと思いますが』


「うん」


　押し殺した声の機械水晶イリスへそっと首しゆ肯こうする。


「僕たち見られたね」


　背中に感じる、まとわりつくような人の視線。それも複数。どれだけの数かまではわからないが、特に視線が強まったのは自分と大剣使いの模も擬ぎ試合の時だ。


『あまり気にしすぎてもしょうがないですけどね。ほら念願の給水場です。先に言っておきますが、くれぐれも機械わたしに水をかけないでくださいね』


「わかってるよ────あっ、すごい冷たくて気持ちいい」


『ちょ、ちょっと！　言ったそばからもう水ビショビショ！』


「あ、ごめんごめん」


　噴ふん水すい型の蛇じや口ぐちに手をかざし、火ほ照てった手と顔を冷水にひたす。


　……なんだろう、落ちつかないや。


　両手の平にすくった水をシェルティスはぼんやりと眺めた。


　冷水が身体からだの過か剰じような熱をさらっていく。それと対照的に胸の内には、こびりついて離はなれないざわつきが残っていた。


　先の、周りから感じた無数の視線。


　訓練場で剣を振っていた少女、銃じゆうの手入れを行っていた銃使い、木こ陰かげで休んでいる面々。あらゆる候補生たちの目がこちらに向いていた気がした。


　それもお世辞にも好意的とはいえない、まるで値ね踏ぶみするかのような。


「別にお前だけじゃない」


　──声は、自分のすぐ隣となりの蛇口からだった。


「新入りの候補生は皆みんなああいう目で見られている。引ひき抜ぬきに値するかどうかの選別だ」


　水を含ふくませたタオルを固く絞しぼり、額の汗をそっと拭ぬぐう桜色の髪かみの少女。腕うでまくりした儀ぎ礼れい衣いの裾すそから、白磁のような素す肌はだがのぞいていた。


「君は、朝の……？」


　昨日の入隊式で自分のことをじっと見つめていて、そして今日の朝は道案内をしてくれた候補生だ。まさか向こうから話しかけてくるなんて。


「朝はありがとう、道教えてもらって助かったよ」


「別に。わたしも訓練場に向かうついでだ」


　冷たくはないが決して優しくもない声音。その凛りんとした佇たたずまいさながらに、会話すら切って落とすかのような口ぶりだ。


「あ、あの……一つ聞いていい？」


「なんだ」


「引き抜きってどういう意味」


　タオルで汗を拭う少女の手が、ぴたりと止まった。


「……少しわたしの言い方が軽率だったな」


　苦笑か自じ嘲ちようか、どちらともつかない笑みをうかべる彼女。


「要は自分の部隊への勧かん誘ゆうだ。昇格が褒賞システムの結果で左右される以上、部隊の強化は必ひつ須すだからな」


　褒賞システム。またその単語。幹部級まで行っていた自分が知らない単語であることから、おそらく三年前までは存在しなかった制度のはず。


「昇格って……正護士になるには天結宮ソフィアの任務を遂すい行こうしたり、模擬試合の結果で決まるんじゃないの？」


　一方、彼女は驚おどろいたとでも言いたげにわずかに両目を見開いて。


「どこでその情報を手に入れたのか知らないが、それはもう何年も前の制度だな。ここ数年で護士の昇格制度も大きく変わったから」


「だってさ、イリス知ってた？」


『たったいま天結宮ソフィアの法規文書システムに照会をかけました。どうも、護士候補生たちが正護士に上がるための制度のようです。まずは候補生同士で三人から五人の小部隊を結成するところから始まるようですね』


　ネットワーク上の情報を直接照会しているのだろう、機械水晶イリスの言葉によどみはない。


『部隊を作ったあとは任務の遂行です。天結宮ソフィアの各局──護士たちを管理する護法院をはじめ、環かん境きよう局や機工局などが代表ですね。局それぞれで要人の護衛、危険区域の事前調査、浮ラ遊グ諸ー島ンでの害がい獣じゆう討とう伐ばつなどの依い頼らいがありますので、それを引き受けてこなしていく。任務を遂行することで、塔とう法ほうで定められた褒賞点が依頼の難易度に応じて加算。基準値以上の褒賞点を溜ためることで正護士への挑ちよう戦せん権けんが得られる。……だそうですよ？』


　つまりどれだけ実力があったとしても、褒賞点を溜めなくては護士にはなれない。


　なぜ今になってそんな制度を？


「幽ゆう幻げん種しゆとの戦いにおいて、今後また巫み女この結界が破られた時のことを考えてみろ」


　タオルを首元にあてて涼すずみながら、彼女。


「穢歌の庭エデンから幽幻種が攻せめ入いってきた時、重要になるのは護士たちの連れん携けいだ。もし誰だれかが勝手な行動を起こしたせいで防衛ラインが崩くずれたら、それだけで浮遊大陸は危機におちいりかねない」


「じゃあ、そういう部隊行動の練習をさせるための制度でもあるんだ？」


　部隊という単位で任務を与あたえることで、後々の幽幻種との戦いで必須となるであろう仲間との連携を学んでいく。それができない者は任務に失敗するだろうし、褒賞点を溜められないまま正護士への挑戦権も与えられない。


『なるほど。突とつ出しゆつした実力者でなく、周囲の護士と協力して幽幻種と立ち向かえる者──天結宮ソフィアの求める人材を育はぐくむためには良い昇格システムでしょうね』


「とはいえ、弊へい害がいとして閉へい塞そくした空気を作ってしまったのも事実だ」


　周囲に聞こえないよう声を抑おさえて彼女が嘆たん息そく。


「この制度で部隊の構成は自由だ。あくまで護士候補生のみという条件だが、任務のたびにメンバーを変えてもいいし、固定メンバーでもいい。だが効率的なのは」


『固定メンバーでしょうね。互いに自分の命を預けることになる部隊行動なのですから、ろくに腕も性格も知らない仲より、信しん頼らいできる相手と任務についた方がはるかに良い』


　二の句を継ついだのは機械水晶イリスだった。


　そしてそれはおそらく、誰に聞いても同じ答えが返ってくる。


「……そうだね」


　三年前までは自分も常にレオンと任務についていた記き憶おくがある。互たがいに背を預けられる相方──命がけの任務において、それがどれだけ重要なことか。


「だからこそ護士候補生の多くが数十もの部隊を形成し、優ゆう秀しゆうな隊員を自分の部隊に引きこむことに躍やつ起きになっている。それが現状だ」


　跳ねる飛沫から目をそらし、少女が顔を上げた。


「そっか。だから……あんな監かん視しじみた目で見られてたんだ」


「ま、見られているだけ注目されているというとらえ方もできるがな」


　本気か冗じよう談だんか、感情を押し殺した声音の彼女。


「ただでさえお前は入隊早々、先せん達だつの候補生に試合で勝つなんて派手な振ふる舞まいをしてるんだ。早くも勧誘に動く部隊もあるかもしれないが、任務に向かうメンバーは良く選んだ方がいい」


「あのさ……」


　背中を向ける彼女に、ためらいながらもシェルティスは声をかけた。聞いて良いのかどうかもわからない。けれどこれだけは確かめておきたかった。


「君も入隊式で僕のこと見てたよね。あれも僕を品定めしてたから？」


「まさか」


　返事は、小さな小さな自嘲の笑みだった。


「落ちこぼれのわたしは……お前と違ちがって迎むかえてくれる部隊なんかない。品定めも何もないさ」


　タオルを片手に携たずさえて、その少女は訓練場へと去っていった。





　　　　４





　雲一つない黒の天球──


　その天上を突つきさすように、淡あわい白光の天結宮ソフィアがどこまでも空高く伸のびている。


　昼間のうちに光を溜めた塔の素材が、夜になってその光を放出する。その景観は、さながら塔そのものが一つの照明のようで。


『ほんと夜光灯いらずですね。多少暗いけど、歩くぶんには不自由しないですもの』


「さすがに野外訓練場までは光も届かないみたいだけどね」


　おぼろげに輝かがやく天結宮ソフィアの下で、足下に伸びる自分の影かげを眺めながらシェルティスは夜の舗ほ装そう路ろを歩いていた。


『うーん、夜の散歩ってロマンチック。ただ残念なのは、道を歩くのが男一人という悲しい現実ですね。天結宮ソフィアに戻もどってユミィとか誘さそってきません？』


　突とつ然ぜんに突とつ拍ぴよう子しもないことを言いだす機械水晶イリス。


「夜間訓練に行くだけなのに？」


『ふふふ、さすがのユミィも夜はきっと私服で薄うす着ぎのはずですよ。ユミィのボディがこの二年間でどれだけ強きよう烈れつに発育したか知らないでしょう？　しかもまだ成長中！　ユミィが一ひと肌はだ脱ぬげば、たぶんシェルティス卒そつ倒とうしますよ』


　……ユミィに聞かれたら、イリス握にぎりつぶされてるだろうけどね。


「イリス、もしかして暇ひましてる？」


『あ、ばれました？　実は昼間が退たい屈くつだったので計算領域がテンシヨン無駄高にい余っまているんでまなんですすよよ』


「……そんなところだって思ったよ」


　昼の暑さを残す熱風が音もなく過ぎていく。


　勢いよくはためく上着を抑え、暗い芝しば生ふを先へ先へと進んでいった。


「えっと、こっちの道を左だっけ」


『ええ。今度は私も記録してますから間ま違ちがいないですよ』


　昨日ユミィに教えてもらって、今日の昼間に再び教えてもらった近道。電子マップにも載のっていない藪やぶだらけの道をまっすぐに突っきって──


　さっと視界が広がった。


「……あらためて見ると本当に広いや」


　野外訓練場。


　芝生が覆おおうのは敷しき地ち全体の半分ほど。残りは砂の丘きゆう陵りよう、岩石地帯、荒こう野や。浮遊大陸オービエ・クレアのあらゆる環境フイールドを備えた特とく殊しゆ仕様になっている。雨を防ぐ屋根こそないが、雨の日は雨天時を想定した訓練になるというわけだ。


　そんな敷地が、夜光灯の光の届かぬ暗くら闇やみの向こうまで続いている。


『野外訓練場を使用するのは基本的に護士候補生だけですが、それでも九百人を数えますからね。それだけの人数が剣けんを振ったり銃じゆうを構えたりするんだから、これくらい必要なんだと思います』


「うわ、そんなに増えたんだ。僕の知ってる時はまだ八百人くらいだったけど」


　同時に、護士の増加は穢歌の庭エデンの侵しん攻こうが今なお強く浮遊大陸を脅おびやかしていることの裏返しなのだろう。


『その一方で正護士の定数は三百人を下回ります。正護士の位にたどり着くまでの競争も毎年激化していることを忘れずに』


「……わかってるって。そのために夜こうして来てるんだもん」


　護士の多くは早はや寝ね早はや起おき、いわゆる典型的な健康スタイルである。そのため朝五時には訓練場が早朝訓練の候補生で埋うまるのだが、逆にこうして夜は穴場となる。


『訓練、あの教官のカリキュラムでは足りませんか』


「ううん……ただ、やっぱり剣を振って勘かんを戻したいから」


　早朝言われたとおり、どうやら一年間は基き礎そ的な体力作りらしい。ならば双剣の訓練は、こうした時間外にこなさなくてはならないだろう。レオンの指し摘てきどおりとなると悔くやしい気もするが、やはり勘を取とり戻もどすことは必要だから。


「イリス、刀身構築」


『対幽幻種用に設定を切りかえます。銀単子を核かくに固定。周囲に氷結鏡界の蒼氷を転移、コーティング。破は壊かい限界を七倍に設定』


　刀身のない柄つかから銀の筋が伸び、輝く蒼氷がその細い線を覆うように刀身を形成していく。両りよう刃ばで細身の刀身──自分が最も使いなれた双剣だ。


　……紫むらさき、か。


　その刀身を眺ながめ、シェルティスは濁にごった息いきを胸の奥から吐はきだした。


　闇やみ夜よの中でも煌こう々こうと輝く蒼氷。それが自分の身体からだに宿やどる魔ま笛てきを受けて、徐じよ々じよに強い紫むらさき色いろを帯おびていく。


「イリス、やっぱり変わってない？」


『……残念ながら。あなたが発する魔笛の波長は今も変わりありません』


　魔笛──幽幻種だけが用いる特異の波長。


　その幽幻種固有の力であるはずの魔笛がシェルティスにはあった。いや、魔笛に巣くわれた身体というのが正しいのだろう。とりわけシェルティスの魔笛は一いつ般ぱん人じんには影えい響きようがないが、巫女のように強大な沁力を持つ者とだけ反発しあうという特異なものだ。


　だからこそ、シェルティスは今もユミィと指先すら触ふれることが許されない。


「……穢歌の庭エデンの魔笛か」


　穢歌の庭エデン──浮遊大陸の一万メートル下に存在する、氷結鏡界によって閉ざされた幽幻種の世界。三年前に浮遊大陸から穢歌の庭エデンへと落下したことで、シェルティスは穢歌の庭エデンの魔笛に取とり憑つかれた。それを治すための手段はいまだに不明。


　この魔笛の浄じよう化かは何より望むこと。


　けれどそれと同じくらい、今は護士としての勘を取り戻すことが急務だ。


「……訓練に集中しないと」


　心を静め、剣けん先さきに意識を集中。


　──すっ。


　構えた右の双剣で、足下にできた水たまりを突く。


　そこに波紋は生まれなかった。


　音も波紋もなく剣先が水面を貫つらぬき進んでいく。水面を割るのでなく、弾はじくのでもなく、水面のごく微び細さいな張力ごと粒りゆう子しを切断する超ちよう精せい緻ちの技量。


　が──


『あれれ、あんなところに昼間の女教官が』


　イリスのそんな台詞せりふの直後、剣先がふるえて水たまりに大きな波紋。


『おやシェルティス、だめじゃないですか。剣がふるえて波紋ができちゃってますよ』


　機械水晶イリスがくすくす笑い。


「あっ……イリスのばかっ！　せっかくの集中力が途と切ぎれちゃったじゃない！　教官がこんな時間にいるわけないのに！」


『ふふ、あの教官に対する苦手意識の克こく服ふくはしばらく難しそうですね』


「……反則だ」


　しぶしぶと剣で空を薙なぎ、刀身に付着した水すい滴てきを払はらいおとす。


『ねえねえ、せっかく訓練場貸しきりなんだからもっと派手な訓練ないんですか？　こう、一いち撃げきで地面を割るとか、剣の一ひと振ふりで台風を起──』


「イリス、ちょっと静かに」


『はい？』


「しっ、いいから！」


　双剣を両手に持ったまま、最も寄よりの大樹の陰かげに身をよせた。


　──あれは。


　おぼろげな夜光灯に照らされ、ぼんやりと浮うかびあがる桜色の長ちよう髪はつ。


　流れるような髪かみをうなじの部分で一つに結わえた、凛りんとした雰ふん囲い気きの少女が落ちついた歩調で近づいてくる。


『お、昼間の女の子。護士候補生がこんな時間に訓練場を訪れるとは珍めずらしい』


「……うん」


　こちらに気づいた様子もなく、大樹のすぐ真横を通過していく少女。


　昼間は純白の儀ぎ礼れい衣い、今は白のトレーニングウェアに青のショートパンツという軽装だ。その両手に握られているのは黒金の昆こん。双剣よりやや短い程度の長さの棒身に、側面から特殊な形状の鉤かぎが前方向に伸びている。


『十手──十字昆ロザリオですね、黒金の材質はクロムセラミックでしょう。熱に弱いという弱点を抜ぬきにすれば硬かたくて軽い素材です』


「彼女、珍しい武器を使うんだね」


　特とく徴ちようとしては、武器自体が単純な作りのため習得がたやすいこと。かつ棒術の系けい譜ふながら両手に装備できるため、強固な防ぼう御ぎよを展開できること。剣や鎗、棒といった打だ撃げき系はもちろん、手練てだれの銃使いであろうと防御に徹てつした十字昆ロザリオを崩くずすのは難しい。


　であるにもかかわらず、天結宮ソフィアにおいて扱あつかう者は少ない。


「……アレは攻こう撃げき力りよくが圧あつ倒とう的てきに足りないんだよ」


　少女の持つ武器をシェルティスはじっと凝ぎよう視しした。


　剣のような刃はも正規の昆のような重量もない。対人戦ならともかく、最も重要な幽ゆう幻げん種しゆ戦には圧倒的に不利となる。


「あとは肝かん心じんの彼女の技量次第だけど」


　ひゅっ──


　風を切る鋭するどい音をしたがえて少女が動いた。夜光灯の明かりの下、両手の十字昆ロザリオで虚こ空くうを薙ぎ、払い、穿うがつ。それも寸分のよどみもなく流りゆう麗れいに。


　跳ちよう躍やくし、左の十字昆ロザリオを横一文字に薙いだかと思えば右の十字昆ロザリオが縦に空を斬きる。


　黒く輝く武器を自在に操る少女の姿は、それ自体がまるで舞まいを舞っているかのように。


「綺き麗れいだね」


『あ、シェルティスが見とれてる』


　ううん、そうじゃない──無言で首を横にふり、そして。


「綺麗すぎるのが問題だって言ってるの」


　気づかれない程度に木こ陰かげから位置を移動して、彼女の全身が見える位置へ。


　……やっぱり。


　あらためて彼女の動きを眺め、シェルティスは眉まゆをひそめた。


　彼女の動きはたしかに洗練されている。けれどそれは、まるで十字昆ロザリオの教本に書かれている体術をそのまま再現しただけのようなものだ。


　人も、害がい獣じゆうも、そして幽幻種も。あの動きだけでは捉とらえられない。よしんば攻撃を防ぐことはできても打うち倒たおすにはほど遠い。


　それに、引っかかる。


　攻撃力不足の十字昆ロザリオ、教本に忠実すぎる体たい捌さばき。どれもが幽幻種を倒すには足りない。そんなこと彼女だってわかっていておかしくないのに。


　……ん？


　ふと、見ている前で彼女が唐とう突とつに動きを止めた。左の十字昆ロザリオの柄を右の柄に重ね合わせるようにねじこむ動作で。


　キンッ──弾くような金属音を立てて、彼女の二つの十字昆ロザリオが縦に直結した。


『へえ。二つの短い十字昆ロザリオを直結させて長い昆に。あんなことできましたっけ？』


「たぶん自分用に改造したんだと思う」


　だけどなんのために？


　長さとしては大剣を超こえるほどになったかもしれないが、ああして単に接合させただけでは強度が足りない。昆としても逆に使いづらくなったはず。


「……ふぅ」


　こちらの思おも惑わくをよそに。


　少女が小さく吐息をつき、一つになった昆を無む造ぞう作さに提げる。


　そして──







【Sia Secあの日の夢を、 elis arc……もう一度……Is io mielそうありますように】







　滑なめらかな、一切のよどみなく少女の唇くちびるが紡つむぐ言霊ちからあることば。


　……あれは。


「沁力の開放序詞？」


　沁力。魔笛と真逆の波長を有するとされる、奇き跡せきを顕けん現げんさせる神秘の力だ。しかし会得は容易でなく、それこそ天結宮ソフィアなどの特とく殊しゆ機関で長期間の訓練を要するとされる。


　それを彼女が？




「──祈り、儚く。




　　願うもの、遠く。




　　　実、理を超え。




　　　　思念、一切を忘れ。




　─────────────………………」




　沁力の波動と彼女の詠えい唱しようが重なり、奇き蹟せきが世界に沁しみて顕現していく。


「儀礼鉄鋼より第三の石……降おり臨のぞめ、白銀の結けつ晶しようたちよ」


　それを証明するかのごとく、雪のように淡あわい白光の粒りゆう子しが少女の全身を灯ともし──その光が腕うでを通じて黒金の昆にも伝わっていく。





「巫み女この……　降臨より導き、二の二十二乗の過程をもって世界を結成す」





　瞬しゆん間かん。淡く透うすいものでしかなかった白光が昆に収束し、結晶化した。


　沁力の光が昆の先せん端たんに煌きらめく結晶として生まれ変わり、あたかもそれは白銀の刃をもつ鎗のように。


『降臨系とされる沁力の具現化。なるほど、攻撃力が難点である十字昆ロザリオを選んだのは、沁力の術式で武器を補強できるからでしょうね。沁力を帯びた十字昆ロザリオであれば幽幻種の魔笛を削けずることもできる。これは予想外でした』


　感心しきった口調の機械水晶イリス。


　だが──


「……ありえない」


　少女がやってみせた光景に、シェルティスは無意識のうちに息を呑のんでいた。


　理由は二つ。まず天結宮ソフィアの隊員において、沁力術者は非常に希少な人員だ。沁力を使える護士ならばまず無条件に正護士以上の位になれる。それがなぜ、いまも護士候補生のままなのか。


　そしてもう一つ、何より刮かつ目もくすべきことは。


「イリス、いま彼女がやったのって巫女と同じ発動術式だよね」


『はい。開放序詞、祈り、循じゆん環かん係数、顕現。術式の個人差こそありますが、おおよその手順で一いつ致ちが確認できました』


　護士としての沁力術者はまた別の術式を使う。たとえば沁力を付ふ与よして物体を動かす程度の単純なものは、もっと簡単な手順で発動できる。


　が、巫女の発動術式はそうではない。奇蹟と神秘の象しよう徴ちようである巫女の術式はより複雑で高度な儀礼手順を踏ふんでいる。


　特に最初の一小節分ワンフレーズ。


　巫女言語によって綴つづられた開放序詞は、巫女以外には決して理解しえないものだ。ならば彼女は間ま違ちがいなく、天結宮ソフィアで巫女として修行した経験を持っているはず。


「天結宮ソフィアの隊員になるなら巫女見習いとして入るのが普ふ通つう……だって巫女見習いの階級は正護士と同じだよ？　なのに階級を落としてまで護士候補生で？」


『もし必要とあれば彼女の経歴も調べられますが。天結宮ソフィアの中央コンピュータから履り歴れきを漁あさってきましょうか？』


「……ううん、それはいいや」


　機械水晶イリスの返答にシェルティスは言葉をにごした。気になることは確かだけれど、それは彼女の問題であって自分が簡単に触ふれていいものじゃない。


『それなら直接聞きます？　ほら、ちょうどいま出て行けば二人っきりですよ』


「それも今度。僕は僕の訓練に集中しないと」


　双そう剣けんを握にぎりしめ、シェルティスは微び笑しようとともに首を横にふった。足音に気をつけながら、彼女から遠ざかる方へと歩きだす。


『おや、なんだか嬉うれしそう』


「うん」


　背後で聞こえる少女の気勢。そして昆が風をきる鋭いうなり声。


　一つだけわかったことがある。


　彼女が沁力術者だとか巫女の修行をしていたらしい過去があるとか、そんなことじゃなくて、もっと単純で大切なこと──


「こんな夜中に一人で訓練しようなんて変わり者、僕やレオンだけじゃないんだなって」


　くすっと笑みを忍しのばせて、シェルティスは夜空を見上げた。


「彼女、きっとすごい努力家なんだと思う。イリスもそう思うでしょ？」


『……それはそう思いますが、同じような仲間を見つけて嬉しがるなんてホント単純』




　第二章　『孤こ立りつ』
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『朝ですよー』


「ふぇ？」


『ほらシェルティス寝ねぼけてないで、早く起きないと大音量鳴らして鼓こ膜まく破は壊かいしますよ』


「朝から危険な脅おどしを……」


　眠ねむ気けの残るまぶたをこすり、もそもそとベッドから起き上がった。


　暗い室内、おぼろげな陰いん影えいだけを頼りに進み、窓につり下がっているカーテンに手をかける。


「……なんだ、まだ外真っ暗じゃん」


『五時前です。早朝訓練するからって言ったのシェルティスじゃないですか。昨夜かなり遅おそくまで剣けん振ふりまくってましたからね、疲ひ労ろうが残ってるとか？』


「……頑がん張ばる」


『辛つらいなら寝ててもいいんですよ？　九時の全体朝礼までには起こしてあげます』


「ゆ、誘ゆう惑わくには負けないから！」


『ふふっ。そういう真ま面じ目めなところが可愛いですよね』


　……またそうやってからかう。


　楽しげに点てん滅めつする機械水晶イリスを横目に、クローゼットから白のインナーシャツと黒のショートジャケットを取りだした。


『そういえばシェルティスの黒の上着、天結宮ソフィアの旧式儀ぎ礼れい衣いに似てますね』


「似てるんじゃなくて旧式儀礼衣だよ。三年前まで使ってたのを仕立て直してジャケットにしたの」


　レオンのロングコートを代表に、最新の儀礼衣は白で統一されている。幽ゆう幻げん種しゆの魔ま笛てきが濃こ紫むらさき色いろのため、魔笛が付着した時に一目でわかるからという理由でだ。


　そんななか、シェルティスは今も一人だけ黒の上着を着用していた。


『服、白の儀礼衣にって言われないんですか？』


「護士候補生のあいだは正式な隊員じゃないし、あくまで推すい奨しようされるだけだよ。もちろん儀礼衣の方が良いんだろうけどね」


　白の儀礼衣を推奨されるが強制ではない。候補生のうちは幽幻種と戦う重要任務も任されないからだ。


『でも周りが白なら合わせた方がいいんじゃないですか？　特に入宮したてのうちは』


「僕の場合は白がまずいんだよ。魔笛を浴びた時に白い服だと一目でわかるでしょ。もしそれを誰だれかに見られたりしたら──」


　穢歌の庭エデンに落下した時に、シェルティスは強力な魔笛をその身に宿した。


　人の沁力と反発する代だい償しように得た特性──それが、幽幻種の魔笛を自らの魔笛でもって無効化させるというものだ。


『あ、なるほど。普通の護士が魔笛を浴びたら命に関わるけど、シェルティスなら平気ですものね。魔笛を浴びて無傷だなんていったら周囲に怪あやしまれるだけですし。魔笛を浴びても浴びてないと言いはるには、濃紫色の魔笛が目立たない黒の上着の方が都合がいいというわけですか』


「……まあ、なんだか自じ虐ぎやく的てきな理由っぽいけどさ」


　周りが純白の儀礼衣のなかで一人だけ黒の旧式儀礼衣。目立つことはわかってるし、奇き異いの視線で見られることも承知の上だ。事実、前日の記念撮さつ影えいの時には周りの候補生から避さけるような視線で見られていた。


「なんか……孤立っていうと大げさになっちゃうけど、今はそんな雰ふん囲い気きにも耐たえなくちゃいけないのかなって」


『はい。その上で用心すべきは三年前のあなたを知る面々でしょうね。錬護士、つまり隊長や幹部級の護士ですが、彼らの多くは今も護士として現役です』


　穢歌の庭エデンに落下するまで、シェルティスも幹部級の護士として多くの護士と部隊を組んできた。彼らと顔を合わせれば自分だと気づかれる可能性は高い。


『とはいえ候補生でいる間はひとまず安心です。候補生が正護士と共に部隊を組むことは稀まれですし、正護士以上は訓練場も天結宮ソフィアの塔とう内ないですから』


「……用心はしておくよ」


　穢歌の庭エデンに落下したこと。魔笛を帯びた自分の身体からだ。三年ぶりの再入宮。


　どれ一つとして周りには明かせない。知っているのは、天結宮ソフィアの中ではユミィやレオンを含ふくめ一ひと握にぎりの知り合いだけだ。


『ふむふむ。ところで話を蒸し返しますが、やはりあなたには黒の上着ジヤケツトが似合いますね。真っ白い儀礼衣の綺き麗れいなシェルティスなんて見たくないです』


「後半は余計ですよーだ」


　機械水晶イリスのつながったペンダントを首に通して、準備完かん了りよう。


「よし、ここでのんびり話しててもしょうがない。朝の訓練いこっか」


『朝食は？』


「野外訓練場に食堂があるんだ。前からそこ使ってたから」


　機械扉とびらが自動で施せ錠じようされるのを確かめて、シェルティスは自分の部屋を後にした。


　早朝の薄うす暗ぐらい通路。


　広い通路をわたって十字路を折れ、中央に位置するメイン昇降機エレベータへ。


　──と。


　十字路を折れたのとほぼ同時、目指す方向から大勢の靴くつ音おととざわめきが。


「あれ。どうしたんだろうね」


　昇降機エレベータをちょうど取り囲むように何十人という人ひと集だかり。それも全員が白の儀礼衣を着た候補生たちらしい。よくよく見れば、誰もがその手に小さな色つきのカード。


　彼らが並ぶ先には机と椅い子すが何列にもなって並べられ、そこに座っている受付員らしき男女も護士候補生たちだ。


「なんだろ、何かの受付？」


『さあ。とりあえず様子がわかるところまで移動してみませんか』


　人集りの層が薄うすいところまで回りこみ、その先を覗きこんで──





「はーい、並んで並んで！　今なら全員に入隊カード進しん呈てい中！　部隊の名前と功績入り。裏が入隊用紙にもなってるから、サインしたら護法院の受付に提出してくれ」


「あ、そこの通路歩く女の子。あなたも一昨日おとといの新入りの候補生よね。はいこれ、わたしたちの部隊の入隊カード。うちは全員女だから入隊も気が楽よ。いつも屋外訓練場の第八区域にいるから、興味があれば見学に来てね！」





　早朝訓練に向かう護士候補生たちと、そんな彼らを呼び止める護士候補生たち。


　机を挟はさんで昇降機エレベータ側にいるのが呼びこむ側。机に向かって一列に並んでいるのが、一昨日シェルティスと一いつ緒しよに記念撮影をしたばかりの新入りたちだ。


「勧かん誘ゆう？」


『どうでしょうね。周りを歩いてる護士候補生たちに片かたっ端ぱしから入隊カードとかいうのを渡わたしてるから、勧誘というより広告とか宣伝かも』


「ますますわからないや。ひょっとしてあのカード貰もらってみればわかるかな」


　不規則に点滅するイリスと共に首をかしげて──


「あれ、シェルティス知らないの。部隊への参加案内って言ってたよ」


「へ？」


　人集りの中から、オレンジ色の髪かみをしたツナギ姿の少女と、あどけない笑顔をした黒くろ髪かみの幼女がひょっこりと姿を現した。


「シェル兄おはよー」


「おはよシェルティス、早く並ばないと入隊カードなくなるよ」


「……エリエもユトも何してるの？」


　人集りから歩いてくる二人の手には、既すでに色とりどりのカードが十何枚も。


「なにって、だから今言ったとおりよ。みんな自分の部隊に新しいメンバーをって募ぼ集しゆうに来てるのと、その案内を聞きに来てる人たち。ほら、あたしもこんなにカードもらっちゃった。裏が入隊用紙になってるんだね」


　扇おうぎのようにずらりとカードを広げるエリエ。紙の色だけで赤、青、緑に黄色。カードの文字も一枚一枚手書きしたものから大量印刷したものまで千差万別だ。


『昨日の、桜色した髪の彼女が言ってた件ですね。新入りを部隊に勧誘するという』


　……あの件か。


　一昨日に新しい護士候補生たちが入隊して、今日はその二日後だ。入隊カードの配布程度とはいえ、こんなに早く動きだすとは思わなかった。


「それでエリエは何してたの？」


「ん？　いやー、ユトが早くに起きちゃってさ、遊びたいって言ったからシェルティスの部屋行こうとしてここ来たら、昇降機エレベータ降りた途と端たんこんな感じの人集りなわけ。で、何かなーって思ったらあれよあれよと言う間に並ばされて、入隊カードも渡されて、今にいたる的な感じ？　ほら、あたし落とし物の員章持ってたから、それであたしも候補生だって思われちゃったらしくてさ。──ちょうどあんな感じで」


　エリエが指さすのは、昇降機エレベータの真正面からわずかに離はなれた通路の先だった。


　自分と同じく状じよう況きようが呑のみこめてない新入りの隊員たちを取り囲む複数の先せん輩ぱい候補生。


「いやー、おはよう。一昨日の新入りの隊員ですね。例の件頼たのんだから！」


「……はい？」


「昨日の訓練模様、初日からユメルダ教官の訓練についていく体力は素晴らしかった。是ぜ非ひうちに来たまえ」


「……あ、は、はあ」


「いい返事期待してるわよ」


「……はい」


　戸と惑まどう新入り候補生たちの手を一方的に握にぎりしめ、また別の獲え物ものめがけて去っていく隊員たち。後には、呆ぼう然ぜんと立ちつくす新入りの候補生だけが残されていた。


「とまああんな感じね」


　肩かたをすくめてエリエが苦笑。


「──で、これが勧誘に来た部隊の名前とメンバー、あと勧誘文句というか勧誘理由？　あたし要らないからシェルティスに全部あげる」


　何十枚とあるメッセージを両手に広げ、それをまとめて押しつけられた。


「これ、全部読むの？」


「それはお任せ。でも『ぜひうちの部隊に』っていう、大体がそんなのばっかりだよ」


「だと思った」


「こんなのもあるよ。『昨日、あなたが教官に罵ば倒とうされながら、それでも涙なみだをこらえて訓練場を走り続ける姿に胸がきゅんと痛みました。あなたの走る姿を思うだけで胸が苦しくなるんです。ぜひわたしの部隊に入ってください！』……うん、おすすめ」


『まさにシェルティスにぴったりですね』


「イリスまで言う!?　ていうかおかしいってそれ！　確かに昨日はみんな教官に怒ど鳴なられながら訓練してたけど、ドキドキする場面ないじゃん!?」


「ま、冗じよう談だんはさておきさ。シェルティスはどうする気なの？」


　エリ姉、ユトひまだよぉ──退たい屈くつそうに口をとがらせるユトの頭を撫なでてやりつつ、エリエが楽しげな瞳ひとみで見上げてきた。


「どうって」


「さっきの人たちね、あたしのこと候補生だって勘かん違ちがいしてたから色々教えてくれたの。で、あたしも昇しよう格かく制度の状況少しは摑つかめたってわけ。今の昇格制度は任務をこなさないと褒ほう賞しよう点てんが溜たまらなくて、その任務は三人以上の部隊を作っての団体申しん請せい。シェルティスだってどこかの部隊で点稼かせがないといけないんでしょ？」


「それは、そうだけど……」


「じゃあはい、貰ったカードはとりあえず目を通した方がいいよ」


　分厚いカードの束をクリップで留めるエリエ。


「んじゃとりあえずあたしはここらで。ユト、行くよー」


「はーい」


　手をつないで走りだそうとする二人。


「あれ？　どこ行くの？　遊びたいからわざわざ来たんじゃ」


「シェルティスはそのカード見てていいよ。あたしらは59階の機工局航空課。ユトがね、なんだか面白い話がありそうだって」


　天結宮ソフィアの38階から241階までは、天結宮ソフィアの維い持じ管理を行う塔とう制せい局きよくや機工局などの各局フロアになっている。立入禁止というわけではないが、エリエのような一いつ般ぱん人じんが入ったところで楽しいフロアではないはずなのに。


「……なにが面白い話なのかよくわからないけど、職員さんに迷めい惑わくかけないようにね」


　はーい。元気な声を上げて駆かけていく二人。


　そんな二人を見送って──


『すいません。突とつ然ぜんに話を変えるようですが』


　機械水晶イリスにしては珍めずらしく押し殺すような小さな声で。


『さっきから変ですよ。周りの候補生たちは並んでなくても声かけられてカード渡されてるのに、シェルティスだけは全く声がかからないなんて』


「……うん」


　それはシェルティスも薄うす々うす感じていたことだ。


　エリエとユトがいる時からそんな予感はあった。自分のまわりだけ勧誘役の候補生たちが寄ってこないのだ。ぽっかりと空いた人と人の隙すき間ま。目が合いそうになると慌あわてて逸そらされる。まるで腫はれ物ものに触さわるかのような視線とともに。


『敬遠されているようですね』


　ぽつりと機械水晶イリスがこぼす。


『白の儀ぎ礼れい衣いが支給されてるにもかかわらずそれを着ようとしない候補生。入隊したてながら先達の候補生との手合わせにも勝利してしまったこともありますし……どうやら優ゆう秀しゆうとしてではなく、得体が知れない候補生という方向に認識されてしまったようですね』


「……仕方ないよ」


　自じ嘲ちようか苦笑か、自分でもわからないあやふやな笑みを浮うかべたままシェルティスは歩きだした。人集りを大きく迂う回かいして、混雑する昇降機エレベータを避さけて非常階段へ。


『そうですか』


「うん、だって……そういう人たちの気持ちもわかるから」


　天結宮ソフィアから追放された時に味わった、もどかしいまでの孤こ立りつ感かん。


　あの時と似ている。


「本当は僕だって白の儀礼衣着て、普ふ通つうに会話に入っていけたらいいんだけどね」


『そうですね、でも今は天結宮ソフィアの上層部を刺し激げきするのは控ひかえた方が賢けん明めいです』


　自分が再入宮できたのはユミィやレオンをはじめ、天結宮ソフィアの最上級位である巫み女こと千年獅の五人分の署名があったからだ。


　通常、巫女と千年獅の署名はたった一つで絶対級の効力を発揮する。


　だがシェルティスの再入宮には署名五つを要した。つまり、そこまでしないと再入宮が許されないほど反対勢力もまた強かったに違ちがいない。


『とにかくあなたの正体は頑がんとして隠かくし通すべきです。白の儀礼衣でなく黒の上着ジヤケツトを着る理由を問われても突つっぱねる。たとえそのせいで風当たりが強まったり怪あやしまれたとしても──自分が穢歌の庭エデンに堕おちたことも、魔ま笛てきを宿していることも周りに知られてはいけないと思います』


「……そうだね」


　二年前、自分を天結宮ソフィアから追放するという決定を下したのは天結宮ソフィアの各局上層部だった。直接的な接せつ触しよくはまだないが、彼らからすれば自分の再入宮を良いとは思っていまい。


『天結宮ソフィアの上層部、特に局長級は社会的秩ちつ序じよを重んじます。魔笛を宿した人間が再入宮したという事実が明るみに出れば、天結宮ソフィア内部はもちろん社会的にも大おお騒さわぎになる』


「わかってる。周りから怪しまれても自分のことは話さないから」


　周りに自分の秘密を話して混乱を巻き起こせば、責任を取るという名目で今度こそ永久追放されてしまうに違いない。


『そう。そしてシェルティスは部隊選びですね。できれば少人数の部隊を推すい奨しようします』


「頑がん張ばって探すけど見つかるかな」


　桜色の髪をした少女から聞いた、昇しよう進しん制度の概がい要よう。


　それが良いのか悪いのかはわからない。ただ、わずか二年の空白期間の間に自分の知らない変化があって、その波に取り残されてしまったことだけは肌はだで感じる。


「僕の知ってる時と本当に変わっちゃったんだね」


『ええ、けれど今日からさっそくですよ』


　今日の午後、二級昇格済みの候補生で希望者を募つのっての集団戦が予定されている。もちろん昨日二級に昇格した自分も対象者だ。


『集団戦ですし、現在の部隊の様子もわかるかもしれませんね。シェルティスも空いてる部隊に仮参加させてもらうということで』


　まずは、実戦環かん境きようでどんな部隊があるのかを確かめたい。


「とにかく、どんな状況かは今日わかるよ」


　エリエに押しつけられたメッセージカードの部隊名を眺ながめ、シェルティスは自分に言い聞かせるように呟つぶやいた。
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　天結宮ソフィア287階。


「…………レオン、あのね」


　ためらいがちな少女の声に、レオンは堅かたく閉じていた両目を開けた。


　穏おだやかな橙だいだい色いろの絨じゆう毯たんが敷しかれ、天てん井じようには美しいガラス細工を施ほどこしたシャンデリア。振ふり向むいた先には綺き麗れいに整せい頓とんされた本ほん棚だなとテーブル。その奥には間取りの広い家庭的なキッチンまで。部屋全体の広さは四人家族が優に暮らせるほどだろう。


　レオンの護衛する巫女の部屋。


「…………ごめんなさい。瞑めい想そう、邪じや魔ましちゃって」


「気にするな、それよりどうした」


　萎い縮しゆくしたように頭を下げる少女。


　春の蕾つぼみと書いて春蕾シユンレイ──レオンが専属護衛パートナーを務める巫女だ。


　黒くろ髪かみ黒目、十七という実じつ齢れいより一、二歳は幼く見える小こ柄がらで華きや奢しやな容姿。紅白の糸で編んだ織物に、胸元には紫むらさきの帯という一風変わった法衣の巫女である。


「…………サラ様からの任務、もう期限」


「あの任務か」


　皇おう姫ひサラ。天結宮ソフィアの最上位であり、浮ふ遊ゆう大陸で最も強大な沁力を持つ女性だ。


　五人の巫女をしたがえ、『楽園』と呼ばれる塔の最上階で一年のほぼ全てを過ごす女性だ。いまも『楽園』で氷結鏡界の祈いのりに専念しているはず。


　その皇姫が先月の休息期間に入った時、レオンはある任務を受けていた。


　千年獅にしか任せられない、とある事情が絡からんだ任務。


「…………『機密保持のため部隊編成は最小限に。千年獅レオンに加え、一人。多くてもあと二人を限度とします。信しん頼らいできる者を』……どうしよう」


「任務より部隊構成の方が頭を使うな」


　任務内容から幹部級も隊長級も使えない。同行させるなら天結宮ソフィアにおいて地位のない者。それも口が堅いと信頼できて、かつ実力も備わっているような。


「…………レオンは心当たりいる？」


「まあ一人だけだろうな。そんな無茶な条件に合う奴やつは」
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「昨夜の訓練終しゆう了りよう時にも言ったが、本日十五時より二人一組ツーマンセルの集団戦をおこなう」


　野外訓練場にて、教官の怒ど号ごうめいた声がこだました。


「各自それまでに組む相手を決め、第一休きゆう憩けい所じよに設置された電子名めい簿ぼに申請しろ。それを終えた者から十五時までの休憩とする」




[image: ]


　……二人一組ツーマンセルか。


　集まった百人以上の候補生たちをシェルティスは見回した。


『予想が外れましたね。てっきりもっと大規模な集団戦かと思いましたが』


「そうだね」


　たとえば三人一組や四人一組だったなら、周りの隊員も普ふ段だんの部隊メンバーで組むだろうとシェルティスは踏ふんでいた。そんな各部隊の様子を見ながら自分に合った部隊を探す──当初の案はこれですっかり水みずの泡あわだ。


「以上、解散！」


　教官が背を向けた直後、その場に集っていた候補生たちが一いつ斉せいに散らばっていく。


『これは難問ですね』


　機械水晶イリスの言葉に、あらためて周囲へと振りかえった。


　規則正しい足音を響ひびかせて散っていく候補生たち。全員が二級昇しよう格かく者しや、つまり褒ほう賞しようシステムへの申しん請せいが認められた者たちだが、昨日二級に昇進したばかりのシェルティスに顔見知りはいない。


　この百人以上という候補生。初老の男性から少女までが混在する中で誰だれが武術に長たけ、誰が知略に長けているのか。扱あつかう武器は、癖くせは、性格は？


　いったい誰と組めばいいのか見当もつかない。


『シェルティス、あっちを見てください。なんだか様子がおかしいです』


「どうしたの？」


『ほら周りの人たち。四方に散らばっているように見えますが、みんな最終的には北側の歩道に向かってます。それも二人で一組を形成して』


「────え」


　機械水晶イリスの言葉に、あわてて周囲の候補生たちを凝ぎよう視しした。


　つい数分前まで四方に散らばっていたはずの候補生たち、今はその誰もが二人一組ツーマンセルを形成して北側の歩道に向かっている。その方角は第一休憩所、すなわち申請用の電子名簿が設置された場所だ。


　……そんな、さっきまで組を結成するための会話一つなかったのに。


『四方に散らばったのは、自分たちが所属する部隊同士で一度連れん絡らくを取り合うためだったようですね。部隊同士で集まり、その中で二人一組ツーマンセルを形成。三人や五人の奇き数すう部隊については、おそらく友好関係にある部隊間でメンバーをやりとりしているものと』


　まずい。


　とにかく相方を探さないと、集団戦で勝つ負ける以前の問題だ。


「……そっか」


　唇くちびるを嚙かみしめて、ユミィから伝えられたレオンの言葉を思いだした。


　護士候補生の中での立ち位置に気をつけろ。さもなくば孤立する。


　昔の感覚だと行き詰まる。


　今、目の前で起こっていることがまさにそれなのだ。どれだけ優秀な候補生だろうと、部隊に所属しなければ昇格はおろか訓練にすら参加できない。


　……まさかここまでだったなんて。


　部隊を組まなければ日々の訓練相手すら見つからない。たしかに、今までの自分の感覚にはなかったものだ。


『とはいえ、全員が全員うまく顔見知りと組めるわけはありません。空いてる候補生に声をかけて組んでもらえる人を探さないと』


「うん。──あ、そこの鎗使いの人。よければ僕と組んで…………」


　前を歩いていた一人の重鎗士に向けて手を伸のばすも。


「…………」


　ちらりとこちらを見るなり、露ろ骨こつにつま先の方向を変えて背を向ける重鎗士。


　声が聞こえていないはずがないのに。


「あ、あれ？　待っ…………」


　背中に声をかけたところで振ふり向きもしない。


　そのすぐ後ろを歩いていた女性の弓使いも同じだ。こちらが声をかけるより先に、視線すら合わせまいというように顔を背けて遠ざかっていく。


『やはり朝と同様に敬遠されてますね』


「……組んでくれる人、探そっか」


　片かたっ端ぱしから声をかけて、けれど誰もまともに振り向きもしない。まるで水中で水を摑つかんだ感かん触しよくのように、何度話しかけてもするりと抜ぬけられてしまう。


　どれだけそんなことをくり返していただろう。





　気づけば、とり残されていたのはシェルティス一人だけだった。





『もう、予定の十五時まで時間がありません』


　聞き慣れた機械水晶イリスの声すら、まるで死し刑けい宣告のように重々しく聞こえてしまう。


「わかってる、でもどうしよっか」


　洩もれそうになる溜息をこらえてシェルティスはふっと肩かたをすくめた。


　早朝の昇降機エレベータ前の件でも感じていたが、今この場でそれは確信に変わった。


　明らかに他の候補生から敬遠されている──一人だけ黒の上着ジヤケツトを着た、経けい緯い不明の異質な候補生。二日目の対人戦で勝利してしまったことも、本来なら実力アピールになるはずが逆に不信感をかってしまったらしい。


「まいったな……」


　これが今だけの話ならいい。けれど、これはきっと明日あしたからも続く光景に違ちがいない。


　護士候補生として誰より強い目的意識をもっていたとしても、他人より実力が優れていたとしても、それとまるで異なる部分で孤立してしまう無力感。


『あとはもう、教官に頼たよって誰かを推すい薦せんしてもらうくらいしか』


「それじゃだめだよ。結局明日からの訓練には何の解決も………………あっ！」


　言い終わる前に、視界の端はしに入った人物めがけて全力で駆かけだした。


『ちょ、ちょっとシェルティス！　どこに行くんですか！』


　答える余よ裕ゆうもなく、ただひたすらに訓練場の砂地を疾しつ走そうする。視界の端で小さな点でしかなかった輪りん郭かくが徐じよ々じよに明確になっていき──


「お前は……？」


　こちらに気づいて顔を上げる少女。


「あ、あのさ！　君はまだ空いてる？　誰とも組んでない？」


「わたしか？」


　十字昆ロザリオを片手に、桜色の髪かみをした少女がきょとんと目を見開いた。


「ここにいるってことは集団戦の参加者だよね」


「そうだが……まさかお前も空いてるのか」


「うん。だってほとんどの人が部隊同士で組んじゃってるんだもん」


　その一言に、初めて少女が表情をくずした。何か珍めずらしいものでも見たかのような、本当に微かすかな苦く笑しよう。


「意外だな。もうとっくにどこかの優ゆう秀しゆうな部隊に引き抜かれたと思ってたから」


「……逆だよ」


「逆？」


　口元の笑みが消え、再び彼女の表情がけわしくなる。そんな少女に向かって自分を示すつもりで両手を広げた。


「僕は……ほら、周りが白の儀ぎ礼れい衣いなのに黒の上着ジヤケツトなんか着ちゃってるし。それに昨日も候補生の人と手合わせしたり、そんなことしておきながら他の人との会話にもほとんど参加してないし……不ふ審しんに思われたみたいで、誰に声かけても断られちゃって」


「当然だろうな。模も擬ぎの二人一組ツーマンセル戦だって立派な演習だ。互たがいに信頼できる相手と組まなかったら自分が危険に立たされる」


　そう。


　いま彼女が口にしたことを、さっきの重鎗士と弓使いの二人も思ったに違いない。


「……やっぱりそうだよね。僕みたいな浮ういてる候補生」


　唯ゆい一いつ言葉をかわし、近しいと思えた彼女。そんな彼女すらそう思っているのだ、他の候補生で組んでくれる相手など見つかるわけもない。


　……今回の二人一組戦は厳しいかもな。


「ごめんね邪じや魔ましちゃって」


「おい、どこへ行く」


「教官のところ。組んでくれる相手がいませんでしたって報告して、適当に一人で訓練してくるよ」


「わたしのところに来たのは、わたしに声をかけるためじゃないのか？」


「そうだけど、だって……」


　話を最後まで聞け──そうとでも言いたげに彼女が嘆たん息そく。


「いつ、わたしがお前の誘さそいを断った？」


「え」


　彼女の方はといえば、どこか恥はずかしそうにそっぽを向いて。


「前に言ったはずだ。わたしは落ちこぼれだから組んでくれる相手がいないって……わたしだって相手がいなくて困ってたんだ」


「ほ、本当!?　本当にいいの！」


「だがわたしでいいのか？　少ないとは思うが残っている候補生もまだいるはず。戦力で考えるなら、わたしなんかより別の候補生を選んだ方がいいと思うけれど」


「そ、そんなことないよ！」


　怪け訝げんな顔つきの彼女に対し、シェルティスは大きく首を横にふった。


「僕が話したことあるの君だけだし、組んでくれそうなのも君しかいないから」


「わたしは……別に」


「それなら是ぜ非ひお願い！　あ、僕はシェルティス。名前教えてもらってもいい？」


「……モニカだ。モニカ・イスペラント」


　憮ぶ然ぜんとしながらも、どこか照れくさそうに彼女は自分の名を教えてくれた。





「参加者九十八名、計四十九組。募ぼ集しゆう時より多少減ったが、まあ私としては進行が楽になったので歓かん迎げいすべきか」


　糸のように細い煙草たばこを弄いじる手を止め、スーツ姿の女性教官が声を張り上げた。


「先に言ったように、貴様らが行うのは二人一組ツーマンセルの集団戦だ。組み合わせは私が適当に決めて各自の員章に送信しておいたので、確認して対戦場所へと向かうこと」


『だそうですよ。ほらシェルティス早く早く、員章見せてくださいってば。早くしないと強制的に侵入ハツキングして見ちゃいますよ』


「あーもう、急せかさないでってば」


　天結宮ソフィアの員章は身分証明書と通信機を兼かねそなえたものだ。部屋の解かい錠じよう・施せ錠じようのほか、簡易な電メ子ー文ルによる指令受信の機能もついている。


「あれ、おかしいな」


　カードの裏に付属された画面から該がい当とう情報が検けん索さくできない。


　故障か、あるいは教官側の手て違ちがいか。


「わたしのも同じだな。わたしたちの対戦は記き載さいがない」


　カードの電子画面を操作する手を止めて、神しん妙みような顔つきでうなずくモニカ。


　参加者が四十九組。二組で一試合だから四十八組で二十四試合作れて一組が余ることになる。申しん請せいも遅おそかったし、自分たちの組が余り組になった可能性は考えられるが。


「お、いたいた。シェルティスと、あとモニカか。お前ら何のんびりしてる」


　周囲の候補生をかきわけて近づいてくる女性教官。


「のんびりっていうか、僕らの対戦の登録がなさそうだったから……」


「お前たちの相手は向こうだ。私の方で選んでおいたと言ったろ」


　灰色の煙けむりを燻くゆらせて、指の間に挟はさんだ煙草をすっと向ける方角に──半はん透とう明めいの強化ガラスで構成されたドーム。観戦者を要するような大試合に用いられる空間だ。


「あそこ？」


「ああ、いま対戦者あいつらがウォーミングアップで使っているが、そろそろ終わるだろ」


　ガラスの壁かべごしに透すけて見える、ドームの内部にたちこめる砂すな煙けむり。


　──あれは。


　黄土色と褐かつ色しよくが混じりあう砂煙の中、時折のぞく鈍にび色いろの輝かがやき。そしてドームの壁を穿うがつように乱反射する無数の鉛なまり色いろ。


「終わったらしいな、あいつらが今回のお前たちの相手だ。おいジン、イーシャ！」


　新しい煙草に火を灯す教官。


　ドームに立ちこめる砂煙が少しずつ晴れていく。次第に明めい瞭りようになるその先に、二つの人ひと影かげが見えた。


　鈍にび色いろの巨きよ大だいな金属球を周囲に浮ふ遊ゆうさせる──金色の長ちよう髪はつを二つに結わえた小こ柄がらな少女。


　両手に重厚な単式銃ハンドガンを構えた──長身禿とく頭とうの男性双銃士。


　どちらも天結宮ソフィアの儀礼衣を着こなした隊員。だが、周囲に点在する他の候補生とは明らかに異質の空気をまとっている。


「あっちのハーフコートを着た双銃士の男がジン、その隣となりに立ってるスカート姿の女の方がイーシャだ。待たせてるからさっさとドームに入れ」


「教官、これは……どういうことですか」


　低く呟つぶやくような声でモニカが教官へと振ふりかえる。彼女が直前まで見つめていたのは二人の左ひだり肩かたにほどこされた徽き章しようだった。


　正護士の徽章。


「あの人にん形ぎよう遣つかいと双銃士、見覚えがある。どちらもれっきとした正護士のはず」


　モニカの言葉に、シェルティスは視線を再びドームへと向けた。


　左肩の徽章にではない。彼らが放つ威圧プレツシャーそのものが、彼らが天結宮ソフィアの正隊員である何よりの証あかし。


「怖おじ気けづいたか？」


「そ、そんなことは……！　だけどこれはあまりに戦力差が」


「いいよ、やろう」


　ぽんとモニカの肩をたたき、シェルティスはドームへとつま先を向けた。


「だいじょうぶ。モニカを誘ったのは僕の方だし、何とかするから」


「なっ……勝機があるのか？」


「まるっきりゼロじゃないとは思う。それに正護士やそれ以上を目指すなら、いつかは目の前の人たちに追いつかなくちゃいけない。そうでしょ？」


　塔とうの最上位たる千年獅を目指すのならば。


　今は泣き言さえも許されない。そう覚かく悟ごして塔に戻もどってきたのだから。


「そう、まずはぶつかってこい。勝つも負けるもその後だ」


　楽しげに告げる教官の声を背中に受けてガラス製のドームへ。


　ドームの直径はおよそ三十メートルほどだろう。内部は砂地に岩がん盤ばんが突つきだした山さん岳がく地帯を想定した環かん境きようになっている。


「あと三分ほどで号ごう砲ほうが鳴る。それと同時に試合開始だ」


　天てん井じように取りつけられた拡声器から響ひびく教官の声。


　……さてどうしよう。


　相手となる正護士二人との距きよ離り、今は優に二十メートル以上。向こうもこちらを見て何か言葉を交わしているが、さすがに内容までは聞き取れない。


「モニカの武器はその十字昆ロザリオ？　ほかに何か遠えん距きよ離り用の武器は使える？」


「あいにくコレだけだ。お前も双そう剣けん以外には？」


「僕もこれだけ」


『二人とも近接戦せん闘とう型なのに対し、向こうの双銃士は厄やつ介かいですね。小回りがきく上に、正護士であれば五十メートル離はなれた桜桃サクランボを正確に撃うち落とすくらい平気でやってきます。このドーム内ではどこに逃にげても無む駄だでしょうね』


　だからこそ接近戦に持ちこむ必要があるのだが、それを阻はばむ相手がいる。


　沁力術士型正護士『人形遣い』──双銃士の隣に控ひかえる少女だ。


　巫み女こや巫女見習いと違ちがう戦闘特化型の術式により、体術でなく沁力を駆く使しする護士。その代表的な型の一つに人形遣いがある。


「わかってると思うが、人形遣いは自分の沁力を物体に付ふ与よし、それを自在に遠えん隔かく操作する戦闘型式だ。外見がああ小柄でも油断するなよ」


　淡たん々たんとした仕草で十字昆ロザリオを構えるモニカ。


「彼女の『人形』は地面に落ちてる四つの球体だ。大きさは子供がちょうど抱かかえて持てるくらいだが、重量は一つにつき五十キロを超こえていたはず。それを沁力で飛ばしてくる。操作圏けん内ないは……二十メートルはあったかと思うが」


「遠距離型の双銃士に近づく前に、中ちゆう距きよ離りを支配する彼女をどうにかしないとだめか。それにしても情報通だね」


「正護士の中でも有名な沁力術士だからな、あのイーシャという人形遣いは」


　当然とばかりに彼女が肩かたをすくめる。


「どうする、まずは彼女狙ねらいか？」


「それしかないだろうけど、二人まとめて行ったらそれこそ遠くから双銃士の良い的になる。向こうだってそれくらい考えてくるだろうし」


　双銃士をちらりと横目で盗ぬすみ見みて、再び人形遣いの少女へと視線を戻す。


「だからあえて一対一でいこう。あの女の子は僕が何とかする、そのあと二人で双銃士を挟み撃ちって感じで」


「……正護士の人形遣いを一人でか？」


「うん、モニカはそれまで双銃士の注意を引きつけておいて──始まるよ」


　轟ごうッ！


　ガラスの壁を震ふるわせる号砲。と同時、シェルティスとモニカは左右にわかれて跳とんだ。


　タンッ──号砲と寸すん分ぶん違たがわぬタイミングで壁へき面めんを穿つ相手の銃じゆう弾だん。いや、もしかしたら号砲よりも早かったかもわからない。彼らなりの挨あい拶さつといったところか。


「モニカ、そっち任せた！」


　彼女に背を向け、シェルティスは人形遣いの少女へと焦しよう点てんを合わせた。


　疾しつ走そう、そして加速。


　山岳地帯を忠実に再現した山やま肌はだを駆かける。突きでた大岩に足をかけて跳ちよう躍やく。一いつ瞬しゆんで周囲の背景が移り変わり、またたく間に少女との距離を詰つめる。


「……速い」


　無表情にそう呟き、イーシャという名の少女が後方に跳躍。


　人形遣いの得意とする距離は主に中距離。常に一定距離を保持しようとする彼女を追い、凹おう凸とつのある斜しや面めんを滑すべるように走る。


　──「展開・放射」──


　振り上げられる少女の右手。


　と同時、鈍色の球体二つが上空を滑かつ走そうし飛来する。


『四つの球体操作。うち二つを攻こう撃げきに、二つを迎げい撃げきに使用する基本形です』


　鋼鉄を超密度で押し固めた球体。沁力と重力の重みを得た超重量の物体が左右から高速で迫せまる。それを目前まで引き寄せて──
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　トン。


　地を蹴ける音すら置き去りにし、シェルティスはその場で急停止した。一瞬、少年を狙っていた銀色の球体が標的を失って空を切る。


　それを一いち瞥べつし、再加速。


「っ！」


　またたく間に距離を詰める少年の疾走を前に、少女の表情が一変。


　──「迎撃」──


　展開するもう一組の迎撃球体。


　鈍色に輝く超重量の「人形」が前方、そして頭上から押しせまる。が、シェルティスは避よけるどころか、自らその球体の方向へと加速した。


　迫る球体へと双剣を振りぬく。


　煌きらめく銀閃。


　それと共に、浮遊する鈍色の球体が鈍にぶい音を立てて地に落ちた。少女が言葉を失う。地に落ちた球体が二つとも、鮮あざやかな切断面を見せて真っ二つに割れていたからだ。


「っ……!?」


　信じられないものを見た。言葉でなく表情で相手のそんな心境が伝わってくる。が、それでも動どう揺ようをすぐさま平常心へと切り替かえたのはさすがに正護士の階級か。


　──「追つい跡せき・放射」──


　破は砕さいした迎撃用の球体を捨て、残る最初の二個へと少女が命令を送り……今度こそ、イーシャは目を見開いた。


　操作できるはずの球体が、動かない。


「ごめん、それもだめ」


「え？」


　シェルティスは自らの背後を指し示した。


　先の二つと同じように切断された二つの球体。


「え……ど、どうし」


「いや、単に避ける直前で斬きっておいただけだけど。斬ざん鉄てつってやつ」


「…………なにそのムチャクチャ」


　操る武器全てを破は壊かいされ、少女がぺたんとその場に座りこむ。


「あなた本当に候補生？　錬護士とか幹部級じゃなくて？」


　──色々と訳ありなんだよね。


　心の内でそれだけ返してシェルティスは彼女に背を向けた。


　モニカはどこ────いた！


　自分たちとちょうど正反対、ドーム壁かべ際ぎわで対たい峙じする二人の姿。


　二つの単式銃ハンドガンから放たれる銃弾を二つの十字昆ロザリオで弾はじくモニカ。さすがに十字昆ロザリオの防ぼう御ぎよ性能は高い……が、やはり圧おされている。


　近づこうにも押しきれず、逆にじりじりと壁際まで後退させられて。


「ぐっ！」


　一発、弾きそこねた弾だん丸がんが彼女の左肩を撃った。模も擬ぎ弾だんとはいえ威い力りよくは本物。肩から腕うでに流れる激痛に、モニカの手から十字昆ロザリオがこぼれる。


「モニカッ！」


　彼女に向けて叫さけんだ。


　声は彼女に向けて、ただしその本命は双銃士の注意を引きつけるために。


「…………イーシャが押しきられたか？」


　高速で走りせまる少年の姿に双銃士の表情が一変。右の銃でモニカを牽けん制せいしながらも視線をこちらへと切きり替かえる。


　続けざまに放たれる弾丸をかわし、シェルティスも双銃士へと距離を詰める。相手もそれを察知して器用に方向転てん換かん。凹凸のある岩がん盤ばん斜しや面めんを難なく跳んで距離をあける。


『ジンという名の彼、体術も優れてますね。跳躍の切り返しが非常に美しい』


　機械水晶イリスが称しよう賛さんする双銃士をふたたび追い、回りこむようにして壁面へと追おい詰つめる。


　距離残り五メートル。埋うまらない距離を詰めようとする少年と、それを躱かわす双銃士。その劇が優に数分続き、


　──ここだ！


　とある地点でシェルティスは剣を振ふりかぶった。


「っ！」


　怪け訝げんな顔つきで眉まゆをつり上げる相手。なぜなら距離は五メートルのまま詰まっていない。双剣では届かない距離だからだ。それを覚悟の上でシェルティスは────持っていた双剣を両方とも投げつけた。


「……なっ！」


　高速で飛んでくる双剣を前に双銃士が狼ろう狽ばいの声を上げた。投げナイフの要領で放たれた剣を銃身バレルで弾いて躱し、無手となった少年へ銃じゆう口こうを向けて。


　刹せつ那な、ドームに響く鈍い音。


「………………」


　後頭部に強きよう烈れつな不意打ちを浴びせられ、とうとう双銃士はその場に倒たおれた。


「……肩に一いち撃げきもらったお返しだ」


　その背後に、息を切らしながらも十字昆ロザリオを握にぎるモニカの姿。


『おお、素敵な一撃です』


「からかうな」


　照れたように彼女はそっぽを向いてしまった。





「ふむ。ジンもイーシャもご苦労。持ち場に戻もどっていいぞ……さて」


　双銃士と人にん形ぎよう遣つかいの二人にねぎらいの声をかけてすぐ、ユメルダ教官が振ふり向むいた。


「最初の力押しはさておき。最後の誘ゆう導どう、双剣を投げての注意引きつけ、挟はさみ撃うちの流れはまずまずか」


　今日何本目かもわからない煙草たばこに火をつける教官。


『ほら、最初の力押しダメですって。もっと頭使わないと』


「僕なりに頑がん張ばったってば」


　半分口を尖とがらせながらシェルティスは双剣をしまった。


　……レオンと組んだ時は、そういえば連れん携けいなんかしたことなかった気がする。


　互たがいに一人で何とかなってしまう実力のため、二人で協力したことも数えるほどだ。


「しかし弱ったな。本来ならお前がボコボコにされて倒れているところを『さっさと立ちあがれ』と鞭むち打うつ予定が、こうなった場合の先を考えてなかった」


「どれだけひどい想定ですか!?」


「まあいい。今日の残りは自主訓練とする。解散だ」


「……なんて適当な」


　言い返す言葉も思いつかず、去っていく教官の背に向かって手を振ることにした。


「そうだ、モニカもありがとう。おかげで訓練に参加できたし」


「あ、……ああ」


　無表情から一転、我にかえったように目を瞬しばたたかせる彼女。


「あれ、どうかしたの」


「いや……勝てると思わなかったから……な……」


　普ふ段だんが凛りんとした雰ふん囲い気きであるぶん、こうして口ごもる彼女はとても珍めずらしい気がした。


「正護士相手だから？」


　そうじゃないんだ。


　独り言のようにそう呟つぶやいて、モニカはぼんやりと空を見上げた。


「……わたしは、その……こうして誰だれかと組んで集団戦に勝つの、……初めてなんだ……もちろん今回のだって、お前一人が奮ふん闘とうしたのはわかっているけど」


　初めて？


　候補生になって初めてというのは、いくら何でも。


「おかしいか？……部隊に入って良い仲間を見つけないかぎり、そんなもんだ。わたしにはお前の方が不思議なくらいだ。入隊して数日の新入りが、どうやったらああも正護士の組を圧あつ倒とうできるのか」


「いや、これでも結構厳しかったよ。こっちが候補生だからっていう油断もあっただろうし。圧倒なんてとてもとても。それに僕だってモニカが夜中にやってた沁力の術式練習には驚い────」


　言いすぎた。


　それに気づいたのは、真正面でモニカの表情を見ていたからだった。


「……お前あれを見ていたのか」


　青みがかった灰色の双そう眸ぼうに、悲しみとも怒いかりともつかない激情を灯す少女。


　その細い肩かたが小刻みにゆれていた。


「…………」


　唇くちびるを嚙かみしめて、うつむいたままモニカが背を向ける。


「あ、あの……待ってモニ──」


「くるなっ！」


　伸のばしかけた手が、彼女の張はり裂さけそうな声に遮さえぎられた。


　怒おこりたいけど怒れない。泣きたいけど泣くこともできない。そんなひどくもどかしい、強さと弱さが入り混じった声で。


「…………訓練は終わったんだ。……わたしは…………休ませてもらう」
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「あー、終わった」


　疲ひ労ろうの息をふっと吐はきだして、シェルティスは自室のベッドに倒れこんだ。


「…………」


　息を止め、低反発マットに身体からだが沈しずんでいく感覚を確かめるように目をつむる。


『寝ねてるというより考え事でもしてるみたいな感じですね』


「……モニカに悪いことしちゃったかな」


　彼女の訓練を覗のぞき見みしたこと。


　彼女が巫み女この儀ぎ礼れい術式を習得していたこと。


　やはりあれは、彼女を前にして口を滑すべらせていいようなものではなかったのだ。


「……謝ったら許してくれるかな」


『どうでしょう。ただ公平な観点で見ると、今回はシェルティスにそこまで非があるとも思えません。なぜなら訓練場という公の場での練習です。彼女だってそれが誰かに見られることも承知の上。いわば見られて当然なのですから』


「そうなんだけど、やっぱり隠かくれて見てたのはまずかったかなって」


『ふふ、そこまでは私も否定しませんよ。ですので、もし彼女に謝りに行くというのであれば私も反対しません』


　うつぶせから身体をひっくり返し、その視線を天てん井じようへ。


　……うん、謝ろう。


　……一番最初に話しかけてくれて、親切にしてくれた人なんだもの。


　彼女がいなければ集団戦に出ることもできなかった。二人一組ツーマンセルの誘さそいもことごとく断られていた中で、彼女だけが頷うなずいてくれたことが本当に嬉うれしかったから。


『話題を蒸し返すようですが。なぜあの子、どの部隊にも入ってないんでしょうね。目立つほどの技量ではありませんが、極きよく端たんに劣おとっているというわけでもなさそうでしたが』


　実力者がそろう部隊はともかく、背せ伸のびしなければ入れる部隊はあるはず。なのに彼女は「入らない」でなく、明確に「入れてもらえない」と言っていた。


　それはなぜ？


「結局、知りたければ本人に聞くしかわからないだろうけどね」


『はい。でも焦あせって聞いちゃだめですよ。まずは明日あしたちゃんと謝ることからです』


「うん……わかってる」


　今日はもう寝よう。


　部屋の照明を消そうとした、その直後。


『シェルティス、任務だ』


　これ以上ない単刀直入な物言いで、聞き覚えのある声が天てん井じよう脇わきの拡声器から響ひびいた。


　…………レオン？


『お前に伝えることがある。今すぐ中央昇降機エレベータで287階まで来い』


「……ぐーぐー」


『寝たふりをしても、さっきまでイリスと会話していたのは丸聞こえだったぞ』


「ずるいっ!?」


　ベッドから跳はね起おきた。


「……前から思うんだけど、この部屋まさか監かん視しカメラとかまでついてないよね」


　シェルティスの隠かくし撮どりなんか誰も喜びま──まで呟く機械水晶イリスに枕まくらを投げつけて、シェルティスは渋しぶ々しぶと拡声器を見上げた。


「で、レオンの部屋に行けばいいの？」


『そうだ、俺の部屋で話すからイリスを連れて上がってこい』


　289階から287階までが巫女と千年獅の占せん有ゆうフロア。その中で287階はレオンと春蕾シユンレイ、それにユミィの部屋が配置されている。


　だけど、わざわざ千年獅のレオンの部屋でないと話せない任務？


『俺の部屋なら誰かに聞かれるようなこともないからな』


「ふーん。ま、いいけど。ほら行くよイリス」


『うぇぇーん、もう私疲つかれましたよぉぉぉ』


　機械水晶イリスのペンダントを胸に下げ、シェルティスは部屋を後にした。
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「思ったより早かったな」


　中央昇降機エレベータの扉とびらが開いたすぐ目の前に、白コートを羽織る銀ぎん髪ぱつの青年が立っていた。


　真しん鍮ちゆうの懐かい中ちゆう時計を片手にレオンが苦笑。


「急かしたのは誰さまったく……あれ？」


　レオンのコートの後ろでもぞもぞと動く人ひと影かげに、シェルティスは目を瞬しばたたかせた。


「ええと、春蕾だよね？　こんばんは」


　レオンのコートの背をぎゅっと摑つかみ、そこから顔だけを覗かせる黒くろ髪かみ黒目の少女。


　五人の巫女の第四位──春蕾・ピア・ヌクレネン。


　ユミィから聞いた話では極度の対たい人じん恐きよう怖ふ症しよう。特に男性に対する警けい戒かい心しんは尋じん常じようでなく、天結宮ソフィアの職員と出会っても逃にげてしまうほどだとか。


「…………こ、こんばん……は」


　消え入りそうな声で呟いたと思いきや、またしてもコートの後ろに隠れてしまう。一方それを見たレオンは感心した様子で、


「お、頑張ったな春蕾。挨あい拶さつできたじゃないか」


「…………うん」


　レオンに褒ほめられてほのかに顔を赤らめる少女。他の巫女に対しても萎い縮しゆくしてしまう彼女だが、相方である千レ年オ獅ンだけには心を開いているという。


「とりあえず話は俺の部屋でするか。ついてこい」


　自ら颯さつ爽そうと通路を歩きだすレオン。そのすぐ後ろにぴったりとくっついていく春蕾、シェルティスもその後を追いかけて──


　それは、中央昇降機エレベータを直進した大きな十字路に迫せまった時だった。


「あれ、レオンも春蕾も。こんな時間に珍しいね」


　直後、十字路の角から白の法衣をまとう少女が姿を見せた。


　レオンと春蕾に笑顔で会え釈しやくする彼女はそのまま昇降機エレベータへ、つまりこちらの方向へと角を曲がって。


「…………シェルティス？」


　狐きつねにつままれたような表情で、ユミィがその場で足を止めた。


「どうしてここに。なにかあったの？」


「あ、ええと──」


　自分が答えるより先に。


「皇おう姫ひから受けた例の任務、シェルティスと俺で部隊を組んで向かうことにした。他の隊員には話せないからな、今から俺の部屋で概がい要ようを話すところだ」


　口早にそう答えたのはレオンだった。


「もしかして浮ラ遊グ諸ー島ンの件？」


「ああ。俺はともかく、他に同行できそうな奴やつがシェルティスしかいないからな」


「……そうだったんだ」


　その場にまっすぐ佇ちよ立りつした恰かつ好こうで、ユミィが虚うつろな瞳ひとみで宙を見つめる。その後に、何かを決意した表情で、


「あ、あのねレオン。わたしも同行しちゃ……だめ？」


　一いつ緒しよに行きたいの。親に物をねだる子供のような視線でレオンを見上げる彼女。


　しばしの沈ちん黙もくを挟はさんで。


「──難しいだろうな」


　レオンが重々しい口調で口を開けた。


「千年獅のいないお前が任務に同行するのは危険すぎる」


「でもシェルティスとレオンが行くんだよね。それなら何の心配もないだろうし」


「俺がそう思っていても、天結宮ソフィアの総務局や機工局、それに塔とう制せい局きよくが問題なんだ。前回のアルベルト局長のようにな。千年獅をつけないまま任務に行くだなんて言ってみろ。それこそ猛もう烈れつな反発がくるぞ」


「…………」


　レオンの言葉にユミィが押おし黙だまる。


　反論する余地も残っていないほど、彼の言葉には理があった。


「千年獅が留守にする間の天結宮ソフィアの守りもある。今回は春蕾も残すつもりだから、二人で留守を頼たのむ」


「……うん」


　弱々しくユミィがうなずいて──────直後、はっと顔を上げた。


「春蕾……シェルティス…………あなたたち、それ…………どうしたの」


「どうしたのユミィ？」


「だ、だって……」


　歯の根が合わず唇さえ小刻みにふるわせて、ユミィが指さしたものは。


「二人とも……さわって平気なの……？」


　ユミィが指さしたのは春蕾の左ひだり肩かた。


　その左肩に、いつしかシェルティスの右みぎ腕うでが接していた。レオンの後を追って十字路で急停止した時からだろうか。


　……でもそんなはずがない。


「うそ、だってそんなはず──」


　自分でも何が何だかわからぬまま、シェルティスは慌あわてて春蕾から飛びのいた。


　自分が巫女に触れられるなんて、そんなことできるはずがない。


　巫女の力の根源である沁力、そして幽ゆう幻げん種しゆの力である魔ま笛てき。真逆の性質を持つ二つの力は、触れあうことで互たがいを拒きよ絶ぜつしようと反発する。穢歌の庭エデンの魔笛を宿した自分もまた、強い沁力を宿した巫女とは反発してしまうはずなのだ。


　なのに、自分と春蕾は触れても平気？


「どういうことだ。お前、巫女には触れられないんじゃなかったのか」


「僕だってそう思ってるさ。だけど、どうして……」


　レオンですら表情には途と惑まどいが色いろ濃こく見てとれる。


『シェルティス。ユミィの沁力とあなたの魔笛が触れると拒絶しあうことは、私やレオンも知る事実です。では他の巫女ではどうでしたか？　やはり同じように拒絶を？』


　緊きん張ちようと動どう揺ようの入りまじった静せい寂じやくを破り、機械水晶イリスが静かな口調で聞いてきた。


「それは……」


　試したことがない。自分が魔笛を宿していると発覚したのは、沁力を持つユミィと拒絶しあうことが判明したからだ。巫女を拒絶する魔笛、それをわざわざ他の巫女で試すような危険な真ま似ねを天結宮ソフィアが許すわけがない。


　そう、今まで試したことがない。試さないまま、自分の魔笛は巫女全員と反発するものだとばかりシェルティスは考えていた。それはユミィも、そしてレオンも同じはず。


「じゃあ、まさか……」


　機械水晶イリスがほのめかす言葉の先を理解し、シェルティスは呆ぼう然ぜんと立ちつくした。


　怒いかりより絶望より、目眩めまいをも引き起こす困こん惑わくだけが心の隙すき間まを埋うめていく。


　……そんな、そんな残ざん酷こくなことがあっていいのか。


　……まさか、僕と拒絶しあうのは巫み女この中でもたった一人。


「────」


　その瞬しゆん間かん。何かを決した表情でユミィが自分の肩かた先さきに伸のばした指先に、シェルティスは最後まで気づかなかった。


『ユミィ！　いけません！』


　……え？


　振ふり向むいた目の前に、何かを覚かく悟ごしたように唇くちびるを嚙かみしめて、それでいて今にも泣きだしそうなユミィの瞳があって──


　そして彼女の細い指先が自分の肩かたにたしかに触れた、その瞬間。





　──ヂヂ……ヂッ！……──





　肩と指先。二人が触れあったその部位に、雷光さながらの青白い火花が迸った。


　エルベルト共鳴。


　強すぎる沁力と魔笛が重なった時、それは物理現象をもねじ曲げて大気中に放電現象として現れ、接せつ触しよくした者たちを炎ほのおで裁く。


「……っ！」


　火花に灼やかれた手を押さえてユミィがうずくまる。


「ユミィッ！」


『いったい何を──』


　レオンと機械水晶イリスが同時に叫さけんだ。


「…………だって……」


　たった一言。


「…………そんなのって…………あんまりだよ」


　その一言で、その場の誰だれもが彼女の想いの内を理解するには十分だった。


　なぜ──わたしだけがシェルティスに触れることができないのか。彼女の憤いきどおりを、ふるえるその背中が伝えてくれたから。


『……考えられる理由は一つだけですね』


　沈黙を破ったのは機械水晶イリス。


『大聖堂の扉とびらの審しん問もんにシェルティスが弾はじかれたのと同じ理由。ユミィ、あなたは五人の巫女の中でも特に沁力が大きい。あなただけがシェルティスの魔笛と拒絶し合うのは……あなたの沁力が大きすぎるからです』


「…………」


　その一言がきっかけだったかはわからない。


　けれどそれに応じるように、ユミィが目を伏ふせたまま立ちあがった。


「シェルティス……任務がんばってね」


　絞しぼりだすような上ずった声。


「ユミィ……」


　そんな彼女に言葉をかけたくて、けれど、あえてシェルティスは無言を選んだ。


　──ごめんユミィ。本当に。今はきっと、何を言っても慰なぐさめにしか聞こえないよね。


　──でも本当は……僕も同じ気持ちだから。


　狂くるおしいほどのもどかしさを、爪つめが食い込むくらい強く拳こぶしを握にぎって堪たえしのぶ。


「みんなもごめんね、任務の説明の時に邪じや魔ましちゃって。わたし、もう戻もどるから」


　足を引きずるようにして背を向ける巫女。


　ふわりとゆれる彼女の髪かみ。淡い黄金色オフゴールドの隙間から大きな翡ひ翠すい色の瞳が見えて──その瞳の端はしに、今にもこぼれ落ちそうなしずくが溜たまっていた。


「……あのさ春蕾シユンレイ」


　はっと振りかえる黒くろ髪かみの少女。


　離はなれていくか細い背中から目を離さないまま、隣となりに佇たたずむもう一人の巫女へとシェルティスは声をかけた。


「お願い、ユミィのそばにいてあげてくれないかな」


「…………うん」


　黒髪の少女の決断は早かった。


　相方レオンに向けてうなずくや、小走りにユミィの後を追いかけていく。


「シェルティス、悪いが任務の件を話していいか」


「……そうだね」


　思いを巡めぐらせるように天てん井じようを見上げ、シェルティスは十字路脇わきの壁かべに背を預けた。


　自分の身に宿った魔笛。それがどんな方法かはまだ見当もつかないが、魔笛を浄じよう化かする方法は絶対にあると信じたい。


　信じた上で──今は、目の前にあるもの一つ一つに集中しなければ。


「レオンの部屋には行かないんだ？」


「どうせ俺の部屋に行ったところで、お前ユミィが気になってまともに話を聞かないだろうからな。それに俺も、春蕾をほっておいて自分の部屋に戻るのも気がひける」


　苦笑の吐と息いきをこぼして腕うでを組むレオン。


「どうせこの夜中だ。この階への通行は制限されているから問題ない。話だけなら通路でやってもかまわない…………さて何から話すかな」


『さきほどユミィが浮ラ遊グ諸ー島ンの件か聞いていましたね。遠えん征せい先はそこですか？』


「ああ、千年獅と巫女は知っている件だ。目的地も浮ラ遊グ諸ー島ンで間ま違ちがいない」


　人が唯ゆい一いつ居住できる地である浮遊大陸オービエ・クレア。


　この世界に存在する大陸は一つだが、その周囲には大小無数の島が取りまくように浮遊している。


　なかには農業プラントを配置した島、巨きよ大だいな風車を設置して風力発電をこなすといった役割の島もある。人が居住できる安定した地は浮遊大陸だけだが、浮ラ遊グ諸ー島ンもまた人の居住に欠かせないものだ。


「えっと……島に向かうのが任務？　それってよくあるよね。未み開かい拓たくの島の先行調査だったり地質調査に生態系調査、ほかにも色々」


　ざっと指を折ってみるも思いつくだけで両の手に余る。それほど浮ラ遊グ諸ー島ンへ行く任務は多た岐きにわたるし数も多い。


「そうだ。今回はさしずめ『浮ラ遊グ諸ー島ンに向かう任務を援えん護ごする任務』だ。順を追って説明すると、お前も知ってるだろうが浮ラ遊グ諸ー島ンへは飛ひ空くう艇ていを使う。ところがここ数ヶ月、艇の主要経路に雷らい光こう妖よう精せいの群れが出現するらしい。その駆く除じよ任務だ」


　雷光妖精は、発達した雷らい雲うんの中に棲すまう妖よう精せいの一種だ。


　その身に強力な電流を溜めこむ習性があり、それが集団になるとその空域一帯の磁場が狂くるうことが知られている。害がい獣じゆうというわけではないが、飛空艇がその空域に入りこむと危険なため、放っておくわけにはいかないだろう。


「……割とありそうな任務だけど、なんでそれが機密扱あつかいなの？」


　するとレオンはといえば、この青年にしては珍めずらしい渋じゆう面めんで。


「統とう政せい庁ちようがからんでるからな」


「……あそこが？」


　浮遊大陸において、大陸の守護と政治まつりごとはそれぞれ別の機関が担当している。


　皇おう姫ひと巫女を頂点とする天結宮ソフィアが浮遊大陸の守護。


　一方で政治を担う機関が統政庁。浮ラ遊グ諸ー島ンの一つに本ほん拠きよ地ちを置いているので浮遊大陸にはあまり顔を見せないが、立法・司法といった部門の要かなめを担当する機関である。


　奇き蹟せきと神秘の象しよう徴ちようが巫女ならば、ここのトップである法皇が政治と権けん威いの象徴だ。


「統政庁と天結宮ソフィアは、昔から仲悪いんだっけ」


「ああ。俺も千年獅になってから初めて実態を知ったが、どうも予想以上に根が深い」


　面めん倒どうくさいぞ──二言目にぽつりとレオンがつぶやいた。


　浮遊大陸を守護しているということから、居住区の人間が慕したうのはやはり天結宮ソフィア。


　しかし統政庁にも政治を司つかさどる機関としての尊厳がある。多くの人間が天結宮ソフィアの巫女ばかり敬うのを良く思っていないらしく、かねてから因いん縁ねんをつけてくるのだ。


「今から向かう浮ラ遊グ諸ー島ンは統政庁の占せん有ゆう領域内だ。統政庁は昔から天結宮ソフィアの干かん渉しようを好まないからな。一いつ般ぱんの護士が行けば余計な妨ぼう害がいがあるかもしれない」


『それでレオンなのですね。一般護士ならともかく、巫女の護衛をつとめる千年獅ならば統政庁も露ろ骨こつな妨害はできまいと。位の低いシェルティスを連れるのは、これが未熟な護士候補生の任務であり、千年獅はそのダメ候補生を見守る監かん督とく官かんとしてたまたま同行していたという筋書きにするため』


「さすがだなイリス、理解が早い」


「……いや……僕の立場とか……別にいいけどさ」


　和気あいあいとうなずき合うレオンと機械水晶イリスに抗こう議ぎのまなざしを送りつけながらも、シェルティスは話を先に進める選せん択たく肢しを取ることにした。


「で、その任務はいつ行くの？　来週？　来月？」


「明日あしただ」


「…………さて帰って寝ねないと。明日も早朝訓練が早いんだ」


　さっと背を向けて全力で昇降機エレベータへ疾しつ走そう、速すみやかに自分の階層のボタンを──押すより先に、背後から伸びてきたレオンの手に肩を捕つかまえられた。


「お前、いまさら逃にげるつもりか」


「だ──か──らぁ──なんで今日の夜聞いて明日なの！　無断で訓練休んだらあの教官に何されるかわかったもんじゃないんだって！」


「まあ待てシェルティス。それに関しては俺がちゃんと教官に連れん絡らくを入れておいた」


「……なんて？」


「『束つかの間まのバカンスを楽しむんだな。……後でたっぷり可愛がってやると思え』だそうだ、よかったな思いやりのある教官で」


「どう見ても激げき怒どしてるんですけど!?」


「む、そうなのか？」


「……本気で言ってたんだ」


　これ以上叫ぶ気力も薄うすれ、シェルティスは嫌いや々いやながら白旗を揚あげることにした。


「話は以上だ。明日は九時に65階の塔とう内ない離り陸りく場じように集合だが、その前に59階の機工局航空課の受付に寄って手続きチエツク・インだけは忘れるなよ」


　59階の機工局航空課？


　あれ、つい最近どこかで聞いた場所な気がするけれど。


「あともう一点、部隊の構成についてだが」


　そう言って天井を指さすレオン。


「千年獅と護士候補生の二人部隊は普ふ通つうありえない組み合わせだからな。できれば口の堅かたい人間で信しん頼らいできる奴やつ、候補生限定で加えたい」


「うーん。厳しいかも、僕だってようやく入隊式が終わったばっかりだし」


「まあそうだろうな。……仕方ない、俺とお前だけでさっさと行って終わらせるか」


　肩かたをすくめる千年獅。


　結局、三年前とまったく同じ二人一組ツーマンセルの組み合わせだ。


「わかった。じゃあ明日は何とかするよ」


「ああ。かわりにというわけじゃないが、お前の留守中についてはユミィを気き遣づかってやるよう俺から春蕾に頼たのんでおく」


「うん、それはわりと真ま面じ目めにお願い」


　ユミィの部屋の方へと一いつ瞬しゆん視線を向けてから、シェルティスはその場を後にした。
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　天結宮ソフィア11階。


「あれ？」


　中央昇降機エレベータから降りてすぐ、シェルティスは正面を向いたまま足を止めた。


　自分の部屋の前に人ひと影かげ。通路がすでに消灯している上に距きよ離りもあるのでわかりづらいが、あの小こ柄がらで細い影かげはおそらく少女のそれだ。


『護士候補生だとしたら部隊への勧かん誘ゆうでしょうか。シェルティスは遠ざけられてるとしても、誰だれか別の候補生を狙ねらってる可能性はあるかも』


「夜中に来るのも迷めい惑わくな話だね」


　まったくもう。


　部屋の前に立つ人物にも聞こえるよう、わざと足音を立てて近づいていく。


「あの、どうかしまし…………」


　夜光灯に照らされて浮うかびあがる桜色の長ちよう髪はつ。無地のシャツを着ただけの恰かつ好こうで、白磁のごとく白い細身の手足が覗のぞいている。


「モニカ？」


「…………」


　唇くちびるをきゅっと引きしめて、睨にらみつけるように鋭するどい視線でこちらを見上げる少女。彼女の顔を見た途と端たん、昼間の出来事が頭のなかで鮮せん明めいによみがえった。


　──そうだ、謝らないと。


　なんで彼女がここにいるのかわからないけど、とにかく一言、昨日の訓練を盗ぬすみ見みてしまったことを謝らないと。話はそれからだ。


「あ、あのモニカ。ごめ──」


「悪かった」


「………………はい？」


「だ、だから！　わたしが悪かったと言っている！」


　夜ふけということも忘れてモニカが声を張り上げた。


「……昼間は悪かった。二人一組ツーマンセルの集団戦に誘さそってもらったのはわたしで、勝てたのもお前の奮ふん闘とうがあったからなのに。礼も言わないままわたしの癇かん癪しやくで後味を悪くしたから」


　顔をほのかな朱しゆに染めて、横顔を向ける少女が奥歯を嚙かみしめる。


「とにかくわたしが言いたいのはそれだけだ。時間をとらせたな」


「あ、待ってモニカ！」


「なんだ」


「君、わざわざそれを言うためだけに僕の部屋に来てくれたの？」


　謝るにしても明日という選択肢もあった。なのに彼女はこんな夜ふけに、それも自分が部屋にいないのを知ってなお、自分が戻もどるまで部屋の前でじっと待っていた。


　なぜそこまで──


「単にわたしの性分だ。おかしいか」


「……ううん」


　ゆっくりと、微び笑しようをまじえた声でシェルティスは返した。


「僕の方が謝らなくちゃいけないって思ってた。僕の方も、ごめん。秘密の特訓だったみたいなのに、なんだか盗み見ちゃったみたいで」


「その件はもういい。……夜も遅おそい、わたしも部屋に戻らせてもらう」


　再び背を向けようとする彼女。


　そんな彼女の姿に────


「……あ、ああっ！」


「なんだ？　すっとんきょうな声をあげて」


「ちょ、ちょっと待って！」


　懐ふところから銀色の員章を取りだして通話機能を作動。通話先の符パ号スを、自分のよく知る千年獅のものに合わせた。


『もしもし、レオン？　え、いま就しゆう寝しん前のトレーニング中？　そんなのいいから聞いてってば。例の任務、三人目が見つかった。いやほんとだって、大だい丈じよう夫ぶ。信頼できるっていうのは僕が保証する。うん、じゃあそっちの手て筈はずよろしく』


　早口でまくし立てて回線を遮しや断だん。


「あ、ごめんねモニカ。レオンに聞いたら同行大丈夫みたい」


「……あいにくわたしには話が見えないんだが」


　怪け訝げんな面持ちでじっとこちらを見すえる彼女。


「ええと、なんて言えばいいのか」


　とっておきの悪戯いたずらを思いついた子供のような表情で、シェルティスは。


「モニカ、明日また僕と部隊組んでくれないかな。今度は本当の任務で」




　断章　『動きだす夜』







　見上げる天球は見み渡わたすかぎり透とう明めい感かんある墨すみ色いろに染まっていた。


　どこまでも深い黒でありながら、手を伸のばすだけで触ふれられそうなほど透すきとおった夜空。


　青白く神秘的な月つき影かげと、宝石箱をひっくり返したかのように溢あふれる星明かり。


　……静かな夜だった。





　虫の音も鳥の声も、風にそよぐ草木のざわめきすら聞こえない。


　鬱うつ蒼そうと茂しげる樹海。何もかもが眠ねむる真ま夜よるの刻ときに──


「好いい夜だ」


　喜びをにじませた女性の声が、夜の樹海にひっそりと浸しん透とうしていった。


　何百年と生きた大木が立ちならぶ樹海、その最奥に近い地でだ。


「たまにはこうして自然に入ってみるのもいいな。人工の明かりばかりに浸ひたっていると、こうした天然の明かりを忘れてしまいそうになる」


　無数にきらめく星明かりをじっと見上げ、その女性が口元をやわらげる。


　……ぽちゃん。


　足下に小さな水音を響ひびかせて、素足で湖面の上を歩いていく。


　まるでおとぎ話のような光景だった。





　樹海の奥地にある夜の湖にて、彼女はその水面に立っていた。





　素足と湖面、その境界に輝かがやく神秘的な光の薄うす膜まく。


　まるでその光が、女性を水中に落下させぬよう支えているかのように。


「──ふむ、『同感です』ときたか。お前もだいぶわかってきたじゃないか」


　小さな笑みを口元に残したまま目を細める彼女。


　独り言ではない。


　彼女の言葉には、それを明確に伝える相手がいると思わせる響きがこめられていた。


「ははっ、『子こ供ども扱あつかいするな』か。わかってるよ」


　肩をふるわせる女性。


　美しさの中にも凛り々りしさを帯びた顔だち、黄金にも似た琥こ珀はく色いろの双そう眸ぼう。すらりと伸びた長身に加え、光こう沢たくある濡ぬれ羽ば色いろの黒くろ髪かみは一切のほつれもなく背中をこえて伸びている。


　それだけでも際だつ容姿だが、今もっとも人の目を引くとすれば、一糸まとわず素す肌はだをさらした彼女の立ち絵そのものだっただろう。


「ん？　そんなことより、まずは着るべきものを着ろ？──いいじゃないか、そもそも人が水浴びを楽しんでいる時に念話を送ってくるお前が悪い」


　冷たくも澄すんだ月明かりの幻げん光こうの下に──


　浮かびあがる妖よう艶えんな裸身シルエツト。


「それに──」


　きゅっと悪戯っぽく唇をつり上げて、自らの肩を抱だき寄よせるように腕うでを交こう叉ささせる。


「お前と違ちがって、わたしの方は人に見せて恥はずかしい身体からだではないからな」


　長身ながらも細身の肩に、一切の無む駄だなく引ひき締しめられた二にの腕うで。


　交叉した腕の隙すき間まからは、その細ほそ腕うでではとうてい隠かくしきれない胸の双そう丘きゆうがこぼれんばかりにふるえ、触れれば折れそうなほど細いウエストから豊かな腰周りまで、魔ま性しようとも言える妖艶で扇せん情じよう的なラインを描えがいている。


　さながら、異性を誘ゆう惑わくするためだけにあるかのような裸身美。


「そういえば、お前のお子様体型も少しは成長──」





『……ツァリ、真面目な話をしたいのですが』





　静まる樹海に、怒いかりを滲にじませた少女の声がこだました。


　念話の物理現象化。念話の主の感情が相当に昂たかぶっている証しよう拠こだ。


「そう怒おこるな。ふふ、お前は本当に可愛いな」


　が、ツァリと呼ばれた女性はそれすら楽しんでいるかのように笑みを深めただけだった。


「ま、とにかく念話を無駄に音声化させて沁力を浪ろう費ひするより、氷結鏡界の祈りに集中したらどうだ？」


『……その点について怠おこたる気はありません』


　それきり念話先の少女の声が沈ちん黙もくする。


「そうそう、おとなしく念話だけにしておけ。────で、こんな夜ふけにわざわざ念話を送りつけてきた理由はなんだ？」


　そして、一いつ拍ぱくの静せい寂じやく。


「……なるほど」


　少女から送られる念話に、ツァリという名の女性はわずかに片かた眉まゆをつり上げた。


「『凍こおれる時の檻おり』……禁きん断だん水すい晶しようか」


　笑みを含ふくませた声音に、微かすかに混じる鋭い余よ韻いん。


「意外だな。あの浮遊諸島ラグーンに向かうのはまだ当分先かと思っていた。…………ああ、統政庁がアレに対して動きだす前にということか」


　月明かりの下、湖面を見下ろして腕を組む。


「なるほど、それならわたしの方でも同行するとしよう」


『手間をかけます』


「まったくだ」


　響く少女の音声に、再び笑みを深めてみせる。


「だが、それなりに興味もある」


　ひゅぅっ、一いち陣じんの風が湖面を揺ゆらす。


　樹海の木々の隙間を縫ぬうようにして走るのは木こ枯がらしにも似た突とつ風ぷう。葉を落とし、さざ波を生じさせる風。


　そして、その風が過ぎ去ったその後に。


「──楽しみだ。なあシェルティス」


　静まる湖面に映るのは、漆しつ黒こくを基調に白銀色の装そう飾しよくをあしらった法衣。


　妖艶な身体の曲線そのままを浮うかびあがらせる薄うす衣ぎぬの法衣をまとい、ツァリは湖面に悠ゆう然ぜんと立っていた。


「行くといい。穢歌の庭エデンに堕おち、そして浮遊大陸に戻り帰った少年よ」


　……ぽちゃん。


　小さな波は紋もんを従わせ、夜色の天球を仰あおぐように両手を開く。


　そして。





「『凍れる時の檻』──いまだ眠りし穢歌の庭エデンの夢は、お前にどんな真実せかいを見せる？」





　人の立ち入らぬ樹海の深しん淵えんで、ツァリはしっとりと微笑ほほえんだ。




　第三章　『浮ラ遊グ諸ー島ン、知られざる意思に誘いざなわれ』







　　　　１





　機工局。


　その名のとおり機械工学を専門に取とり扱あつかう部署だ。職員のほとんどは事務員か技術者。天結宮ソフィアで使用する電子機器の開発や修理、飛ひ空くう艇ていなどの巨きよ大だい機器の管理を主な職務としている。


　局の保有フロアは天結宮ソフィア48階から67階までの二十階層。その多くが機器の開発や研究のための空間であり、開発中の機械人形が職員と一いつ緒しよに通路を歩いている光景も珍めずらしくないという一風変わった事務局である。


　そんな機工局において。


　なかでも特に異い彩さいをはなつのが、65階と66階の二フロアを合がつ併ぺいして設置された『塔とう内ない飛行場』──天結宮ソフィアの塔内に設けられた飛空艇の発着地ターミナルだ。


「わぁ……っ！」


　フロアの北側に配置された発着用のゲート。


　天結宮ソフィアの中階層からそのまま空へと飛び立っていく飛空艇を前に、シェルティスは両手を広げて歓かん声せいを上げた。


「すごいよイリス、今の見た？　飛空艇が二機続けて飛んでったよ！」


　周りをちょっと見渡せば、そこには黒金色に塗と装そうされた巨大飛空艇。その隣となりには、銀色の光沢をはなつ数人乗りの小型飛空艇。さらにその隣には、強きよう烈れつな駆く動どう音おんを響かせて今にも飛び立たんとする無人観測機まで。


『嬉うれしそうですね』


「久しぶりの飛空艇だもん。前から乗るの好きだったからね」


　何も変わってない。


　フロアの中央部を併へい走そうする二本の滑かつ走そう路ろ。機体の最終点検を行うツナギ姿の技術者たち、その様子を見守る儀ぎ礼れい衣い姿の護士たち。さらにはその発着時刻を知らせる室内アナウンスも何もかも。


『でも嬉しいからって来るの早すぎじゃありませんか。九時までだいぶありますよ』


「……僕もそれは反省してる。お茶でも飲んでよっか」


　フロアの隅すみ、透とう明めいなガラス板で囲まれた無人の軽食売り場を指さした。自じ動どう扉とびらの脇わきに設置された箱に硬こう貨かを投入、扉が開くのを待ってからドリンクバーへ。


『あら、お店に入る前にお金を入れるんですね』


「無人だからね。お金さえ入れればあとは何をどれだけ飲んでもいいんだって……っと、どれにしようか迷うのが問題だけど」


　挽ひきたての珈琲コーヒーか特製のブレンド紅茶か、あるいは柑かん橘きつ系けいのジュースか。テーブルの前に並ぶポットの前で腕うで組ぐみ。と──


「わたしは珈琲だな。砂糖一さじにミルクは無し、それが一番目が覚める」


　ひょいっと滑すべるように伸のびてポットを摑つかむ誰だれかの手。


「あ、モニカ。おはよ。よく眠れた？」


「……昨日の夜にいきなり任務だの出発は朝九時だの言われて、眠ねむれると思うか？」


　慣れた手つきで白陶の器に珈琲をそそぎつつ、桜色の髪かみの少女がふっと苦笑い。


「それより詳くわしい任務内容は」


「飛空艇で浮ラ遊グ諸ー島ンの近くまで行って雷らい光こう妖よう精せいを追おい払はらうの。たぶん飛空艇の甲かん板ぱんに出ることになるけど、高いところは平気？」


　返事がわりに、モニカは人差し指でつんと天てん井じようを指さしてみせた。


　この天結宮ソフィアそのものが地上291階建ての超ちよう高こう層そう建造物。こんな場所で仕事をしていれば高所にも慣れるさ──おそらくはそんな意味だろう。


「ところでシェルティス。一つ聞きたいんだが」


　カップに口をつけながら、モニカが視線を上目づかいに送ってくる。


「お前、この任務どうやって手に入れた？」


「へ？」


「護士候補生が受ける任務は一部を除き、希望部隊の中での抽ちゆう選せんだ。なのに今回の任務、そもそも護法院の情報にまったく載のってないのが気になった」


『おお、鋭するどいご指し摘てき。わざわざ調べておくなんて几き帳ちよう面めんな性格ですねー』


　機械水晶イリスの称しよう賛さんもさっと受け流し、灰色の双眸を針のように細めるモニカ。


「で、どうなんだ？」


「うーん……どうやっても何も、実はこの任務取ってきたの僕じゃないから」


　詰きつ問もんじみた口調で詰つめ寄られ、シェルティスは店内の時計を見上げた。


「八時半てことは約束の三十分前か……レオンは時間にうるさいからそろそろ来るはず」


「誰がだ？」


「一緒に任務に行くメンバーだよ。モニカも知ってる相手だと思うけど」


「わたしが？」


　ぽかんと、腑ふに落おちない表情で首をかしげる少女。と、まさに時同じくして。店の機械扉が左右に開いた。


　カツッ……硬こう質しつの床ゆかに響ひびきわたる靴くつの音。


　それと対照的に、今まで賑にぎやかだったコーナー一帯が水を打ったように静まりかえる。事務員は首元のネクタイを締しめなおし、護士たちは自然と背筋を正す。白コートのその男が、天結宮ソフィアの中でも絶対的な地位にあることを誰もが知っているからだ。


「お、レオン。噂うわさをすれば」


「ああ。お前も珍しく時間通りだな、シェルティス」


　左ひだり肩かたに千年獅の徽き章しようをつけた銀ぎん髪ぱつの青年。ドリンクバーを素通りし、レオンが真っ先に目を向けたのは、珈琲カップを手にしたまま凍りつく桜色の髪の少女だ。


「隣にいる彼女が、昨夜お前の言っていた？」


「うん、紹しよう介かいするよ。こちらモニカ──」


「ま、待てシェルティス！　ど、どど、……どういうことだ!?」


　持っていたカップも何もかも放りだしたモニカに、シェルティスは胸ぐらを摑まれて思いっきり揺さぶられた。


「わ、わわっ！　ちょっと……落ちついてよモニカ」


「これが落ちついてられるか！　どうして千せん年ねん獅しのレオン隊長がここにいて、しかもお前と親しげに話してる!?　どういうことだ、わたしはてっきり普ふ通つうの任務だとばかり──」


「とりあえずだな」


　押し殺した低い声音でそう呟つぶやいて、レオンが奥の飛空艇を視線で示す。


「向こうで話すぞ。ここで任務内容ペラペラ喋しやべられると困るんだが」


『……ごめんなさい』


　周囲の視線を背中に受けながら、シェルティスとモニカは仲よくうなずいた。





「つまり話を整理すると──レオン隊長とお前はたまたま知りあいで、今回の統政庁がらみの任務にも誘われたと。そういうことか？」


「うん、まあ誘われたというか強制的に連行されたというか」


　訝いぶかしそうに見つめてくるモニカ。そんな彼女の鋭えい利りなまなざしを横顔に受け、シェルティスは隣に立つ千年獅にも伝わるよううなずいた。


「ね？　そうだよねレオン」


「ああ。そういったわけで、モニカといったな。急な任務ですまないが同行を頼たのむ」


　浮ふ遊ゆう大陸を代表する剣けん士しに見つめられ、今度はモニカが慌あわてる番だった。


「い、いえ……そんな！　レオン隊長のご雄ゆう壮そうぶりは常々……わたしこそ同行させていただけるだけで身に余る光栄…………おい、なんでお前が笑っているシェルティス」


「いやぁ、モニカが慌てるのって珍めずらし──あ、うそです！　あいたっ！」


　脇わき腹ばらに肘ひじ鉄てつを入れられ、なお怒いかりの形相の少女から後ずさる。


　と、すぐ背後で動エ力ン機ジ関ンの駆動音。


「出発の準備ができたらしいな」


　回転を速めていく推プ進ロペ器ラを眺ながめてレオンがうなずく。


　青あお錆さび色いろの緩かん衝しようタイルが張られた床を震ふるわせて、銀色の飛空艇の操縦席に光が灯る。


　流線型のシルエットに魚のヒレに似た一対の翼つばさ。搭とう乗じよう人数はおそらく十人が限界。旅客機を二回りほど縮小した大きさだ。


「定刻だ、行──」


　率先して歩きだそうとするレオンの足がふと止まった。


「ちょっと待て。念話がきた」


　沁力による念話。


　こんな時に、それも千年獅である彼に直接念話を送るような相手は。


「春蕾？」


　その名を呟いたのは自分でもレオンでもなく、飛空艇を見つめていたモニカだった。


「…………レオン」


　塔内飛行場へと続く昇降機エレベータの扉が開き、そこから怯おびえたように顔を覗のぞかせる黒くろ髪かみの少女。きょろきょろと辺りを見回して、そこに相方の姿を見つけて表情をほころばす。


「春蕾、まさか一人でここまで来たのか」


「…………怖こわかった……けど」


　専属護衛パートナーである彼のコートをぎゅっと摑んで身を寄せる巫み女こ。


「いったいどうした？　何か事故でも」


「…………違ちがうの」


　黒髪の少女が見つめる先は────僕？


「…………ユミィ、修道……入っちゃったから」


　春蕾の、その深く透明な黒瞳に見つめられた。


「…………だから、『気をつけて行ってきて』って」


　ユミィからの伝言。


　それを僕に伝えるために。わざわざ、そんな怯えるほど怖がってまでこの場所に？


「…………魔ま笛てき……念話が届かないから…………」


「────」


　その言葉に、シェルティスは唇くちびるを嚙かみしめて目を閉じた。


　念話は沁力によるもの。ユミィが念話を送ろうとしても、魔笛を宿した自分には届かない。前に念話が届いたこともあったが、あれはメイメルの力を借りた術式だった。


　届かない念話。だから、誰かが口で伝えるしかない。


「……ありがとう。ちゃんと伝わったよ」


「うん」


　その返事だけは、巫女は怯えていなかった。


「千年獅レオン、そして春蕾さま。申し訳ありませんが、出発時刻が迫せまっています。他の機体も離り陸りくを待っているようですから」


　普ふ段だんより一段落とした声音で告げるモニカ。


　そんな彼女へうなずくレオン、それにあわせて春蕾も間近で彼女を眺め──


「…………っ！」


　途と端たん。言葉にならない声を巫女が上げた。


　桜色の髪の少女を前に、まるで何か信じられない物を見たかのように目を見開いて。


「…………あ、あ……の、……」


「お久しぶりです春蕾さま。お元気そうで」


　巫女を前に、護士候補生の少女が静かに目を伏ふせて一礼。


「春蕾。知りあいか？」


「いえ。ただ、昔わたしが一方的にお世話になっただけです」


　レオンの問いかけに、答えたのはモニカの方だった。驚おどろきのあまり口を半開きにする春蕾とは対照的に、こちらは変わらぬ凛りんとした口調を崩くずさずに。


「春蕾さま、それでは失礼いたします。わたしはこれから任務がありますので」


　巫女に背を向けて、護士候補生の少女は銀色の機体へと歩いていった。
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　耐たい圧あつガラスの窓を通して、綿毛のような雲が眼下に広がる光景。高度二千メートルにいたる塔ソフイアさえ、いまはもう遥はるか下にかすんで見える。


「……とりあえず無事離陸っと。あ、でも正確には離塔かな」


　安定航路に入ったことを示す床ゆか下したサインが灯ったのを確認し、シェルティスは座席から立ちあがった。


「モニカも、もう平気だよ」


「ああ。それにしても豪ごう奢しやな内装だな。普段の任務で乗る飛ひ空くう艇ていとは別物だ」


　モニカも席から立ち上がり、機内をぐるりと見回す。


　床は高価な絨じゆう毯たん、座席は全てソファ仕立て。その後ろには大型の冷蔵庫とテーブルがあり、冷蔵庫の中にはよく冷えた各種の飲料まで。


　護士の輸送船どころか上等の旅客機にも劣おとらぬ内装だ。


『さすがに千年獅がいると待たい遇ぐうが違いますね』


「で、当の本人は？」


『離陸の最中に、トレーニングの時間だと言い残して別室に』


「離陸の間もじっとしてられないのかな、あの訓練バカは……まあいいけどさ」


　立ちあがったばかりの座席に再び腰こしを下ろす。


『そういえばシェルティス。これからどこに向かうんですか？　統政庁の領域に触ふれる空域としか聞いてませんが』


「あ、そういえば……」


「北の第八十七空域だよ。浮遊大陸オービエ・クレアから二千キロくらいの距きよ離り。艇ふねが音速安定軌き道どうに入ったから、このまま障害がなければ全部で二時間半から三時間てところかな」


「へえ、さすがエリエ。飛空艇も操縦でき……………………あれ？」


　まばたきし、シェルティスは両のまぶたを強めにこすった。


　自分の目の前に、見慣れたツナギ姿の少女。


「ほらユト、もう操縦は自動でいいからおいで。喉のど渇かわいたでしょ？　あそこの冷蔵庫にジュースあったはずだから」


「わぁ、ユトなに飲んでもいいの？　シェル兄も何か飲む？」


「あ、僕はさっき65階のお店で………………って、えぇ!?」


　悲鳴に近い絶ぜつ叫きようを上げ、背を預けていた座席から跳とび上がった。


「どうしてここにエリエとユトがいるの！」


「なんでって、あたし飛空艇の機長だもん。ユトは副機長ね」


　さも当然とばかりに腕うで組ぐみする彼女。


「……機長？」


「そそ。なんかね、ユトが『エリ姉、なんか呼ばれてたよ』って教えてくれたの。それで行ったのが塔の59階にある……機工局だっけ？　そこの航空課。そしたらそこに行くなり偉えらそうなオジサンに囲まれて、『飛空艇の操縦資格は？　資格歴れきは？』とか聞かれちゃってさ。で、適当に答えてたらいつのまにか飛空艇の機長さん」


「ユトに連れられて？」


「ふぇ？」


　急に自分の名前が出て驚いたのか、ユトはといえばコップを手に持ったままぽかんとこちらを見返してくるだけだ。


「ううん、ユトもよく分かってないのよ。塔のなか散歩してる時に、知らない女の人に声かけられたんだって。どうもその人がさ、今回の操縦士にあたしを任命しろって機工局に圧力かけたっぽいの。ええと、誰だれだっけかな。ユトもうろ覚えだったんだけど、ツァ……なんとかって人。シェルティス知らない？」


「人の名前？　それだけじゃ僕だってわからないよ」


　仮にも千年獅であるレオンを乗せる機体だ。事故は絶対に許されないから、機工局の重役たちだって本気で機体の操縦士を選んでいたはず。


　それを、まったく赤の他人であるエリエを強制的に配置する絶対権限。巫女や千年獅だって、そんな高圧的な権限を行使できるとは思えない…………何者なんだ？


「ツァ……なんとかって人。エリエってそんな知りあい天結宮ソフィアにいたの？」


「まっさかー。ユトは黒髪で背の高いお姉さんて言ってたけど、それだけじゃ全然わかんないし。ていうかそんな知りあい天結宮ソフィアにいるわけないじゃない」


「……ま、そうだと思ったけどさ」


　噓うそは言ってないはずだ。


　もともとエリエはそういった隠かくし事ごとを好む性格ではないし、何より二年間一いつ緒しよに『二ア羽ルのビ白レ鳥オ』で住みこみで働いて、天結宮ソフィアとの繫つながりも一切感じなかった。


「エリエはその話断らなかったんだね。怪あやしいとか思わなかった？」


「全然。だってあたしにとっちゃ時給の良いアルバイト感覚だもん。それに搭乗者の名めい簿ぼ見たらシェルティスの名前もあったから、それならやろうかなって」


「……なるほどね」


　エリエは話されていないだろうが、自分たちが受けたのは皇おう姫ひからの密命だ。その機体の操縦士に一いつ般ぱん人じんが抜ばつ擢てきされるとは考えにくい。それこそエリエと……おまけでユトもついてきているが、彼女たちを同行させたいという何者かの意志が働いているはず。


　──ならば誰の意志。まさか皇姫？


「あれシェルティス黙だまっちゃってどうしたの。あたしらが同行しちゃダメだった？」


　じっと下を見つめて考えていると、エリエがにゅっと覗きこんできた。


「あ……ううん、違うんだ。そうじゃなくて」


　今回の采さい配はいにどんな意図があるのかを知りたいとは思わない。ただ一点、そのせいでエリエやユトまで巻きこんでしまうのではないか。場合によっては危険にさらしてしまうのではないか。それだけが不安なのだ。


　──とはいえ今さら天結宮ソフィアに後あと戻もどりはできないし。


「……うーん。いろいろ疑問は残るけどここで悩なやんでも仕方ないか。任せたよ機長、お願いだから飛空艇は墜おとさないでね」


「失礼ねー、飛空艇の操縦なんてヴィークルの運転より簡単なんだから」


　腰に手をあててエリエがぷくっと頰ほおをふくらます。と──それを見守っていたモニカが、ゆっくりと座席から立ちあがった。


「シェルティス、この人たちは知りあいか？」


「うん。紹しよう介かいするよ。ええと」


　と思いきや、先にエリエの方がモニカへと歩いていって。


「や、はじめまして。あたしエリエ、なんかよくわからないけど飛空艇の操縦士やることになったので、よろしくね。こっちの女の子はユト。そちらは？」


「モニカだ、モニカ・イスペラント。今回はよろしく頼たのむ」


　差しだされたエリエの手を、こちらもすんなりと握にぎり返すモニカ。


「……いいの？」


「なにがだ」


　聞きかえすモニカに、シェルティスは小声で耳打ちした。


「いや、だから僕が言うのもなんだけど、大事な任務に向かう飛空艇の操縦士がこんな子で不安とかないのかなって」


「素晴らしいじゃないか。女性が操縦士、これからの時代はそうでなくては」


　腕組みし、なぜか妙みように満足しきった顔でうなずく少女。


「……違ちがう意味で聞いたんだけど。まあいいや」


　その矢先。


「さわがしいな。どうかしたのか」


　訓練上がりで汗あせを流したままのレオンが扉とびらから顔を覗のぞかせた。


「お、レオンじゃない、さっきはどうもね。訓練終わったの？」


「ああ。疲ひ労ろうを残して任務に向かうわけにもいかないからな」


　片手を上げて挨あい拶さつするエリエと、それにうなずくレオン。


「それより操縦は順調か」


「まっかせてよ。こんなのほとんど自動操縦だしユトでもできるよ。ねー？」


「ねー」


　エリエとユトとレオン。そんな三人のやりとりをしばし見守って。


　……あれ、もしかして？


「ねえエリエ、もしやレオンとも既すでに顔見知りだったり……しないよね」


「なに言ってんのよ。当然知り合いに決まってるじゃない。ちなみに春蕾シユンレイともお友達になっちゃったよ。こんど春蕾が美お味いしいお茶を飲ませてくれるって」


　飄ひよう々ひようとうなずくエリエとユト。


「レオン、それ本当？」


「ああ。昨日のうちに飛空艇の機長として紹介を受けた時にな」


　千年獅であるレオンに巫み女このユミィと春蕾。


　天結宮ソフィアの職員ならすれ違うだけで萎い縮しゆくしてしまう絶対階級のメンバーと、こうもあっさりうち解けてしまうとは。


「僕、エリエの意外な才能を見た気分」


『素晴らしいコミュニケーション能力だと感服します。まさにシェルティスと対照的……おっと口が滑すべりました』


「絶対わざと言っただろ!?」


　機械水晶イリスと言い争いが始まろうとした矢先。


　天てん井じように取りつけられた警報機が、真っ赤な照明と共に甲かん高だかい警告音を響ひびかせた。


「機体制せい御ぎよに障害発生。原因は周囲の空域に展開された強力な電磁場によるもの……と。どうやらお出ましみたいだね。雷らい光こう妖よう精せいの巣に入ったみたい」


　手にしていたジュースのコップを置き、エリエがすっとその場に立ちあがる。


　──雷光妖精。


　綿わた菓が子しに似た外見をした、雲海の中に生息する妖よう精せいの一種だ。一体一体が帯びる電力こそ微び弱じやくだが、何十体何百体と広こう範はん囲いに群れる性質を持っており、飛空艇の航路に重なると機体の制御に支障をきたす。


「さてさて、じゃあ予定どおり任務開始していい？」


「ああ、手て筈はずどおり頼む」


「了りよう解かい！　んじゃ、シェルティスもモニカも座って座席ベルト着用ね」


　──え？


　ツナギ姿の少女の合図に、一いつ瞬しゆん、自分の耳を疑った。


「レオン、ほら早く艇ふねの甲かん板ぱんに行くんでしょ。雷光妖精を駆く除じよするんなら、早いとこ追おい払はらわないと。この飛空艇だってまずいよ」


「それでいいのよ。だってそのための操縦士で、そのための手動操縦機能なんだから」


　あっけらかんとした口調のエリエに、背後で様子を見ていたモニカまでもが怪け訝げんな顔つきで飛ひ空くう艇ていの窓から外を凝ぎよう視ししていた。


「どういうことだ？」


『今からこの艇は、わざと雷光妖精に攻撃を受ける。そういうことですね？』


　答えたのは機械水晶イリス。


『今回の任務は最初からおかしな点がありました。統政庁の領空とはいえ、千レ年オ獅ンが巫女シユンレイの護衛を外れてまで動くほどのものとは思えない。一方、この任務はユミィをはじめ残りの巫女にも知らされているほど重要視されている。ならば雷光妖精の駆除以外にも、なにか別の任務が裏にあると考えるのが妥だ当とうです。それが──』


「浮ラ遊グ諸ー島ンの調査だ」


　自ら率先して座席に腰こしをおろし、座席ベルトを固定するレオン。


「黙ってたのは悪かったな、とにかく情報がもれるのを未然に防ぐよう皇おう姫ひ直じき々じきに言われてたんだ。飛空艇が目的地に着くまでは、雷光妖精の駆除という任務だけを知らせておけだとさ」


「あ、そうだったんだ？　それならそれでいいんだけどさ……でも」


　腕うで組ぐみし、シェルティスはにわかに瞼まぶたを閉じた。


　──一つ腑ふに落おちない。


　表向きの任務の裏にもう一つ任務が隠されている。これは珍めずらしくない。特に護士候補生は正式な隊員として扱あつかわれない以上、裏の目的を最後まで知らされないことも日常茶飯事だ。今回のように任務目的が明かされるほうが珍しい。


　けれど皇姫サラ自らが、浮ラ遊グ諸ー島ンの調査をレオンに命じた？


「ねえ、統政庁の領空にある浮ラ遊グ諸ー島ンの調査はまずいんじゃないの？　天結宮ソフィアと統政庁はお互たがいの領空に干かん渉しようしないってのが原則だよ。それを皇姫本人が破っちゃうのは」


「俺にもよくわからん。俺だって聞かされたのは任務内容だけで、目的が何なのかもわからないからな」


「……レオン隊長ですら目的が知らされてない。そんなことあるのですか？」


　耐たい圧あつガラスの窓に手を触ふれたままモニカが振ふりかえる。対し、レオンはあくまで淡たん々たんとした口調を崩くずさずに。


「俺が命じられたのは一点だけだ。統政庁の領空にある浮ラ遊グ諸ー島ンの調査。統政庁からも反発はあるだろうが、飛空艇の事故による不時着とすれば向こうも大きくは言ってこれないはずだからな。それ以上は何も言われてない。浮ラ遊グ諸ー島ンの何を見て何を調査するのかも聞かされてないから悩むところだ」


「それじゃ調査のしようがないよ」


　浮遊諸島ラグーンに行って調査してこい。ただし何を調査するかは教えない。


　そんな無茶な要求を皇姫が出したなんて──レオンの口からとはいえ、すぐに信じられる内容ではない。


「正直言うと俺もあまり気が進まない。春蕾を天結宮ソフィアに残してることもあるし、何より今回の任務の不ふ透とう明めいさがな。だから適当に見て早々に切り上げるつもりだ」


「それに賛成。で、あとは不時着の方法なんだけど──」


「安心しろ。雷光妖精からの被ひ弾だんは、後々の統政庁からの反発対策だ。機体の損傷レポート用に必要なものだから、一いち撃げきかすめるくらいで十分。本当に事故で不時着させるようなものじゃない」


「ああ、よかった。僕てっきり本気で飛空艇一機まるまる墜とすのかと」


「ふざけたこと言ってないでさっさと席に座れ」


　はいはい──席の背に手をかけたと同時。


　ジッ、という音を撒まき散ちらし、耐圧ガラスの窓の向こうで閃せん光こうさながらの光の奔ほん流りゆうが奔はしっていった。雷光妖精からの威い嚇かくだろう。


「おっ……と」


　機体がぶれて斜ななめにかたむく。間を置かず、先と同様に天井からは真っ赤な警告色と警報がけたたましく鳴なり響く。


　──損傷報告、機体左さ翼よくの制御機能が限界値の110パーセントに到とう達たつ。


　──損傷報告、動力機関の電圧異常。原因は極度の高電圧負荷により。


「翼つばさに損傷が出て、動力機関は停止。電光文字の表示に音声案内とは本格的ですね」


「ああ、俺もここまでは指示していなかったんだが。天結宮ソフィアの模も擬ぎ訓練並だな」


　落ちついた様子で窓を眺ながめるモニカと、こちらも感心した様子のレオン。


「シェルティス、エリエとは居住区で知り合ったらしいな」


「うん。居住区で一いつ緒しよに働いてたの。機械全ぜん般ぱんにめちゃくちゃ強くてさ、天結宮ソフィアの技師にも引けを取らないくらいなんだから」


　そんな時。


　ばたんと音を立て、機長室の扉が開いた。


「あ、エリエ。いまエリエがすごいねってみんなで話してたところで──」


「…………」


　あれ。聞こえていなかったのかな。エリエにしては珍しく反応がない。


　と思いきや、すたすたと物言わぬまま彼女は通路の真ん中へと歩いていき、その場の皆みんなが座る中央で立ち止まった。


「……本日は皆みな様さまに悲しいお知らせがあります」


　くるりと振ふり返かえり、そして。


「えー実はですね、ちょっと調子乗って雷光妖精の群れに突つっこんだら、妖精さんたち本気で怒おこったみたいなの。めっちゃ全力で攻撃されちゃってさ。つまりね──」


『つまり？』


　するとエリエは、珍しく片目をつむってウィンクし。





「損害報告も機体が斜めに傾かたむいて落下してるのも、模擬じゃなく本物でして。とりあえずこの機体、冗じよう談だんじゃなく墜おちます……えへへ」





　一瞬、何もかもが静まったその後に。


「ちょっと待てぇぇっ────!?」


　何もわかってなさそうなユトを除く全員が、その場で座席から飛とび跳はねた。


「……ああ空がこんなにも綺き麗れい」


「ちょっとエリエ、なに一人で現実逃とう避ひしちゃって。どうするの！」


「どうするも何も空中遊泳に決まってるじゃない。ほい落下傘パラシユート、ユトはあたしと一緒ね」


　ユトに子供用の落下傘パラシユートを背負わせて、それをエリエが自分の落下傘パラシユートと特とく殊しゆなベルトで固定していく。


「ユトのこと任せて平気？　僕が預かろうか？」


「なに言ってんのよ任せなさいって。この落下傘パラシユートだれが作ったと思ってるの」


「今ので逆に不安になったよ!?」


　どうやら彼女のお手製らしき落下傘パラシユートをしぶしぶと背負い、シェルティスは窓から眼下の景色をさっと眺めた。


　先ほどまでの蒼そう空くうではなく、真下に広がるのはどこまでも濃こい緑。


　目的地である浮遊諸島ラグーンの原生林だ。


「じゃ、用意するよ」


　すぐ真横にある非ひ常じよう扉とびらを解かい錠じようするエリエ。


　徐じよ々じよに開く扉。同時、すさまじい勢いで外部の風が機内に吹ふきこんできた。


「適当に落下すれば浮遊諸島ラグーンのどこかには着地できるはず。その先は、近い落下地点の相手と合流するってことで。ではでは行くよユト。いやっほうぅ！」


「やっほー！」


　歓かん声せいを上げて落下していくエリエとユト。


　みるみるその姿が小さくなって……ぱっ、と派手な橙だいだい色いろに塗ぬられた落下傘が広がった。タンポポの綿毛のようにふわふわと落下していく二人の姿に、思わず胸をなでおろす。


「良かった。傘が開けばとにかく二人とも無事だよね」


「よし、次はお前だシェルティス」


　──え？


　心の準備ができないうちに背中を蹴け飛とばされ。





「レオン───ッッ…………おーぼーえーてーろぉおおおおお！」


　頭から真っ逆さまに、シェルティスは真っ青な空を下へ下へと落下していった。





　　　　２





　浮遊諸島ラグーン。


　浮遊大陸の周囲に浮うかぶ島で、大きさは一いつ軒けん家や程度のものから直径数キロに及およぶものまで。一定以上の大きさの島には風力発電用の風車を設置したり、あるいは研究所を設置することもできる。──が、島によって生態系と地質がまるで異なるため、実際に人の手が加えられる条件の島は限られているとされる。


「……ここは原生林が広がる島か」


　浮遊諸島ラグーン全体を覆おおいつくす大木を見み渡わたして、レオンは足下の土を指先でつまんでみた。


　わずかに湿しつ気けを含ふくみ、指先に付着する黒こつ褐かつ色しよくの土。森林特有の湿しめった土だ。


「火山灰でも砂でもない、ただの土────そういうことか」


　口元に剣けん呑のんな微び笑しようをたたえ、背後の少女たちへと振りかえる。


「こっちは大方わかった。そっちはどうだ？」


「ほーい、シェルティスたちの場所わかったよ。ちょっと離はなれてるみたいだけどね」


　ツナギ姿の少女が小さな箱形通信機を抱かかえて顔を上げた。隣となりには、その通信機の画面をじっと見つめる黒くろ髪かみの幼女。


「シェルティスとモニカは一緒にいるみたいだね。ここから西に直線で数百メートルってとこかな。正確には二人の落下傘パラシユートに内蔵してある発信器の位置だから、移動してたりしたらわからないけど」


「十分だ」


　地面に落ちた落下傘パラシユートをざっと見下ろし、レオンは再びエリエへと視線を戻もどした。


「覚えていたらでいいんだが、ここに落下する前、巨きよ大だいな亀裂クレバスがあったのは見たか？」


「見た見た！　あのでっかい割れ目でしょ。ありゃ落ちたら助からないよね」




[image: ]


　浮遊諸島ラグーンを東西に分割する巨大な亀裂クレバス。


　エリエの発信器の位置情報からして、どうやら自分たちは亀裂クレバスの東側。シェルティスとモニカは西側に。それぞれ分断されてしまったらしい。


「合流するには亀裂クレバスを迂う回かいする必要があるな。だいぶ歩くことになるぞ」


「歩くのはあたしもユトも平気だよ。ねーユト」


「ねーエリ姉」


「頼たのもしいな。──行くぞ」


　上空の陽ひの方角をたしかめ、原生林を北に向けて歩きだす。


　目的地は、この巨大な木々の合間を縫ぬって立ちこめる黒こく煙えん。自分たちの乗ってきた飛ひ空くう艇ていが墜つい落らくした場所だ。あれならシェルティスたちの目にも留まるだろう。本当は員章で電メ子ー文ルを送れればいいのだが、さっき雷らい光こう妖よう精せいの電磁場を通過したせいで、員章の機能が不安定になっているらしい。


　だから、あの墜落現場で合流できるかどうかは賭かけになる。


「ねえねえ。そういえばさ、さっき土さわって『なるほどな』って言ってたでしょ。あれってどういうこと？」


「そのままの意味だ」


　ユトと手を繫つなぎながら歩くエリエに、足を止めぬまま右手で足下を指ししめす。


「火山灰でも砂でも岩石でもない。オービエ・クレアの自然区と同じ地質だ」


「ふむふむ」


「さらに、大型の獣けものがいるような様子もない。さっきから羽虫が飛び交ってはいるが、せいぜい虫もそれくらいのようだしな」


「ほうほう。……で？」


「この島。風車にしろ研究所にしろ、人が何かを設置するには最適の島だと思わないか？　建物を建てるにしたって地面が火山灰や砂だと地じ盤ばんが脆もろすぎるし、かといって岩石地帯の島だと硬かたすぎて地面を掘ほれない。そういう意味で、この島は人が何かを施ほどこすには最適な地質のはずだ」


　恵めぐまれた土ど壌じよう環かん境きよう。


　さらに地ち竜りゆうなどの厄やつ介かいな害がい獣じゆうがいないとなれば、島を有効活用しない方が不自然。


「なのに、この島にはまるで人の手が入った様子がない。希少生物がいた場合は島全体を保護することになるが、その場合は浮遊諸島ラグーンの地図に載のせるはずだからな」


　天結宮ソフィアから持参した領空図をひらき、エリエへと手て渡わたした。


「あ、これあたしが機工局でもらったのと同じ？」


「そうだろうな。統政庁が公的に配布している領空図の最新版だ」


　統政庁の領空を示す赤い区域内に、黒点で描えがかれた浮遊諸島ラグーン。


　大小合わせると書ききれない数になるため、領空図には保護島扱あつかいの島と研究所等の施し設せつが入った島だけを地図に載せるという条項ルールが存在する。


「お前も飛空艇で見たはずだが、この島は領空図には載っていない。つまり保護島でもなければ、人が立ち入る島でもないということになる」


　理想的な立地条件を持つ浮遊諸島ラグーン。


　だがそれは──統政庁の地図に記き載さいのない知られざる島。


「つまり……こんな立地条件の整った島を、どうして統政庁がほったらかしにしてるのか。それが気になるってわけね」


「あくまで推測だがな」


　だがおそらく間ま違ちがってはいまい。そう考えることで、皇おう姫ひが任務目的を最後まで曖あい昧まいにした理由も説明がつくからだ。


「二人とも気を抜ぬくなよ。何かあるぞ、この島には」
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「あーもう、レオンの奴やつ！　飛空艇から人のこと蹴け落おとしてくれて！」


　しぼんだ落下傘パラシユートを背中から取りはずし、シェルティスは身体中についた木この葉はを払はらい落とした。


　蹴落とされて頭から原生林に落下。かろうじて落下傘パラシユートが開いてくれたは良いものの、体勢を崩くずしたまま木々の枝に突っこんだせいで身体中が木の葉まみれだ。


「お互たがい、命があっただけでも運が良かったな」


　落下傘パラシユートを丁てい寧ねいに折りたたむモニカ。


「どうやらこの近くにいるのはわたしとお前だけ。残りのレオン隊長と……あとエリエとユトだったか。無事ならばいいんだが」


「そうだね。レオンは落下傘パラシユートなしで飛び降りても平気なくらい頑がん丈じようだから大だい丈じよう夫ぶ。問題はエリエとユトの二人だけど、二人ともレオンと合流してると思うんだよね」


「なぜそう思う？」


　疑問口調の彼女に、シェルティスは彼女が抱えたままの落下傘パラシユートを指さした。


　ベルト部に取りつけられた小型の機器。黒くろ塗ぬりの長方形状で、中央の小さなランプが緑色に点てん滅めつを繰くり返かえしている。まるで何かを発信しているかのように。


「発信器？」


「さっきエリエが、この落下傘パラシユートは自分が作ったって言ったでしょ。あの子、こういう発信器とか通信機とか大好きだから。おおかた最初にこの発信器作って、それを試したくてこの落下傘パラシユートも作ったんじゃないかな」


「……筋金入りだな」


　点滅する発信器を眺ながめ、半分あきれた面持ちでモニカが苦笑。


『ならば二人がレオンを見つけて合流してると考えた方が良いでしょうね。さらに言えば向こうは私たちの場所も特定してるはず。闇やみ雲くもに動かず、ここで三人を待ちますか？』


「うーん、そこで迷うんだよね」


　腕うで組ぐみした姿勢で、さらにその指先を額にあてて島の地形を思いうかべた。


「たしか僕たちが落ちていく時、東の方におっきな亀裂クレバスがあったよね。で、レオンたちの落下傘パラシユートはそれを越こえた先に落ちてたみたいだから」


　ここで三人を待つならば、三人はその亀裂クレバスを大きく迂回してここまで歩かなくてはならない。だがその三人の中にはエリエやユトも含まれている。


『レオンはともかく、一いつ般ぱん人じんの女の子二人を原生林のなか長時間歩かせるのは勧すすめられる案ではないと。……なるほど、これは私の思し慮りよ不足でした。彼女たちに負担をかけないためには、私たちの側からも積極的に動いた方が良さそうですね』


「そういうこと」


　落下傘パラシユートに取りつけられた発信器を外し、それだけをポーチにしまっておく。こうすれば自分たちの移動がエリエにも伝わるだろう。


「決まりだな」


　北の方角、真っ青な空へと上る一筋の黒煙をモニカが見上げた。


　飛空艇の墜落地点。ここからは距きよ離りがあるので正確ではないが、亀裂クレバスを迂回して、ちょうど自分やレオンたちの中間に位置しているように思える。


「墜落地点ならば煙けむりを目印に進めばいいし、おそらくレオン隊長からも見えているはず。合流地点として最適──向こうもそう考えているところだろう」


「じゃ、向こうが心配だしさっそく出発しよっか」


「そうだな、レオン隊長がついてるとはいえ、あの二人は一般人だから」


　真ま面じ目めな顔で考えこむモニカの姿に、シェルティスはこっそりと苦笑した。


「僕が心配なのはレオンの方なんだけどね」


　それはもう、色々な意味で。
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「ラン、ラン、ラララン、ランラン、ラン」


「わー、ハイキングだよエリ姉！　楽しいねー」


「…………」


「うーん、こういう自然いっぱいの場所も悪くないね。この前は自然区のバーベキュー出来なかったけど、この島なら平気かな？」


「ユトお肉たべたいー」


「……二人とも、もう少し緊きん張ちよう感かんを持ってくれないか」


　ぴたりと足を止め、レオンはげっそりとした声でつぶやいた。


「え、緊張感あるよ。これでも普ふ段だんの三割増でおとなしいもん。ねーユト」


「ねーエリ姉」


　手をつなぎ、仲よく二人でうなずきあう少女たち。


　……新手の拷ごう問もんか？


　口数の少ない春蕾に慣れてしまったせいか、後ろで騒さわがれると気になって仕方ない。かといって完全に後ろを無視するわけにもいかないのが辛つらいところだ。


「まあいい、疲つかれて歩けなくなるより多少はマシだ」


　前向きに事態を捉とらえることにして、レオンは再び進行方向に向かって歩きだした。


　──問題はこっちか。


　薄うす暗ぐらい褐かつ色しよく混じりの葉にさえぎられ、原生林の内部は進めば進むほど陽の光が弱まっていく。今はもう地面に自分たちの影かげすら見えなくなってきたほどだ。


「あいた！」


　不意に、背後で少女の悲鳴。


「……痛いったぁ」


「エリ姉ころんだの？　だいじょうぶ？」


　地面に前のめりにつんのめったエリエと、それを心配そうに見つめるユト。


「平気か？」


「……うん、ちょっと足引っかけたみたい」


　泥どろのついた膝ひざをさするエリエ。


　彼女が指さすのは地面から突つきでた大樹の根だ。相当古い原生林らしく、周囲一帯の木々もみな十メートル以上に育った大樹ばかり。その根も岩のように太く硬いため、足を引っかければ今のように転てん倒とうや捻ねん挫ざもありうるだろう。


　しかもそれが、網あみ目めのように複雑に地面から突きでているから始末が悪い。


「よし……行けるよ、行こう行こう」


　よろよろと立ちあがるツナギ姿の少女。心配そうに見つめる黒くろ髪かみの幼女を前にして、気き丈じように笑顔を作ってみせる。そんな姿に──


「じっとしてろ」


　当人の返事も待たず、レオンはエリエをひょいっと抱かかえ上げた。目を丸くする彼女を背中に負おぶって、そのまま何事もなかったかのように歩きだす。


「わっ、わっ、もしかしてあたし男の人に負ぶわれてる？　うわー、なんか新しん鮮せんな感動！」


「こら、はしゃぐな」


　背中で再び騒ぎだす少女をしかりつける。


「だってシェルティスにもされたことなかったんだもん。ユトは肩かた車ぐるましてあげるのに、僕は背が高くないからエリエは無理だって言うんだよ？　だからちょっと感動してるの」


「あいつは体格的に貧弱だからな。安心しろ、俺が鍛きたえさせておく」


　足下の根と頭上の枝を避よけながら一歩一歩進んでいく。


「お前はだいじょうぶか？」


「ユトへいきー。楽しいよ！」


　複雑に突きでた木の根をぴょんぴょんと飛とび跳はね進んでいく黒髪の幼女。


　……とりあえず、二人まとめて背負わずには済みそうだな。


　しんと静まりかえる木々に囲まれて。相変わらず騒がしい二人の少女を連れ、レオンは樹海を奥へと進んでいった。
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「くくしゅん！」


　しんと静まりかえる木々に、少年のくしゃみする声がこだました。


「なんだ、妙みようにおかしなくしゃみだな」


「……噂うわさされてる気がする」


　それも絶対、理り不ふ尽じんな噂だ。良い噂じゃないに決まってる。


「レオン隊長か」


　隣となりを歩くモニカが半分呆あきれ顔がおで苦笑い。


「まったくレオンの奴」


　大きく息を吐はきだして、シェルティスは突きでた木の枝を潜くぐりぬけた。


　……これ、結構進むの時間かかるかも。


　自分たちが落下したのは比ひ較かく的てき木々の少ない地点だったらしい。最初は見えていたはずの蒼そう天てんが、今は黒こつ褐かつ色しよくの葉にすっかり姿を消している。


　足下には岩のような木の根。頭上には尖とがった枝。足下と頭上を同時に警けい戒かいしながら、道無き道を進んでいくという強行軍だ。


「やはりわたしたちも動いて正解だな。この道は彼女たちには辛いはずだから」


「そうだね。レオンはそういうとこ妙に気配りできるから、あんまり辛かったら休ませてあげることはしてると思うけど……ちょっとこの森はしんどそう」


　自分に誰だれより厳しい男だが、部下や弱い立場の人間に対しての配はい慮りよは決して怠おこたらない。あの銀ぎん髪ぱつの剣けん士しはそういう男だ。対たい人じん恐きよう怖ふ症しようの春蕾がレオンに心を開くのも、もしかしたらそれが一因かもわからない。


「レオン隊長とお前は、いつもそんな仲なのか？」


　ふと、思いだしたようにモニカが横顔を覗のぞきこんできた。


「そんな仲って？」


「仲が良いのか悪いのか、本当にふしぎな仲なんだな」


　まじまじとこちらの顔を見つめるモニカ。その表情はどこか楽しそうで。


「飛ひ空くう艇ていからレオン隊長がお前を蹴け落おとした時には不仲かと思ったんだが……考えてみれば、この任務でレオン隊長がお前を誘さそったのはお前を評価しているからだろうし。それに今の『気配りができる』のようなお前の発言も、口ではレオン隊長のことを悪く言いながらも、根っこの部分では相当強い信しん頼らいがあるように見えるし」


「昔からの競争相手だよ」


　目に触ふれそうになった枝を手で払はらいのけ、木々の中を進んでいく。


「天結宮ソフィアに入る前からの知りあいってのは話したよね。二人でどっちが先に千年獅になれるかって競争してたけど、レオンが千年獅になった今も僕はまだ護士候補生」


「……羨うらやましいな」


　その横で、足下の根を跳ちよう躍やくで飛びこえていくモニカ。


「何が？」


「そういう、昔からの知りあいが天結宮ソフィアにいるというのが。わたしにはいなかった」


　そして。





「巫み女こ見習いとして修行していた時からずっと一人だ」





　隣から聞こえていた足音がぴたりと止やんだ。


　──モニカ？


「巫女見習いって……あの、巫女になるために浮ふ遊ゆう大陸中から選ばれた？」


　かつてはユミィも通った道だ。


　浮遊大陸では赤子が生まれると、特とく殊しゆな機器によって内在する沁力の絶対量を計測する。その数値が基準値を超えた少女が、幼いうちから巫女見習いとして選せん抜ばつされて天結宮ソフィアで修行することになる。


　居住区においては、巫女見習いに選ばれるだけで大変な名めい誉よとされている。なにしろ、浮遊大陸の象しよう徴ちようである巫女になれる唯ゆい一いつ開かれた道なのだから。


「もっとも、わたしは最終脱だつ落らく者しやだがな。……巫女になれなかった落ちこぼれだ」


　乾かわいた笑みをうかべ、再び少女が歩き始める。


『ちょっと待ってください。いま最終脱落者って言いましたよね。最終ってことは、大聖堂の最終試験まで残ったってことですか？』


「そうなるのかな。新しい巫女を選ぶ最後の三人にまで残ったから」


　さらりと告げる彼女の言葉に、シェルティスはなかば言葉を失った。


　……それって凄すごいことじゃないか。


　何百、何千人という単位で集められてくる巫女見習い。だがそのほとんどは、修行一年目で自らその名誉階級を辞退すると聞いている。


　あまりに過か酷こくな修行のために。


「詳くわしく知らないけど、本当に修行辛いんでしょ」


「七歳の時に天結宮ソフィアに連れられて、八年ちょっとか。……そのうち半分はずっと生死の間をさ迷っていたと思う。意識を保ったまま氷の中に生き埋めにされて仮死状態にされる──氷結鏡界に耐たえるための初期訓練がそれだ。とりあえずそれが一番楽な訓練だった。その後は……思いだしたくないな」


　ペキッ。地に落ちた枝を踏ふみつけて進んでいく少女。


　彼女の背中と桜色の長ちよう髪はつをじっと見つめ、シェルティスもその後を追いかけた。


「三年前が最終試験だった。大聖堂という場所で説明を受けた後、同じく最終選考に残った二人と一いつ緒しよに天結宮ソフィアの最上階に連れて行かれたんだ」


　天結宮ソフィア291階、『楽園』と呼ばれる最上階。


　皇おう姫ひをはじめとして、巫女が実際に氷結鏡界の祈いのりを捧ささげている場所だ。


「巫女の最終試験が何か知ってるか？」


「……ううん」


「単純な試験さ。実際に氷結鏡界の結界を自分で支える試験だ。それができるかできないかで、巫女になれるかどうかが決定する……そして、わたしはそれができなかった」


　一いつ拍ぱくの空くう隙げきを余よ韻いんとして、彼女は絞しぼりだすように告白した。


「落ちたわたしが言うのも変だが、最終試験に臨んだ三人は誰が選ばれてもおかしくなかった。事実わたしが巫女になると予想していた者もいたらしい。だが最終試験でわたしは落ち、その日のうちに巫女見習いの地位を返上した」


「……変なこと聞くけどさ、たまたま調子が悪かったとかはないの？　最終試験に残るくらいの候補生なら再さい挑ちよう戦せんすればもしかしたら」


「修行でも伸のびにくいものがある」


『沁力の絶対量ですね』


　沈ちん黙もくしていた機械水晶イリスが、彼女の意思を汲くみとるように言葉を継ついだ。


『沁力は一つの波であると表現されます。波形が安定しているほど結界系の術式に強く、波の周期が速いほど遠視や念話などの領域系に強い。巫女の修行は主にこの二つの強化です。つまり波長が乱れぬよう安定化させることと、波長の周期を速めること。けれど修行によっても変わりにくいものがある。それが──』


「波の『大きさ』、つまり沁力の絶対量だ。……わたしには最後まで氷結鏡界を支えきるだけの沁力量がなかった。わたしが十五歳の時だった」


　自分の手の平を見つめる彼女。


　沁力量を埋めるため、他のあらゆる系統を鍛えることで最終試験まで残ることができた。けれどその溝みぞを、彼女は最後まで補いきることができなかったのだ。


「そして当時の最終試験で、結界を見事に二十四時間祈り続けることができた少女が今の巫女の第四位──春蕾シユンレイ・ピア・ヌクレネン、彼女だ」





〝…………あ、あ……の、……〟


〝お久しぶりです春蕾さま。お元気そうで〟





　巫女である春蕾が、格下の階級であるはずの護モ士候ニ補生カにああも萎い縮しゆくしていた理由。


「……そうだったんだ」


　かつては競争相手であり、同時に、苦しい修行に耐えた巫女見習い仲間であった二人。


　巫女見習いとして顔見知りだったモニカが自分の下に就つく部下として現れた時、春蕾はどれだけ驚おどろいたことだろう。


『失礼なことを聞くようですが、最終試験に落ちて巫女に嫌いや気けがさしたのですか？』


　やわらかな言葉づかいで、けれど機械水晶イリスが聞いたのは、彼女の内面を鋭するどく抉えぐるであろう問いだった。


『沁力量が足りなかったことはわかりました。けれど最終試験まで残ったほどの技量ならば、あなたの沁力の術式は疑いようのないレベルです。巫女になることは叶かなわずとも、他の巫女見習いを育てるような要職だってあるわけでしょう？』


　機械水晶イリスの疑問は当然だ。


　沁力に長たけた者ならば天結宮ソフィアで職に困ることはない。なのにわざわざ、彼女はそういったことを全て捨てて護士候補生になっている。


『巫女見習いで八年も生活していたあなたにとって、身体からだを酷こく使しする護士に転職することは容易でなかったはず。わざわざ苦しい道を選ぶ理由が機械わたしにはわかりません』


「……わたしが巫女見習いだった頃ころに、憧あこがれていた護士の少年がいた。それだけだ」


　少しだけ恥はずかしそうに。


　少しだけ懐なつかしさにあふれた声で、少女は教えてくれた。


「誰よりも朝早くに外で剣けんを振ふっていて、わたしが巫女見習いの修行を終えた後もずっと剣の練習をしていた少年がいたんだ。……そのひたむきな姿に、なんだかすごく勇気づけられてた気がして。だから彼のようになりたくて、巫女になれなかった時は護士になろうって決めてたんだ」


　早朝の自主訓練に、昼間の教官との訓練。


　そして夜間、誰もが寝ね静しずまった頃に一人で剣の訓練。一日のトレーニング時間をざっと推おし量はかり、シェルティスは反射的に声をもらしていた。


「それかなり凄い練習量だと思う。だって昼間の一いつ般ぱん訓練以外の自主訓練だよね？」


　──誰だろう？


　そんな馬ば鹿かみたいな努力家は、当時は自分とレオンくらいのものだと思ってた。それほどの人間がほかにいたなら、自分も記き憶おくに残っていてもおかしくないのだけれど。


「すごい人だった。たった十四歳で幹部級の錬護士にまでなった双剣使いの少年だ。……けれどもう何年前かな。穢歌の庭に堕ちて殉職したという噂を聞いた時は、本当にショックで眠ねむれなかった」


「────けほっ！」


「おっ、おい。いきなり何をむせている？」


「だ、だって……あっ、わわっ！」


　地表に張はり巡めぐらされた木の根に足をとられ、シェルティスはその場で頭から転てん倒とうした。


『シェルティス格好悪いです』


「……察してよ」


　地面に四よつん這ばいになった姿勢のまま、瞼まぶたをとじて深呼吸。


　……そっか。


　……たしかに、そんなの一人しかいるわけないか。


　十四歳で錬れん護ご士しになった双剣使いの少年。馬鹿みたいな剣の練習量。間ま違ちがいない、天結宮ソフィア広しといえどそんなのたった一人しかいない。





　……それは、三年前の僕のことだ。





　夢にも思わなかった。


　ユミィはともかくとして、自分みたいな駆かけだしの護士を見てる人がいたなんて。


「じゃあ、モニカが僕に道案内してくれたのも」


「ああ。悪く思わないでほしいんだが……その……彼と雰ふん囲い気きが似てたから。なんだか放っておけなくて」


　頰ほおをほんのりと朱しゆに染めて、決まりの悪そうな表情で顔をそむける彼女。


「か、勘かん違ちがいするなよ！　わたしは別にその人と比べてお前がどうとか、そういうつもりはないんだ。彼と似てなかったら道案内しなかったとか、そういうことじゃない。どのみち困ってる護士候補生を放っておくつもりはなかったから」


「うん、それはわかってる」


　道に迷っているのが自分じゃなかったとしても、彼女はきっと声をかけていた。自分の場合、それがたまたま「彼女の憧れていた少年」と似ていただけの話だ。


　……似てるはずだよ、本人なんだもん。


　溜ため息いきとも苦笑ともつかない息が自然とこぼれた。


　──言えない。自分がその時の少年だとは言えない。


　それはここに来る前、機械水晶イリスとも話し合って固く誓ちかったこと。


　穢歌の庭エデンに堕おちたという噂を彼女が知っているならなおさらだ。ただでさえ天結宮ソフィアの上層部は、魔ま笛てきを宿した人間が再入宮したということを公にはしたくないはず。それを自分が広めてしまえば今度こそ強制除じよ籍せきもありえるし、それは最悪、モニカの立場も危うくしかねない。


「……だいぶ、暗くなってきたね」


　木々の葉に隠かくれた上空。わずかに差していた青い木こ漏もれ日びも、いつしか紅あかい夕焼けへ、夕焼けから灰色混じりの薄はく暮ぼへと変わっていた。それと共に、飛ひ空くう艇ていから立ち上っていた細い黒こく煙えんも徐じよ々じよに空の色と見分けがつかなくなっている。


「目印の煙けむりがほとんど見えないな」


　目を細めて北の空を見上げるモニカ。


『未知の浮遊諸島ラグーンにおいて夜の探たん索さくは危険です。特にこういった未開の森は、昼と夜とで生態系が一変することがある。火をおこし、今日はここで休んだ方がいいでしょう』


「そうだね、本当は少し拓ひらけた場所があるといいんだけど」


　鱗うろこのように分厚い樹皮の大樹がどこまでもそびえたつばかり。


「仕方ないだろうさ」


　比ひ較かく的てき平らな岩に腰こしをおろし、モニカがふっと頭上を見つめた。生おい茂しげる樹木の枝をこえた先にある、灰色混じりの夕焼けを。


「……雨雲はなし。こんな森の中じゃなければ星空が見えたのに、残念だ」





　　　　３





　パチ……パチ、火ひの粉この爆はぜる乾かわいた音。


　赤く輝かがやいては揺ゆれる炎ほのおに照らされて、夜の樹海がぼんやりと浮うかびあがる。


「わー、キャンプファイアーだよエリ姉！」


「うーん素敵。こういう場所で野宿ってなんだかワクワクするのよね」


　焚たき火びに近づいては逃にげるのをくり返す二人の少女。


「足の具合はどうだ？」


「うん、おかげさまで大だい丈じよう夫ぶみたい。明日あしたは一人で歩けるよ」


「それは何よりだ」


　自分の膝ひざを叩たたいてみせるエリエ。そんな彼女の底そこ抜ぬけの明るさに、レオンは自分でも知らず知らずのうちに表情をやわらげていた。


　……こういう空気は久しぶりだ。


　護士としての任務でこういった野宿はあるが、誰だれもが千じ年ぶ獅んを前に萎縮して声を発そうとしない。姿勢としてはそれが正しいのかもしれないが、それは結局、部隊の仲間同士の不仲にもつながるのではないか──時々そう思うことがある。


「エリエは、あいつと居住区で知り合ったそうだな」


「シェルティスのこと？　うん、ユトも一いつ緒しよにね。同じ喫きつ茶さ店てんで働いてたの」


「あいつが喫茶店？　……似合わないな」


　エプロン姿の少年を想像してしまい、思わずレオンは吹ふきだした。


「ほとんど雑用と、あと料理長の新メニューの毒味役だけどねー。何だかんだで楽しそうだったよ」


　大きく突つきでた木の根を見つけ、そこにエリエが座りこむ。


「ねね、あたしも一つ聞きたいな。レオンはさ、シェルティスと一緒に千年獅になろうって競争してたんでしょ。でもレオンはもう千年獅になっちゃったよね」


「それで？」


「その先せん輩ぱいからみてシェルティスは千年獅になれそう？　ユミィの護衛になれそう？　ほら、魔笛って巫み女こ様の沁力と反発しちゃうんでしょ」


「……驚いたな、そこまで知ってるのか」


「えへへ、ユミィとも仲よくなっちゃった。今度一緒に遊ぶんだから」


　……シェルティスとユミィの件は知っているわけか。


　それはつまり、この少女があの二人から相応の信しん頼らいを得ていることの証なのだろう。


「で、で、どうなの？」


「仮にも三年前に錬護士まで行ってるからな。剣の腕うでだけ考えてみても、本当ならそこまで飛び級で進んでも文句は出ないさ」


　そして剣の技量以上に、シェルティスの特筆すべき点は彼が宿した強力な魔笛。幽ゆう幻げん種しゆと同じ力を得た少年は、その魔笛によって幽幻種の障しよう壁へきを無効化することができる。幽幻種との相性だけならば天結宮ソフィアでも群を抜ぬいているはず。


「ふむふむ、じゃあいけそうなんだ？」


「──いや」


　しきりにうなずく少女とは対照的に、レオンはたった一度、首を横にふって否定した。


「これは俺自身が痛感したことでもあるが、今のあいつはやっぱり昔の俺と同じだからな。……理解しきれてないものがある。巫女に千年獅がつく理由」


「え？　だから千年獅っていうのは巫女の護衛なんでしょ？」


「もう一つある。俺はそれを春蕾シユンレイから教わった」


　焚き火のなかに枯かれ枝えだを放りこみ、舞まい上がる火の粉をじっと見つめる。


「あたしにはよくわからないけどさ、それってユミィから教えてあげられないの？」


「無理だな、あの二人の距きよ離りは今も『幼なじみ』のままだ。だからユミィも教えられないでいる。シェルティスは基本的に鈍どん感かんだから、誰かが教えてやらないと気づかないんだが……あいにく俺ではうまく伝えられないことだから」


　火の爆ぜる音を聞きながら、レオンはしばし目を閉じた。


「誰か、巫女の本当の姿を理解してる人間がそばにいればいいんだが」
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　パチ……ッ……チッ……


　火の粉が踊おどるように宙を舞い、地に落ちる前に消えていく。木の葉を下に敷しきつめ、その上に枯れ枝を組んだだけの簡易な焚き火だ。


「────」


　木の葉を地面に敷きつめて腰をおろし、大樹の幹に背を預ける。曲げた両りよう膝ひざを左右の腕で抱かかえる体勢で、シェルティスは正面に座る少女をそっと盗ぬすみ見みた。


　焚き火を挟はさんで正面に座るモニカ。


「眠れないのか」


　そんな彼女が、視線はそのままに唇くちびるだけを動かした。


「いまはわたしが見張りの時間だ。それとも、わたしが見張っているのでは不安か？」


「そんなことないけどさ。……眠れないだけ」


「そうか」


　それきり、再び彼女が沈ちん黙もくする。くり返される炎の揺らぎと火花の音。ただそれだけが時間の流れを感じさせる、そんな静せい寂じやくがその場に満ちて──


　……部隊を組むのって難しいや。


　膝を抱えた恰かつ好こうでシェルティスは顔を上げた。


　部隊の仲間と、いったいどれだけの距離を保てばいいのだろう。話題を投げるにしても個人的なことには踏ふみこめないし、かといって表面的な話題だけだと行いき詰づまる。


　思えば、三年前は常にレオンと組んでいたから軽い冗じよう談だんも喧けん嘩かもできた。


『本当はこっちが真実の姿なんですよ』


「……うん」


　付きあいも長く腕の立つレオンのような男が同じ部隊にいるなんて、普ふ通つうない。部隊の意い思し疎そ通つうが上う手まくいかない時もあるし、互たがいに足を引っ張ってしまうこともある。任務に失敗することだって珍めずらしくない。


　今こうして二人だけの部隊、それも異性の仲間と一緒になって初めてわかった。部隊のメンバーと行動を共にすることがどれだけ難しいことなのか。


「眠ねむる気がないなら一つ聞いてもいいか」


　手元に十字昆ロザリオを置いた状態で、じっと焚き火を見つめる彼女。無理に答えなくてもいいんだが──そう小声で前置きして彼女は、


「レオン隊長とも知りあいなら、お前もやはり千年獅が目標なのか？」


「……そうだね」


「それは、なりたい理由が明確にあるのか？　ならなくちゃいけない理由が」


「守るって約束した巫女がいるから」


　一いつ瞬しゆん、彼女はきょとんとした目でこちらを見て。そしてその一いつ拍ぱく後に、


「……天結宮ソフィアの入隊面接で言ったら試験官の目が丸くなる答えだな」


　そう言った彼女自身が、可お笑かしくてたまらないといった様子で小さく吹きだした。


「言ったよ、笑われた」


「当然だ。だってそんな答え、まるで巫女の一人と知りあいのような言い方じゃないか」


　……ユミィと幼なじみ、っていうのは言わない方がいいんだろうな。


　彼女との間あいだ柄がらを公開したところでユミィに迷めい惑わくがかかるだけだから。


「いや、笑うのは失礼だったな。すまない……ただ、お前に似合わない台詞せりふだなと思って」


　口元の微び笑しようを隠すようにモニカが横顔を向ける。


『あ、それは私も同感です』


「……僕だって言うの恥はずかしいの。自覚してるんでほっといてください」


　焚き火に小さな小石を投げこんで、火の爆ぜる軌き跡せきをじっと追いかけた。


「だけどシェルティス、お前の理由はそれが一番なのか？　ほかには？」


「特にないかな」


　続けて訊たずねてくる彼女に、今度は首を横にふった。ユミィが巫女にならなければ自分はきっと護士にもなっていなかっただろう。本当にそれが全てだから。


　けれど──


「一つだけ言わせてほしい。……別にお前の理由を否定するつもりじゃなくて、覚えておいてもらいたいことがある。同じ護士候補生としてじゃなくて、巫女見習いの端はしくれだった者としての正直な気持ちだ」


　その決意も何もかも、彼女の次の言葉の前に霞かすんで見えた。





「わたしが巫女なら、巫女を守りたいと思うだけの人間を千年獅に選ぼうとは思わない」





「…………それはどうして」


「そんな人間、巫女のことを何もわかってないも同然だからだ」


　張りつめた空気をあっさり切きり裂さくほど鋭するどい言葉で、かつて巫女見習いだった少女は淡たん々たんと告げてきた。


「幽幻種との戦いの前に、巫女が二十四時間常に戦っている相手はなんだと思う？」


「……相手？」


「苦痛と重圧だ」


　自分自身の過去を思いだすかのように、巫女見習いだった少女は自分の胸元に右手をそえた。


「巫女に心の休まる日はない。巫女になる前──十歳に満たない歳としから、泣なき叫さけびながら氷こおり漬づけにされる修行に耐たえなくちゃいけない。……昼間の訓練を夜中に思いだすだけで気がおかしくなりそうな修行にずっと耐える必要があるんだ」


　モニカの手が小刻みにふるえていた。


　過去の修行を思いだすだけで寒気に襲おそわれる──そんな彼女の様子だけで、どれほどの苦行に耐えてきたのか伝わってくる気がした。


「巫女になってからはそれ以上に苦しい重圧が待っている。自分が浮ふ遊ゆう大陸を守らなくてはならないんだという重圧だ。氷結鏡界を支えている時は言うまでもなく、それ以外でも、幽幻種の出現報告が入ればどんなに体調が悪くても出動要よう請せいが入る。常に天結宮ソフィア内で待機している必要があるから、塔とうの外に行くことも滅めつ多たなことでは許されない。まるで獄ごく中ちゆうのような生しよう涯がい……けれど彼女たちは文句も泣き言も言わずに耐えている」


　日々の修行の苦痛。結界を支えるという重圧。


　そんな巫女たちの悲鳴を居住区の一いつ般ぱん人じんは誰も知らない。それはひとえに、巫女たちが自らの悲鳴を笑顔の裏に必死で隠かくしているからだ。


「天結宮ソフィアの頂上に暮らす巫女は孤こ独どくだ。浮遊大陸を守るために一生を修行と結界の維い持じにささげた彼女たち。そんな彼女たちの苦しみを誰が救える？」


「それは……」


　詰きつ問もんのまなざしで見つめるモニカを前に、シェルティスは声を振ふり絞しぼった。


　同どう僚りようの巫女にはできない。巫女同士では苦しみを共有することで精せい一いつ杯ぱい。悲しみと苦しみを取り除くことができるとすれば、誰より巫女の近くにいる──


「……千年獅？」


「そう。千年獅は巫女を守るだけじゃだめなんだ。巫女の修行の苦痛と孤独を理解して、それをやわらげることの大切さを知った人間じゃないと千年獅はつとまらない」


　巫女になりたくてなれなかった、巫女のことを誰だれより知る少女の言葉。


　……確かにそのとおりだ。


　否定することもできない。まさにモニカの言うとおりだと思ったから。


『そういう意味では、レオンと春蕾の二人は本当に素敵な組み合わせですね』


　機械水晶イリスの言葉にもシェルティスは迷わずうなずいた。


　幽幻種から守るだけではない。臆おく病びようで内気な春蕾を気き丈じようなレオンが上手く補ほ佐さし、時に勇気づけながら傍そばにいる。だから春蕾も、自分の全てをレオンに預けて氷結鏡界の祈いのりに専念できるのだ。


　そしてたぶん、モニカが千年獅になったとしても同じことができることだろう。


　巫女の苦しみと辛つらさを誰より理解している彼女なら、巫女の傍にいてそれを拭ぬぐってやれるはずだから。


　──じゃあ僕は？


　──一いつ緒しよにいたいと願うことだけに精一杯だった自分。


　──今までの僕は、本当に、巫み女この苦しみを理解していたと言えるのか？


　しばし目を閉じて、周囲のざわめきに耳を傾かたむける。


　そして。





「……遠いなあ」





　再び目を開けると共に、シェルティスはその場に仰あお向むけに寝ねそべった。


「……シェルティス？」


「ありがとうモニカ。僕、勘かん違ちがいしてた。千年獅のことも巫女のことも、僕まるっきりわかってなかったかもしれない」


　剣けんの相手だったレオンが千年獅で、幼なじみのユミィが巫女。そんな二人に挟まれて、いつしか千年獅と巫女という存在を当たり前のように錯さつ覚かくしてしまっていた。


「千年獅、本当に遠い場所にあるんだなってやっとわかったよ」


　木々の隙すき間まからわずかにのぞく夜空に向かって手を伸のばす。


　どこまでもどこまでも遠い天球。巫女も千年獅も、それと同じくらい高い場所にある。


　……ごめんユミィ。


　……僕、ユミィを守りたいって思うだけで、ユミィがどれだけ大変なのか知らなかった。


　もしも彼女が巫女見習いのままだったなら、一緒にいたいという昔からの想いで十分だったかもわからない。


　けれど今、巫女になったユミィを支えるには、そんな漠ばく然ぜんとした想いでは足りない。ただ幼なじみだからという理由では、巫女である彼女を支えるには足りないのだ。


「……きっと、僕一人じゃだめなんだよね」


　三年前はレオンという強力すぎる仲間がいたから気づかなかった。部隊の仲間と共に任務に向かい、仲間と共に任務を遂とげる。その難しさ、過か酷こくさ。


　けれど、その積み重ねなくして千年獅にはなれない。


　部隊の仲間を守れない人間が巫女を守れるわけもなく、部隊の仲間と心を通わせられない人間が巫女の苦しみを理解できるわけがないからだ。


　──それが三年前の僕に欠けていたもの。


「とまあ、仮か眠みんの時間に話しかけて悪かったな」


　ふっとモニカが目を伏ふせる。


「だけどどうしても知ってほしかったんだ。わたしと違ちがってお前なら正護士にもなれそうだし。その先にも進めそうな気がしたから、つい言っておきたくて」


　わたしと違って？


　その瞬しゆん間かん。何かに弾はじかれたようにシェルティスは上半身を起こした。


「モニカは？　モニカだって正護士になるために入隊したんでしょ」


「最初に言ったはずだ。わたしは巫女としても護士としても落ちこぼれだって」


　初めて給水場で会話した時も、彼女は同じことを言っていた。


「巫女の最終試験に落ちてからずっと、大事な場面になると身体からだが強こわばってまともに動けなくなるんだ。……たぶん、ここの深いところで治らない傷になってるのさ」


　癒いえない心の傷。


　左手を自分の胸元にそえて、モニカが自じ嘲ちようの笑みをうかべてみせる。


「任務の大事な時に動けなくなってヘマをやらかす女。候補生の間でもそう知れわたってる奴やつなんかどの部隊もほしがらないだろ？　だからこのままずっと──」


「なれるよ」


　彼女のそんな言葉をさえぎってシェルティスは告げた。


　まっすぐ彼女だけを見つめたままで。


「モニカ、夜中一人でずっと十字昆ロザリオの練習してたじゃない」


「あれは……わたしは元々巫女見習いだし、体力だってほかの候補生に劣おとってるから」


「それだっていいんだよ。今回の任務だって成功する」


「なぜそう言いきれる」


　軽はずみなことを言うな──斬きりつけるようにそう告げるまなざしを受けとめて。


「僕がいる」


　シェルティスは、たった一言それだけを告げた。


　理り屈くつも理由も全て空っぽで、だけどその空っぽを埋うめるだけの熱を込めて。


「今回の任務もまだよくわかってないけど、絶対成功させよう。大だい丈じよう夫ぶ、何かあっても僕だってモニカのこと手伝うから」


　宙に舞まう炎ほのおをはさんだ視線の交こう叉さ。


　ややあって。


「馬ば鹿かがつくくらい前向きだな」


　自分から顔をそらし、モニカがふっと口元をやわらげた。


『それだけが取とり柄えですから』


「……モニカもイリスも、褒ほめてるの馬鹿にしてるの？」


「さあな。だけど明日あしたもよろしく頼たのむ」


　膝ひざを抱かかえて目をつむる彼女。


　見張りの交代時間。今からだと、ちょうど夜明けの時刻までだろう。


　しんと静まりかえる樹海の中で。


『良かったですね、曖あい昧まいだった目標が明確になって』


　彼女の微かすかな寝ね息いきを確認して、機械水晶イリスの小声のささやき。


「うん、本当にそう思う」


　千年獅になるという最終目標。その中で──仲間とともに部隊を結成して任務を遂げて、一歩一歩進んでいくという過程が見えてきた。


「さ、明日も頑がん張ばらないと。まずはレオンと合流しなきゃ」


　これが最初の任務。


　……待っててユミィ、絶対、成功させて帰ってくるから。




　断章　『心の鎮まもり』







　静かに、そしてゆっくりと過ぎていく時の流れ。


　限りなく薄うすく引き延ばされた時間の感覚に身を浸ひたし、ユミィはぼんやりと自室の天てん井じようを見上げていた。


〝……考えられる理由は一つだけですね〟


〝大聖堂の扉とびらの審しん問もんにシェルティスが弾かれたのと同じ理由。ユミィ、あなたは五人の巫女の中でも特に沁力が大きい。あなただけがシェルティスの魔ま笛てきと拒きよ絶ぜつし合うのは……あなたの沁力が大きすぎるからです〟


　機械水晶イリスに告げられたエルベルト共鳴の原因。


　強力すぎる魔笛と沁力が重なった時、物理現象すらねじ曲げて生じる放電現象。


「…………」


　エルベルト共鳴の炎に灼やかれて白くなった指先。今もまだ、その指先に触ふれればわずかな痛みが残っている。





〝ユミィ、あなたの沁力の波長はとても大きく美しい〟


〝氷結鏡界を支える巫女として、それはとても喜ばしきことだから〟





　巫女になった日、先せん輩ぱい格にあたる巫女からそう祝福されたのを今でも覚えてる。


　沁力の波長の大きさ、すなわち絶対量。


　なんて、なんて皮肉なんだろう。


　巫女として最も恵めぐまれた素養でありながら、誰より親しい人間と触れあうことを許さない拒絶の原因でもあるなんて。


「…………ユミィ、考え事？」


　しずしずと。朱しゆ塗ぬりの盆ぼんを両手にのせて、織物調の法衣を着た黒くろ髪かみの少女が部屋の奥から顔をのぞかせた。


「お茶……はい」


「ありがとう春蕾」


　煎せん茶ちやのそそがれた湯飲みを受け取り、その縁ふちを両手でそっと覆おおう。


「…………ユミィ、一緒に行きたかったの？」


「うん……でも落ちついて考えてみたら修行の予定もつまってたから」


　明日も明後日あさつても、その次の日も。


　氷ひよう塊かいのうかぶ極寒の水中、その数十メートル下まで重しをつけたまま沈しずめられ、精神状態を極限まで追いこむ訓練。逆に、灼しやく熱ねつの熱砂のなかで体力の尽つきるまで祈り続ける訓練。


　巫女見習いの時から続く、拷ごう問もんのごとき訓練。


　あらゆる精神状じよう況きようにおいても、言うなれば自我が崩ほう壊かいしても氷結鏡界だけは維い持じし続けるための『心こころ鎮まもり』の修道。


　それが巫女に必要なことはわかっている。わかっているけれど、誰だれか、その苦しさを理解してくれる人がいるだけでどれだけ楽になれるだろう。


　たった一言「大変だったね」と言ってくれる、そんな相手。千年獅のいないユミィには、そうしてくれる心の支えがいないのだ。


「でもね、仕方ないのかなって思うの。今はそれでいいの」


「…………？」


　首をかしげる春蕾に。


　かすかな微び笑しようをうかべ、ユミィは部屋の天井を見つめた。


「いまは、アイツが天結宮ソフィアに戻もどってきてくれただけで嬉うれしいから」


　拒絶しあう魔笛と沁力、傷つきあう二人の指先。何も変わってないようだけど、二年前とはたしかに違う。それは、天結宮ソフィアにあの少年が帰ってきたことだ。





　たとえ世界の理ことわりが許さないとしても──


　たとえ手と手を重ねられないとしても、言葉は届く。





「シェルティスが正護士になるために頑張ってるのはわかってるもん。だから、わたしができるのは巫み女ことして頑張ることかなって。アイツの魔笛のことは、また少しずつ考えても遅おそくないはずだから」


　巫女として、この塔とうの最上階で。


　あの少年がここまで上ってくるのを待つ。それが何よりの信しん頼らいの証だと思うから。


「…………うん」


　小さな笑みを浮うかべ、春蕾は朱塗りの盆をすっと差しだした。


「…………お茶、おかわり持ってくる？」


「あ、じゃあお願いしちゃおっかな。今度は少しだけ砂糖入れてもいい？」


「…………それは邪ダ道メ」




　第四章　『禁断水すい晶しよう』
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　生おい茂しげる樹木のすきまから差しこむ陽ひ。うっすらと明るさを増していく樹海のなかで、木々の発した蒸気が朝あさ靄もやとして立ちこめる。


「うーん。夜の森って神秘的だけど、朝の森もなんだかいいわねー。ちょっと木の匂においが強いけど」


「エリ姉、さっきこーんな大きい蝶ちよう々ちようがいた！」


　両手を上に伸のばして気持ちよさそうに深呼吸するツナギ姿の少女。その横では、黒髪の幼女が相変わらず笑顔で飛とび跳はねている。


「こらお前たち、勝手にどんどん進んでいくな」


　目を離はなした途と端たんに駆かけだそうとする二人を追いかけてレオンも足を速めた。


　……しかし元気な奴らだ。


　夜は夜で一晩中さわいでいた彼女たち。あの活力がどこからわいてくるのやら。


「あ、飛ひ空くう艇てい見えたよ！」


　苔こけむした木々の幹の間に見える銀色の機体を指さすエリエ。


「ここで待ってればいいんだっけ？」


「ああ、夜のうちにシェルティスの員章宛あてに電メ子ー文ルを送っておいた。どうやら俺たちの方が早く着いたらしいな」


　飛空艇をぐるりと一周してみるも二人の姿はない。


「……思ったほど損傷が激しいわけじゃなさそうだな」


　大樹をなぎ倒たおして横たわる銀色の飛空艇。


　雷らい光こう妖よう精せいの攻こう撃げきを受けたというが、それらしき外傷はどこにもない。せいぜい落下の衝しよう撃げきで塗と装そうがはがれてしまっているくらいだろう。


「そりゃそうよ。墜ちたのだって単に動力機関の電圧不良だもん」


「そんなことで墜ちるのか？」


「機械は敏びん感かんなの。でもちょっと調べてみる。一晩空けたからもしかしたら動くかもね。無理でも救難信号くらいは出せるはずだから」


　言うなり、こちらの返事も待たずに飛空艇の内部へと入ってしまう少女。


　……艇は任せるとして、俺の方はお守もりか。


「あのね、ユトあっち行ってみていい？　すごい大きな木があるよ！」


　つんつんとズボンの裾すそを引っ張ってくる幼女を見下ろし、レオンは溜ため息いきをついた。


「俺もついていく。飛空艇からあまり離れない場所までだぞ」





　計測機器、正常範はん囲い内。


　動力機関内電圧、正常値に修正。動力機関──駆く動どう率りつ八十パーセントまで復旧。


「なんだ余よ裕ゆうじゃん。うん、良い子良い子」


　操縦席に取りつけられた計測器を撫なでてやり、エリエは手に塡はめていた絶ぜつ縁えん軍手を窓際に放り投げた。動力機関を調べた時に漏ろう電でんの心配から塡めていたものだが、どうもそんな不安も杞き憂ゆうに終わったらしい。あまりに正常すぎてむしろ拍ひよう子し抜ぬけしたほどだ。


「エリエ」


　振ふり向むけば、そこには銀ぎん髪ぱつの青年の姿。


「あ、ちょうど良かった。あのね飛空艇動きそうだよ」


「それは何よりだ。……が、それとは別にこっちの方で別の案件が見つかった。ユトも待ってるから一度外に来てほしい」


　用件だけ告げて自分から操縦室を出て行ってしまうレオン。


　はてなんだろう？


　首をかしげつつも、エリエも操縦室を後にした。


「あ、エリ姉！　すごいよー、大発見！」


「どうしたのユト」


　飛空艇の昇タ降ラ梯ツ子プから降りていくと、ちょうどユトがレオンと一いつ緒しよに歩いてくるところだった。


「で、どうしたの。案件て？」


「お前が飛空艇を確認してる間に周りの状況を見てきた。で、この原生林──何か気づかないか？」


「なにかって言われてもなあ、あたし生物とか詳くわしくないから」


「特にあの方角の木だ」


　レオンが指さす方向は──大樹が群生する原生林で、なかでも一際背の高い老木が立ちならぶ一帯。十数本だろうか、まるで小高い山のように原生林から突つきでている。


　それも、まるで何かを取り囲むように円形に。


「およ？」


「そうだ、あの場所だけ背の高い木が妙みように密集してるだろ。それが気になって近づいてみたんだが……これは実際目で見せた方が早いな」


　レオンがコートをひるがえす。


「あ、ちょっと、飛空艇でシェルティスたち待たなくていいの？」


「シェルティスとはさっき連れん絡らくがついた。もう少しで到とう着ちやくするらしいが、到着次第こっちの探たん索さくに合流するよう伝えておいた」


　何かあるのかな。


　興味半分、疑問半分の心境でレオンとユトの後をついていく。


「しかし実際、これを見つけたのはユトだったんだがな」


　老木をかき分けるように進んでいた青年の足がぴたりと止まる。


　…………これは。


「研究所？」


　鼠ねずみ色いろの壁へき面めんをした長方形状の建造物。窓も飾かざりも何一つない壁面は緑一色に苔むして、まるで周囲の森と同化するように。


「あれ、でも待って。こうやって研究所があるってことはだよ、統政庁の領空図にもこの島が載のってないとおかしいじゃん」


「だから、それが怪あやしいんだ」


　眼前の建物を睨にらみつけるレオン。


「無人島に建てられた研究所、それも窓一つない完全密みつ閉ぺい型。大樹の枝葉に隠かくされ、壁面は緑の苔で擬ぎ装そう。空中からじゃまず見つけることはできないだろうな……さて、統政庁は何を考えているのやら」


　ざっ──地面を蹴けるように強く踏ふみだし、銀髪の剣けん士しが建物の正面まで歩いていく。


「正面に扉とびらはなしか。まあいい、とりあえず中に入れそうな場所を探すぞ。俺は右から、エリエとユトは二人で左周りに頼たのむ」


「了りよう解かい、それで一周しろってことね。んじゃユト行くよ」


　レオンに背を向けて、こちらはユトを連れて建物の左手へ。


「……しっかしまあ、よくこんなの見つけたねユト」


「えへへ、すごい？」


「いやーこりゃ気づかないわ。近くまで来ないとまずわかんないもん」


　さて扉、扉と。


　壁面をじっと凝ぎよう視ししながら歩を進めていく。が、壁面の上下左右、どこを見回しても入口らしきものはない。長時間の風雨によって色いろ褪あせた鼠色の壁面……そこから考えるに、ここ一、二年で新設されたというわけではなさそうだが。


　一つ目の角を曲がって二つ目の壁面。


　そこも最初の壁かべとまるで同じものだった。窓ガラスも装そう飾しよくもない、あるとすれば苔にくわえて緑色の蔓つるがびっしりと生はえているぐらいのものだ。


「あちゃー、こりゃお手上げっぽい。レオンの方は何か…………」


　ふと、隣となりが妙に静かなことに気づいた。


　…………ユト？


　黒くろ髪かみの幼女が、一つ目の角を曲がった直後の場所で足を止めていた。全身、微び動どうだにしない。まるで瞬またたきも呼吸も止めているかのように。


　その琥こ珀はく色いろの双そう眸ぼうだけが、まるで何かを感知したかのように輝かがやいて。


「ユ──」


　声をかけようとした時。





「ここか」





　風の通りすぎる音かもわからない。だがエリエには、幼女の唇くちびるがたしかにそう呟つぶやいた気がした。その一いつ瞬しゆん後、ユトの左手が陽炎かげろうのようにゆらめいて──


　ッッッッォォッォォッッッッッッッッ


　獣けものがむせびなくような音を響ひびかせて、継つぎ目め一つなかった壁面が内側に沈しずみこんでいく。がこん、と壁面が沈みきったその後に、大人一人が通れるほどの穴が空いていた。


　隠し通路？


「エリ姉、こっちこっち、すごいよー」


「え？　あ、……ああ、うん」


　ユトの幼げな声に呼ばれ、ようやくエリエは我に返った。……さっきのユトの声はあたしの空耳？


「すごい、隠し通路じゃない。どうやって見つけたのよ!?」


「んー……なんとなく」


　すると本人は唇に指先をあてて。


「ユトよくわからない。壁が綺き麗れいだったから」


「あ、なるほど、ここだけ苔が生えてなかったっぽいね」


　他の壁面と違ちがってここだけは可動式のため、苔がつきにくかったのだ。ユトもそんな理り屈くつまで考えたわけではないだろうが、たまたまそれが目についたのだろう。


「そっちはどうだ、何か見つけたか」


　ひょっこりと、奥の角から銀髪の青年が顔をのぞかせた。


「あ、すごいよ！　ユトが隠し扉見つけたの！」


「ほう。さっきの研究所の発見といい、お前は見所があるな」


「えへへー」


　レオンに頭をなでられて、幼女が嬉うれしそうに目を細める。


「俺も向こうの角で一つ見つけたが、あっちは普ふ通つうに設置してある扉だった。施せ錠じようしてあるが簡単な金属錠じようだから力ちから業わざでも壊こわせるな。……どちらから入る？」


　迷うことなく、エリエは真まっ暗くら闇やみにつつまれた通路を指さした。


「そりゃ当然、隠してある方でしょ」


「気が合うな」


　腕うで組ぐみしてレオンがうなずく。


「俺が先頭を歩く。二人とも、今度ばかりは本気で気を張れよ」
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『原生林のなかに隠された研究所。隠す方も隠す方ですが、それを見つけたレオンたちも凄すごいですね』


「……まったく、すぐ帰れると思ったら大おお事ごとになりそう」


　鼠色の研究所を見上げ、シェルティスは小さく苦笑した。


　高さは二階建て程度だろう。とにかく窓もなければ継ぎ目もないので、内部が何階構造になっているかもわからない。


「そっちはどうだ」


　はるか前方でこちらに振りかえるモニカへ、手をバツ印に交こう叉さして返事を送る。


「全然だめ。念入りに見て回ったけど、あやしいのはこれ一つきり」


　鉄色の扉に、真新しい真しん鍮ちゆう色の金属錠じよう。扉が赤さびているのに、この鍵だけは妙に新しい。最近まで誰だれかが出入りをしていた証しよう拠こだ。


「わたしの方は隠し通路を見つけた。といっても何のことはなくて、既すでに誰かが見つけてぽっかり穴が空いてたのを確認しただけだがな」


「たぶんレオンだね。先に探索するから手伝えって電メ子ー文ルもきてたし」


「じゃあどうする、向こうの通路から入って追うか？」


「いや」


　両開きの扉、その取っ手を繫つなぎとめる金属錠を指さした。


「こっちから行こ。どのみち両方見るんだろうし先見ってことで」


「気が合うな」


　持ち前の鋭えい利りな双眸に微笑をたたえ、モニカが右手に構えた十字昆ロザリオを振り下ろす。


　鈍にぶい音と共にひしゃげる錠じよう前まえ。


「さ、行くぞ」


　──皇おう姫ひが、わざわざ千年獅を指名して島に遣つかわせた理由。


　──それがこの研究所だとしたら。


「モニカ、わかってると思うけど気をつけて」


　両開きの取っ手を握にぎりしめ、シェルティスは研究所の扉を開けた。
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　暗がりに包まれた狭せまい通路。


　足を前に進めるたびに、淀よどんだ空気とともにうっすらと埃ほこりが舞まい上がる。


「予想はしていたが、なんとも陰いん気きな研究所だな」


　建築素材の地じ肌はだそのままの横壁を指でなぞり、モニカがわずかに顔をしかめた。


「暗くて狭くておまけにカビ臭くさい……長居したいとは思わない場所だ」


「同感、何か見つけるにしてもさっさと見つけたいところだけど」


　通路の突つき当あたりにある扉を前にして、シェルティスは横の彼女に目配せした。


　──開けるよ。


　彼女がうなずくのをたしかめて、扉に触ふれた手に力をこめる。予想に反して、拍ひよう子し抜ぬけするほどあっさりと扉は開いてくれた。


　目の前に広がる巨きよ大だいな黒の空間。広いというのはなんとなく摑つかめるのだが、なにぶん部屋の内部に明かりがない。部屋の全容が見み渡わたせないのだ。


「さてどうしよっか。イリス、機械っぽく光ってよ。いつもの三十倍くらい明るく点てん滅めつしてくれると、この部屋もよく見えると思うんだ」


『いいですけど、過か剰じよう稼か働どうしますから熱したフライパンくらい熱くなりますよ』


「……地道に照明スイッチ探します」


「あったぞ」


　自分たちと離はなれた場所からモニカの声。


　直後。カチッという音と共に、室内が眩まぶしいくらいの光に包まれた。


「……図書館？」


　光の下に照らしだされた室内を見回して、シェルティスはぽつりと呟いた。


　奥行き十数メートルという巨大な間取り、その壁かべ際ぎわにずらりと並んだ巨大な本ほん棚だな。どれも高さ三メートル近い、梯はし子ごを使って最上段に上る大型の設計だ。


　部屋の中央には円形のテーブルが四つ。一つのテーブルにつき椅い子すが三つ配置され、それぞれ独立した演算機コンピユータとモニターが並んでいる。


「植物の図ず鑑かん、植生分布図、土ど壌じよう分ぶん析せきの指標、浮ラ遊グ諸ー島ンの気候……この島の調査隊が残したものだろうな。どの資料もかなり整理されてる」


　演算機コンピユータのキーを高速でたたいていくモニカ。彼女が見つめる画面を見るかぎり、資料は間ま違ちがいなく学者の残した物だろう。


『本棚の書物も似たようなものですね』


「……てことは、この研究所は普通の地質研究所？」


　本棚から適当に数冊の事典を引ひっこ抜ぬき、手当たりしだい開いてみる。が、それも普通の事典だ。発行元も発行年月も間違いない。


「擬ぎ装そう工作かもしれないし、全ての端たん末まつと本を調べてみるか？」


「うーん。そういうのは別の専門部隊がいるし、僕たちはそういうの素人しろうとだから」


　浮ラ遊グ諸ー島ンの調査において、護士の役割はあくまで先せん遣けん隊たいだ。人を襲おそう害がい獣じゆうや害虫がいないか、地じ崩くずれなどを起こしそうな危険な地じ盤ばんがないか、そういった点を確認する。島の風土については後日に専門班を組んで行われるのが一いつ般ぱん的てきだ。


『レオンたちと合流しますか？』


「そうだね、向こうは何か摑め────」


　その時。


　足下で、何か巨大なものが揺ゆれ動うごいた。
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　時間は、半刻ほど遡さかのぼる。





「……さて、これはどうするかな」


　眼前に広がる異様な光景に、レオンはその場で足を止めていた。


　大人一人がようやくくぐれるほどの隠かくし通路を抜けたその先は──部屋一つが機械室になっていた。


　足下には赤や青、太さも様々なケーブルが蜘く蛛もの巣す状に。横壁から天てん井じようにかけて巨大なダクトが何本も設置され、その中を何か気体が通過する音が絶え間なく響いている。


　正面にはやはり大小様々な演算機コンピユータ。床ゆか下したから直接つながってるらしい演算機コンピユータはどれも黒一色に塗と装そうされ、その小さなランプだけが怪あやしい蛍けい光こう色を放っている。


「……ふーん」


　つと、室内を端はしから端まで歩き回っていたエリエが足を止めた。彼女が見つめるのは部屋の奥に設置された計測器だ。


「ここは、この施し設せつの機関室か？」


「20点。ちなみに満点は100点ね」


　振ふり返かえりもせず即そく答とうする少女。


「この部屋の機械のうち、部屋の電力とかの機械装置にかかわるものが二割。これは簡単にわかったけど、正体わからないのが八割。たぶん別の部屋に操作端末があると思うけど、それがないとわからないと思う」


「逆に、そこまでわかるならこの演算機コンピユータの中身も予想できないか」


　こちらの言いたいことも前もって察していたのだろう。意味深な苦笑と共にエリエは後ろ頭あたまを搔かきながら。


「……うーん、こればっかりはあたしの勘かんになるけど、いい？」


「ああ」





「んじゃ言うよ、制御装置」





　室内に響ひびく自らの声を聞きながら、少女は、


「これだけでかい演算機コンピユータを連結させて、施設が無人なのにもかかわらず常時稼か働どうさせてる。ってことは、この機械を使って何かを維い持じしたいっていう目的があるわけなのよ」


　──勘という割には言いきるんだな。


　おそらくこの少女は、自分の推測にほぼ確信を持っている。レオンもまた、自分のその推測には確信に近いものがあった。


「……制御する対象は？」


「そればっかりはお手上げ。だけど、まあこの施設のどっかにあるよね。あたしとしてはこの隠し通路からそこに行けると思ったんだけど、どうやらこっちはこの通路でおしまいだし。となればさらに隠し通路か隠し部屋が…………」


　部屋の中をぐるりと見回すエリエの視線が、部屋の一いつ箇か所しよでぴたりと止まった。


「これ、適当に操作していい？」


　中央に設置された一台の独立端末。


　モニターには、ただ白一色の背景が表示されるだけ。


「それか……」


　部屋に入った者ならば誰もが真っ先に目を留めるであろう端末。だがあまりに堂々と設置されていたため、レオンもそれだけは手を触れないようにしていたものだ。


　おそらく罠わな。


　あるいは直接的な罠でなくても、操作を誤れば良いことは起きないだろう。最悪、この施設ごと爆ばく破はさせるようなプログラムも考えられる。


「悪いがその端末は」


「あ。ごめん、もう触さわっちゃった」


「おいぃっ!?」


「あはは、だって答えるの遅おそいんだもん」


　端末のキーを軽快にたたきながら悪戯いたずらっぽく笑えむエリエ。


「それにたぶん、この端末自体に罠はないわよ」


「なぜそう思う？」


「見ず知らずの人間がここまで来ること自体、並の可能性じゃないからよ。地図に載のってない浮遊諸島ラグーン、それも統政庁管かん轄かつの島に無断で不時着。そこから原生林の中に隠された研究所を見つけて、さらに隠し通路を見つけだす。それ以上何を警けい戒かいするっていうの？」


　軽けい薄はくな口調とは対照的に、エリエの論理はあくまで精密な理り詰づめの意見だ。


　……実際そうなんだろうな。


　レオンとて皇姫の命令がなければこんな島に来なかったし、任務がなければ島を探たん索さくしようという気も起きなかったはず。


「理由はもう一つ。この端末の入力、どうやらすごく簡単みたいよ。罠とかそういうのは、もっと複雑な入力過程に組みこむのが常識でしょ？」


　奏者がピアノを弾ひくように、エリエの指先が端末のキー上を激しく舞う。美しいとすら感じさせる情熱的な打だ鍵けん。少女の指先が踊おどるように一際美しく跳はね上がり──


「さて、これでどうかなっと」


　最後の一鍵を入力しおえたその直後。





　どこか遠くで、何か巨大な物が動いた音が床ゆかを伝ってこだました。
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『面白い物が出てきましたね』


　沈ちん黙もくをやぶったのは、機械水晶イリスのそんな何気ない一言だった。
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「突とつ然ぜんだったな。……わたしたちは何もしてないのだから、レオン隊長たちの方で何かを操作したと考えるか。あるいはわたしたちをおびき寄せるための何者かの誘さそいか。どうするシェルティス？」


　十字昆ロザリオを両手にたずさえてモニカが隣となりに並び立つ。


　その言葉からにじみ出るように伝わる緊きん張ちよう感かん。たった一度のまばたきすら惜おしみ、彼女は眼下のソレを突つきさすように睨にらみつけていた。





　地下へと続く階段。





　突然の地じ響ひびきとともに床ゆか板いたが動いたかと思えば、まるで地下世界が口を開けたように階段が現れたのだ。


　完全な闇やみに包まれた階段。どれだけ先を凝ぎよう視ししても終わりは見えない。


「もしこっちが本命だとすれば、僕らだけで行った方がいいと思う」


　まなざしは階段へと向けたまま、シェルティスはモニカに告げた。


「レオン隊長の指示を待たずにか」


「レオンと一いつ緒しよにエリエとユトがいるからね。レオンと合流して地下に行くなら、彼女たちも同行することになるでしょ？　エリエは護士じゃないし、ユトだってあんなに小さいもの。危険な目に遭あわせるわけにはいかないから」


『それが賢けん明めいでしょうね。何かあったとしても二人だけの方が動きやすい。先遣隊は私たちで済ませましょう』


　うん──機械水晶イリスの提案に頷うなずいたところで。


　ふと、隣の彼女が不自然なほど静かなことに気づいた。


「…………」


　両手の十字昆ロザリオをぎゅっと握にぎりしめた少女は、ほとんど蒼そう白はくに近い顔色で──


「モニカ？」


「………………あ……ああ」


　はっと目を見開く彼女。


「だいじょうぶ？　怖こわいくらい思いつめた顔してたけど」


「……大だい丈じよう夫ぶだ。少し目眩めまいがしただけだから」


　吐はき捨すてるように口にして、彼女がさっと歩きだす。


「それより、行くと決めたなら行こう」


「──うん」


　靴くつの音を響かせてモニカが地下への階段を降りていく。その背中を見つめながら、シェルティスもその後を追いかけた。





　カッ…………カッ…………


　二メートル先も見えない地下への階段、二人分の足音だけがもの悲しくこだまする。その反はん響きよう具合を何度も確かめて、胸元の機械水晶イリスを握りしめた。


「あのさイリス。この階段、ずいぶんちゃちな造りの階段だね」


『私も同じことを考えていました』


　機械水晶イリスからの返答は、予想していたものよりずっと早かった。


『この階段は、地上の施設の床ゆか壁かべに使われていた素材と明らかに違ちがいます。地上の施設はある程度強固な合金、けれどこちらはもっと安価な合金で出来ている。先ほどから靴くつ音おとが反響しやすいのもそのためです』


「……どういうことだ？」


　先頭を行くモニカが横顔を向けて聞いてくる。


「この階段、あとから急ごしらえで造った可能性が高いってこと。あともう一つ、これで階段そのものが罠とか誘ゆう導どうっていう可能性はすごく低くなった」


　絵画の贋がん作さくが真作以上に真作らしいのと同じだ。擬ぎ装そうの真しん髄ずいが『本物よりも本物らしく』である以上、一目で急ごしらえとわかるような罠を造る設計者はいない。


「とすればアタリか」


「可能性は高いと思う」


　双そう剣けんの柄つかをかるく握る。階段が狭せまいため刀身は構築させていないが、刀身構築の命令を即そく座ざに実行できるよう、機械水晶イリスは命令待機の状態だ。


　カツッ──


　最後の一段を下り終えたと同時、さっと視界が広がった。


　…………ここは？


　地上のフロアとほぼ同程度の広がりを持つ巨きよ大だいな一室。


　違うのは、部屋の隅すみに設置されてあるものが本ほん棚だなでなく、黒一色に塗ぬられた巨大な演算機コンピユータだということだ。


　足下には複数のケーブルが絡からまりあうように床を這はい、天てん井じようには巨大なダクト。そしてそれらを淡あわく照らす、天井からそそがれる赤い幻げん光こう。


　異様な光景。だが何より奇き怪かいな存在は、このフロアの中央に配置されていた。





　部屋の床から天井までを埋うめつくす超ちよう巨きよ大だいな投影板スクリーン。





「……何を映してる？」


　一歩、警戒の表情を強めながらもモニカが投影板スクリーンへと近づいていく。


　ジッ……ジジジッ……ジジッッッ……！


　ただでさえ激しい雑影ノイズのうえに白黒画面。黒と白の濃のう淡たんでしか物のかたちを判断できない上に、そもそも画面の解かい析せき度どが極きよく端たんに低いのだ。


「故障か？」


　表情をしかめるモニカ。


　……いや、違う。


　この投影板スクリーンは故障でも何でもない。あれが映しだしているのは中心の──





　……女の子？





『シェルティス、どうかしましたか』


「この画面、女の子が真ん中に映ってる…………気がする」


　激しい雑影ノイズの渦うずの中心に、少女の影らしきものが確かに見える。


　そして少女の周りを覆おおう透うすい影──氷か水晶か。透明で硬質の結晶が少女を封印している。そんな気がした。


『申し訳ありませんが私には確認できないようです。モニカは？』


「わたしも厳しいな。雑影ノイズの歪ゆがみ具合でそう見えるかもしれないが」


　雑影ノイズの歪み。たしかにその可能性は否定できない。モニカはもちろん、機械水晶イリスの画面解析能力は自分が一番よく知っている。


　…………僕の見み間ま違ちがい？


　まぶたをこすり、もう一度投影板スクリーンの中央を見つめ──


　画面の中の、水晶に閉ざされた少女と目があった。







　……シェル……ティス。


　……わたしを見ているのは……あなたなの？


　……凍いてついた穢歌の庭エデンの夢を…………禁断水晶を……見ているのは。







　その瞬しゆん間かん、何かが閃せん光こうのように脳のう裏りを駆かけ抜ぬけた。





　どこまでも黒い水を満たしたような世界の中で。


　鳶とび色いろの髪かみをした少年が目を閉じたままゆっくりと沈しずんでいく。


　深く、深く、深く。


　どこまでも静かに、ゆるやかに、黒に満たされた世界を沈んでいく。


　その身体からだを、濃こ紫むらさき色いろの光がまるで祝福するように包みこみ──







　……シェルティス……


　……全てが夢を見ている浮遊大陸ソフイアで、全ての時が凍こおりついた穢歌の庭エデンで……


　……あなたと……あなたの魔笛コードが…………目覚……










『──ティス』


「おい、シェル────シェルティス！」


「っ！」





　モニカに肩かたをゆさぶられ、ようやくシェルティスは我に返った。


「どうした」
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「あ、いや……」


　画面の中にいる少女がこちらを、いや、自分を見るために振り向いた。


　そして目があった瞬間に何かの光景を見せられて。





　あれは……僕？　それもまさか、穢歌の庭エデンに堕おちた時の────





「シェルティス、平気か」


「……うん。だけどモニカもイリスもお願い。もう一度しっかり画面の真ん中を見てほしいんだ。間ま違ちがいなく女の子が」


　──ピシリッ──


　言いかけた言葉をあざ笑うように、何かがひび割れた。


　最初は投影板スクリーンかと思ったが、白黒の画面も雑影ノイズも変わらず映っている。


　投影板スクリーンではない。ならば何だ。


「その裏か？」


　部屋の端はしから端までをふさぐ投影板スクリーンを迂う回かいして、モニカがその裏側に回りこむ。彼女の身体が投影板スクリーンの陰に完全に隠かくれてしまう直前に、シェルティスは慌あわてて声をかけた。


「モニカ、気をつけて」


「わかってる。単にこの裏がどうなっ──────…………」


　奇き妙みようなほど不自然なタイミングでモニカの声がとぎれた。


「…………」


「モニカ!?」


「…………あ…………、……っ……っ……！」


　絶ぜつ叫きようとも慟どう哭こくともつかない、彼女の擦かすれた悲鳴。


「モニカ、どうしたの！」


　投影板スクリーンの下部をくぐりぬけて彼女の場所へ。


　そこで。


『これは──』


　機械水晶イリスすら声を失う。


　そこに在あるのは、たった一つの巨大な水すい槽そうだった。


　青い液体と小さな無数の気き泡ほうに満たされた水槽。ただそれだけだ。


　だが機械水晶イリスはそれを前に声を失い、モニカは唇くちびるを嚙かみしめて水槽を睨にらんでいた。


　そしてシェルティスは──


「…………」


　その水槽の内側に入っているモノを前に、無言で双剣の柄を握にぎりしめた。





　巨大な水槽によって『培ばい養よう』されている、一体の幽ゆう幻げん種しゆがそこにいた。





　　　　３





『警告』


『被ひ検けん体たい二号、通つう称しよう〝眠ねむり仔ご〟の催さい眠みん波形に異常あり』





　天井からの自動音声は、突とつ然ぜんの警告色レツドランプと同時にフロアに響ひびきわたっていた。


「エリ姉、こわい……」


「ちょっと、ちょっと何よこの警報！　まさかさっきの端たん末まつしくじっちゃった？」


　すがりつくユトをエリエがぎゅっと抱だきしめる。


「いや」


　真っ赤に染まったフロアの照明を見上げ、レオンは首を横に振ってみせた。


　ついさっき彼女が言ったとおり、端末には何の罠わなもなかった可能性が高い。ならばこの警報はもっと別の要素からくるものだ。


　──被検体二号。


　今の自動音声のなかで明らかに異質なその単語。このフロアにそれと思おぼしき物は見当たらない。ならば残るは、エリエの端末操作によって開いた別フロアの通路か。


「エリエ、ユトを連れて飛ひ空くう艇ていまで走って戻もどれ！　俺はシェルティスたちと合流する。どうやら向こうが本命らしいからな」


「そうね、どーもそんな感じみたいだし。というわけでユト急ぐよ！」


　幼女の手を取ってエリエが走りだす、まさにその直前。


　地じ響ひびきと奇怪な金属音をまき散らし、フロアの最奥にあった壁かべが崩くずれさった。





『警告』


『〝眠り仔〟の催眠、完全破損を確認。悪意ある第三者が侵しん入にゆう、目覚めさせたものと推定』


『二次的被ひ害がいを防ぐため、〝眠り仔〟及および悪意ある第三者を自動排はい除じよします』





　ズッ……ズズッ…………


　フロアの床ゆかを軋きしませる地響き。


　薄うす暗ぐらいフロアで、光こう沢たくある黒くろ塗ぬりの巨きよ体たいがゆっくりと近づいてくる。


「機械兵!?」


　誰だれよりも早くその正体を看破したのはエリエだった。


　重厚な金属色に輝かがやく分厚い装そう甲こう。両手の部位には黒塗りの重火器が装着され、背部には重戦車級の砲ほう弾だんがうかがえる。さらには全身に浮うかびあがる青白い紋もん様よう。直線的な紋様が点てん滅めつするように発光をくりかえし、その光が機械兵の全身をつつんでいる。


「沁力の刻印儀ぎ礼れいをほどこした重装機械兵か……浮遊諸島ラグーンにわざわざ輸送してくるとはな」


　地響きを立てて接近する機械兵。


「…………」


　その圧あつ倒とう的てきな巨体を前に、レオンは無言で大たい剣けんの柄つかを振った。


　主あるじからの命令を、柄に内蔵された機器が感知。氷結鏡界の蒼氷を転移させ、大人の背せ丈たけに迫せまる長さの巨きよ大だいな刀身を形づくる。


「なっ……なにやってんの！　普ふ通つうは逃にげる場面でしょ!?」


「どうも悪意ある第三者というのがシェルティスたちを指してるようだからな。向こうも向こうで何かあったらしいし、こいつはこの場で退場させる」


「いや、だからそういう意味じゃなくて──」


「問題ない」


　たったそれだけを残し、レオンは機械兵へと駆けた。


「とにかくだ、向こうの重火器の流ながれ弾だまに当たりたくなければ部屋の隅すみに隠れてろ」
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　──ピキッ……ッ……キッ……──





　強化ガラス製の水槽がひび割れて、青い液体が床にあふれだす。


　濃紫色の霧きりにつつまれた獣けものが身体をふるわせるたび、水槽の亀き裂れつが少しずつ少しずつ広がっていく。


「ありえない……幽幻種を培養？……誰がそんな真ま似ねを」


「詮せん索さくはあとまわし。今はこいつと戦って生きのこることだけに集中しないと」


　モニカの前に進み、シェルティスは眼前の敵を見すえた。


　……幽幻種、僕たちの侵入に反応したのか？


　と同時に確信に近い予感があった。皇おう姫ひの指令の意図──それはこの施し設せつそのものではなく、突つきつめるならばあの巨きよ大だい投影板スクリーンの映像。そしてこの培養された幽幻種。


　そう、探たん索さくの目的は一つではなかったのだ。こう考えることで皇姫からの指令に具体性が欠けていたことも頷うなずける。


「イリス」


『対幽幻種用に刀身を構築します──銀単子を核かくに固定、外鋼に氷結鏡界の蒼氷をコーティング。破は壊かい限界を七倍に設定』


　刀身のない柄から銀の筋が伸のび、輝く蒼氷がそれを覆おおうように刀を形成していく。





　水槽のガラスが決けつ壊かい。





　ぴちゃ……したたる液体を散らし、幽幻種が床に着地する。


　見る者の背筋を凍こおらせる奇き怪かいな霧をまとった獣。深い濃こ紫むらさき色いろの霧の奥、明らかな敵意を秘めた赤い眼めがこちらを向いた。


「……やるしかないのか」


「そういうこと。──来るよ！」


　獣の咆ほう吼こう。


　そして、さらなる「変化」は次の瞬しゆん間かんに訪れた。




　終章　『全てあの日のように、そうありますように─少年たち─』
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　……わたしモニカ・イスペラントは、七歳の時に天結宮ソフィアに入宮した。





　世界を守護する巫み女この候補である、巫女見習い。


　多くの見習い同様に、巫女見習いに選ばれた時は本当に嬉うれしかった。自分にも何かができるかもしれないと。大げさだと思うけれど……浮遊大陸に必要とされる人間になれるかもしれない、そう思った。


　けれど、そう夢みて天結宮ソフィアに入宮した巫女見習いは、多くが一年以内に自らその道を辞退する。


　拷ごう問もんのような修行に、血と涙なみだを絞しぼりだす日々。


　華はな々ばなしく神秘的。そう思おもい描えがいていた巫女の現実に、多くの巫女見習いが押おし潰つぶされる。


　──わたし自身、最終試験は無む惨ざんな結果に終わった。


　巫女になれなかった者としてこの先どうするか。


　周りは、他の巫女見習いを育てる要職についたらどうかと勧すすめてくれた。けれどわたしは、かつて憧あこがれたあの双剣の少年のように、巫女になれないならばせめて巫女を守る道に進みたかった。


　十五歳からの護士候補生。


　それから三年間。けれど……そこでもわたしは失敗続きだった。部隊を組んでの模も擬ぎ実戦から実際の任務まで、一番大事な時に緊きん張ちようして動けなくなってしまう。


　心の傷きず痕あと。


　巫女の最終試験に落ちた時の──あの光景を思いだしてしまうから。


　巫女見習いとしての八年が、泣きながら悶もだえながら耐たえ抜ぬいた八年が、水泡に帰したあの瞬間のこと。それを思いだして動けなくなってしまう。


　役に立たない候補生。そんなレッテルを貼はられて、いつしかわたしを入れてくれる部隊はなくなった。


　それから一年以上、たった一人で候補生として生きてきて────





〝あ、あのさ！　君はまだ空いてる？　誰とも組んでない？〟





　だからこそ、部隊での模擬実戦に誘さそってもらったのは本当に嬉しかった。


　部隊訓練での勝利、これも初めてだった。この日をきっかけに何かが変わる。そんな気がしたから今回の任務にも加わった。


　謎なぞの浮遊諸島ラグーン、不可解な研究施設。培養される幽幻種。


　だけど敵そのものはあくまで小型の幽幻種一体。


　一体とて危険な相手だが、巫女として習得した沁力の術式があれば対たい抗こうできる。わたしだって部隊の一人として貢こう献けんできる。


　……そう思っていた。


　…………なのに。
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「……なんなんだ……あの怪かい物ぶつは」


　目の前で起きている光景に圧あつ倒とうされ、モニカは呆ぼう然ぜんとつぶやいた。


　ギチッ……ヂチッ！


　幽ゆう幻げん種しゆのまとう霧が爆ばく発はつ的てきに濃のう度どを増していく。


　霧の体積が膨ふくれあがり、そこから見みえ隠かくれする幽幻種の脚あしにも異変が起きていた。硬かたい甲こう殻かくに覆われた脚、その表面の殻からがはじけ飛び、それを中心に脚がみるみるうちに太く長く肥大化していくのだ。


　一メートルにも満たなかった脚の長さが、今は優に四、五メートル強。自分の手首ほどしかなかった直径が今や自分の胴どう体たいよりも太く。さらにその周囲も新たにできた甲殻によっていっそう分厚く覆われていた。


　──戦せん闘とう形態？　いや違ちがう。まさか、この短期間にどんどん成長してる!?


　ズッ…………ズズズッズ……


　金属板が施ほどこされた天てん井じようが幽幻種の霧に触ふれてドロドロと溶とけていく。


　最初は人の子供ほどの大きさだった。それがいま、立たち塞ふさがるのはフロアの天井に迫るまで成長した巨きよ大だい幽ゆう幻げん種しゆ。


　ぐしゃ──正面に設置されたあの投影板スクリーンまでもが押し潰され、粉ふん砕さい。


　蟹かにのように横に広がった体型。全身まだら模様の甲殻に覆われて、そこから鎗のように鋭するどく尖とがった六本の脚が生えている。体高だけで五メートル強。見上げてようやくその全身像が確認できるほどだ。


「……こいつは」


　ぽつりと、無意識のうちに言葉が唇くちびるを伝ってこぼれていった。


　もはやこれは成長という範はん疇ちゆうをこえている。


　──変異？


　こんなの浮遊大陸のどんな生物とも違う。それに何より、巫女見習いとして幽幻種と相まみえた時だって、こんな不気味な形態変化をおこなう種はいなかった。


　こんなわけのわからない未知の相手、どうやって戦えば。


「モニカ避よけて！」


「え」


　我に返った時には全てが遅おそかった。


　音もなく急接近してきた幽幻種の巨きよ体たいから、あの丸太のように太い脚が振ふり下ろされる。頭上を向いた時には既すでに、鎗のように尖った脚の先せん端たんが迫っていて──


　避けられない。


　そう悟さとった瞬間、周りの世界がまるで動画の一画面のように遅ち延えんした。スローモーションがかかったように、周囲の時間の流れがゆっくりと感じられて。


　……死ぬ間際の感覚？


　自分の動きも幽幻種の動きも、何もかもが減速した世界。ただそれでも現実は変わらなくて、幽幻種の脚が斧おののような勢いで振り下ろされる未来は変わらなくて。


　────トン。


　え？


　真横から誰だれかに突き飛とばされ、自分の身体からだが幽幻種の攻こう撃げきの軌き道どうから外れる。


　……助かった？


　そう思ってしまった直後、モニカはそれを泣なき叫さけびたくなるくらい後こう悔かいした。


　幽幻種の振り下ろす残ざん酷こくな一いち撃げき。


　目の前にあった光景は──





　自分を庇って突き飛ばした少年が、それを後頭部に受けて吹ふき飛んだ。





「……しぇ……る……？」


　真っ赤な花が咲さいたように後頭部から血が噴ふき出して、彼がフロアの端はしの壁かべに衝しよう突とつ。そのまま動かなくなる。


　そして、世界は元の時間の流れを取とり戻もどした。


「シェル……ティ…………お…………おい、シェ──」


　返事はない。


　少年が倒たおれた床ゆかに真っ赤な血だまり。


　それが唯ゆい一いつで、そして全てを表していた。


「……、……あっ…………」


　……お、おい、悪い冗じよう談だんは……やめろ…………


　……すぐ立ちあがってくるんだろ。なあ……ただのフリだろ…………


　…………………………


　………………そん、な………………


　誰か、誰でもいい、噓うそだと言ってくれ。





　少年は、動かない。





「──────────────っっ！」


　少女の悲鳴は声でなく、もはや悲しい音そのものでしかなかった。名前を呼んだはずが名前にならなくて、駆かけよろうとしても肝かん心じんの足が動かない。


　初めて、これが絶ぜつ叫きようなのだとモニカは知った。


　巫女見習いの訓練で涙を流すことも嗚お咽えつを洩もらすこともあった。だけど声のかぎり泣き叫んだことはない。


　だからこそ何もかもが初めてだった。喉のどに血の味を感じるほどに叫ぶのも、自分の愚おろかさに怒いかりをこえた絶望を覚えることも。


「シェルティス、……シェルティス！」


　かろうじて絞しぼり出だした彼の名前だけをつぶやいても、それはただ空むなしくフロアに響ひびきわたるだけ。


　少年は、血だまりの床にふせたまま動かない。


〝最初に言ったはずだ。わたしは巫み女ことしても護士としても落ちこぼれだって〟


〝巫女の最終試験に落ちてからずっと、大事な場面になると身体が強ばってまともに動けなくなるんだ〟


　…………やっぱりそうなんだ。


　…………わたしはやっぱり、どこまでいってもあの時の傷を抱かかえて終わるんだ。


〝もう、ここの深いところで治らない傷になってるのかな〟


　カラン……


　力を失った両手からこぼれ落ちる十字昆ロザリオ。


「…………わたしのせいだ」


　それを拾いなおすこともできず、モニカはその場に膝ひざからくずおれた。


　……わたしがいなければ、わたしを庇かばってシェルティスが倒れることもなかった。


　……わたしがいなければ、わたしがこの部隊にいなければ。





　巫女というものに憧れていた。





　浮遊大陸を守る人に──必要とされる人間になりたかったから。だから、たとえ沁力の絶対量が足りないとわかっていても、最後の最終試験まで泣きながら耐えてきた。





　護士というものに憧あこがれていた。





　たとえ自分が巫女になれなくても、巫女を守ることで役に立ちたかったから。


　だから、たとえ自分を入れてくれる部隊がなくても、あの日見た双そう剣けん使づかいの少年のように毎日十字昆ロザリオを振るっていた。


　けれど結局だめだった。


　最後まで自分は、巫女にも護士にもなれない半はん端ぱ者ものでしかなかった。……きっとそういう風にできているんだ。この傷だらけの世界というものは。


「…………」


　幽幻種がふたたび鋭えい利りな脚を振り上げる。


　──身体が動かない。


　いつもの緊きん張ちようのせいじゃない。自分のせいでこの少年を巻きこんでしまったことに頭が一いつ杯ぱいで、自分の命のことすら考えることができなかったから。


　はるか頭上、凶きよう暴ぼうな風圧をしたがえて迫せまる無む慈じ悲ひの一撃。


　真上に迫る巨きよ大だいな脚に思わず両目をつむり────


　…………


　…………あれ。


　来るべき衝しよう撃げきが、感じるべき痛みが、訪れるべき死が、いつまで待っても来なかった。


　……どうして？


　おそるおそるまぶたを開ける。


　そして少女は、目の前に信じられないものを見た。





　床に倒れていたはずの少年が、幽幻種の脚をその双剣で受けとめていた。





「…………シェ……」


「なにあきらめてるのさ。らしくない」


　彼のその声に、ようやくそれが現実の光景なのだと理解できた。


　──キンッ！


　双剣が脚の一本をなかばまで切断。


『──────ッ！』


　巨体らしからぬ俊しゆん敏びんな動きで幽幻種がはるか後方まで跳とび下がる。一方で、少年はさらにありえない行動をとった。


　退く幽ゆう幻げん種しゆを追いかけて、全力で前へと駆けだしたのだ。


　ぽたっ。


　少年の走る軌き跡せきを表すように床にできていく血けつ痕こん。駆ける一歩ごとに、その衝撃で頭部の傷から血がしたたり落ちていく。


「……なっ……！」


　その光景を呆ぼう然ぜんとモニカは見つめていた。


　無茶だ、あの傷で動いて良いわけがない。身体が保もたない、そもそも意識は？　まともに意識があるのか？　視界だって実はろくに見えてないんじゃないのか？


　走りながら、少年が何もないところで躓つまずいた。


　──やっぱりそうだ。あれだけ頭にダメージを受けてまともに動けるわけがない。


「やめろシェルティス、それ以上動けば本当に──」


　今は動けるかもしれない。でもこれ以上無茶をすれば本当に脳に障害をきたすかもわからない。……いやそれより前に命だって。


　けれど、それでも少年は止まらない。


　左右から叩たたきつぶそうと迫る両りよう脚あしを身をよじることで躱かわし、逆にその一本を完全に切断する。左の横よこ壁かべを蹴けって上空へ、そこからさらに天てん井じようを駆けて幽幻種の背後にせまる。


　が、そこでも少年が膝をついてうずくまる。


　顔をふせて肩かたで息いきする彼を、真横から幽幻種の脚あしがなぎはらった。


「シェルティス！」


　空中を枯かれ葉はのように吹き飛ばされる彼。


　先と同様に横壁に叩きつけられ、先と同様にそのまま床に倒れ────





　倒れなかった。





　剣を支えにしてシェルティスはその場に立っていた。


　倒れない。絶対に倒れない。


　…………どうして。


　…………どうしてそこまで立ってられるんだ。


　…………わたしのせいであそこまで傷つきながら、どうして──


「モニカのせいじゃない」


　擦かすれた声で、顔を伏ふせたまま彼が唐とう突とつに呟つぶやいた。


「……え？」


「僕がモニカを庇うのだって当然だろ……だって、同じ部隊なんだから」


「そ、それは──」


「モニカ、言ってたじゃないか。憧れてた護士がいるんだって。穢歌の庭エデンに堕おちて殉じゆん職しよくした少年だけど、自分は彼のようになりたいんだって」


「な、何をこんなところで」





「その少年が生きてたなら、絶対こんな相手なんかに諦めてない。そうだろ！」





　──その瞬しゆん間かん。


　何かが、わたしの胸の深い深い場所で響いた気がした。


「そ、それは……だけど彼は…………わたしと違ちがう。彼は──」


「違わない！」


　言いかけた言葉は、少年の張り叫さけぶような一言に全て吹き飛とんだ。


「だって、ずっとなりたかったんだろ、浮ふ遊ゆう大陸を守る人間にさ！　巫女になれないってわかった時だって、その気持ちがあったから今もこうして頑がん張ばってるんだろ。ずっとずっと、誰だれより夜よる遅おそくまで一人で訓練してたじゃないか！」


　言葉がでなかった。


　何もかも見み透すかされているようで……いいえ、見透かされてるんじゃない。彼は理解してくれていた。わたしの気持ちを、隠かくしきれない心の叫びを隅すみ々ずみまで。


「憧れてたんだろ、いつかはその双剣使いの彼みたいになりたいって。いいかげん気づきなよ。今がその時いつかなんだよ！────だからモニカ、十字昆ロザリオを握にぎって！」


　かつて憧れていた双剣使いの少年。


　いま、傷だらけで幽幻種に立ち向かう目の前の少年。


　何がそう想わせたかはわからない。


　だけどモニカには──


　いま目の前にいる少年の姿が、かつての「あの日の少年」と重なって見えた。





　──これで……いい。


　目に流れこむ血をぬぐい、シェルティスは大きく息を吐ついた。


『無茶をやりますね』


「全然。だって同じ部隊の仲間なんだから」


　護士としての本来の姿。


　三年前は、レオンという強力すぎる仲間が身近にいたから気づかなかった。誰もがレオンのように心身の強い護士じゃない。モニカと共に戦った、あの双そう銃じゆう士しと人にん形ぎよう遣つかいの二人もそうだ。誰もが本当は弱点の一つや二つ持っていて、それを互たがいに補いあっていた。


　──それは三年前の自分では気づかなかったこと。





〝わたしが巫女なら、巫女を守りたいと思うだけの人間を千年獅に選ぼうとは思わない〟





　千年獅というものの本質も、三年前は知らなかった。


　巫女ユミイが日々どれだけ苦しい修行に耐たえているか、どんな想いを描えがいているのか。


　巫女が、千年獅になにを望んでいるのか。


　それを教えてくれた彼女と一いつ緒しよの部隊だからこそ倒たおれることはできない。


　彼女がかつて憧れていた少年としてでなく、同じ部隊の仲間として。


『いけますか』


　機械水晶イリスのそれには答えず。


「モニカ！」


　激しい目眩めまいと頭痛に襲おそわれながら、シェルティスは声を嗄からして叫んだ。


「協力戦ね。注意引きつけるんで、この前のアレよろしく」


「……シェルティス」


「だいじょうぶ。ずっと練習してきたんだろ？」


　片目をつむって笑み──シェルティスは駆かけた。


　目眩のせいで水平な床ゆかすら斜ななめに歪ゆがんで感じる。おまけに平へい衡こう感かん覚かくまでいかれたらしく、そもそも自分が床を蹴って走れてるのかすら定かでない。


　けれど、止まるわけにはいかなかった。


　左右そして頭上から同時に迫る三本の脚。一本一本が頑がん丈じような甲こう殻かくに覆おおわれた鋭利な鎗そのものを、かすんだ視界でほぼ直感のみで避よけていく。


　頭上からの一いち撃げきを横に跳ちよう躍やくして回かい避ひ。跳んだ方向から迫る二撃目を剣の腹でたたき、その反作用で身体からだを浮うかせる。そのまま敵の脚に着地し、全力で剣を振ふり下ろす。


　魔ま笛てきの障しよう壁へきで守られている脚を、そのまだら模様の甲こう殻かくごと斬きりふせた。


　──これで半分。


　残る脚は右に二つと左に一つ。


　その瞬間、幽幻種のまとう空気が一変した。振りかざしていた脚を止め、代わりにその全身から奇き怪かいな色の光が何本もの繊せん糸しとなって噴ふきだした。


　繊糸が合わさって糸になり、糸が連なって線となり、線が組み合わさってフロアの半分ほどを覆う巨大な光の環わを描く。


　見るだけで生気を奪うばわれる、そんな禍まが々まがしき濃こ紫むらさき色いろの光がいっそう強く輝かがやいて──







　Oe/ Dia =■■■、 U milve /■■……■、x-recrey mihas I, xay■■、……■、■、 xephnis xin sis.■■■……■■







　奇怪な音色がフロアにこだまする。


　魔笛。幽幻種の力の源みなもとにして、浮遊大陸の全てを蝕むしばむ呪じゆ詛その旋せん律りつ。


　……じ、ゅぅ……っっぅぅぅ……


　光が、少年ごとフロアの床・壁かべ・天井の全てを沸ふつ騰とうさせ蒸発させる。


　耐たい熱ねつ性せいの合金をこともなく液状化させる超ちよう高熱の光がフロアを薙なぎはらい、残るは勝利を確信した幽幻種ただ一体。金属の蒸発した煙けむりがたちこめるその空間で──


　剣けん閃せん。


　少年の双剣が、幽幻種の脚を切きり裂さいた。


『──────ッッッ！』


　幽幻種が初めて見せる狼ろう狽ばい。


　穢歌の庭エデンの魔笛に取とり憑つかれたシェルティスが得た力。人の沁力と拒きよ絶ぜつ反応を生じてしまう代だい償しように、自らの魔笛をもって幽幻種の魔笛を障壁ごと無効化する。


　……さ、もういいだろ？


　誰にともなく口ずさみ、少年がその場で静止する。


　魔笛が効かないと悟さとった幽幻種が、残る両脚を彼の頭部目がけて振り下ろし──


　その脚を振り上げた姿勢で、動きを止めた。







【Sia Secあの日の夢を、 elis arc……もう一度……Is io mielそうありますように】







　切り裂くほどに凛りんとした、一切のよどみなく少女の唇くちびるが紡つむぐ言霊ちからあることば。


　ざぁぁぁっっ……雨あま粒つぶが木の葉を叩く音にも似たざわめきを響ひびかせて。魔笛に汚お染せんされたフロアが、新雪のごとく輝く白光に洗い流されていく。







「valen =C──祈り、 kis towle.儚く。




　　shel =C願うもの、 eyen roo.遠く。




　　　Kyele =C実、 sion tis.理を超え。




　　　　phia =C思念、 delis elma.一切を忘れ。




　─────────────ole =夢、C kisあの日 eyen noeのように」







「……この、ばか」


　巫み女こ言語を用いた巫女の術式。


　世界に祝福と奇き跡せきをもたらす祈いのりの儀ぎ。誰もがたやすく使えるわけではない。扱あつかうには、それこそ天結宮ソフィアにて何年もの訓練を受けなければ使い物にならない。


　しかしそこには、かつて誰よりひたむきに訓練に身を投じていた少女がいて──


「人に言うだけ言って恰かつ好こうつけて！」


　幽ゆう幻げん種しゆが見上げたのは床でも横壁でもなく、自分の真上。


　天井すれすれの空中に、淡あわい白光の粒りゆう子しをまとう少女が跳とんでいた。





「儀ぎ礼れい鉄鋼より第三の石……降おり臨のぞめ、白銀の結けつ晶しようたちよ」





　純白。


　何よりも儚はかなく淡い、何よりも穢けがされやすい色。


　けれど同時に、それはどんな色よりも美しく気高い色でもある。


　……そう、わたしは巫女じゃない。


　……だけど。





「降臨より導き、二の二十二乗の過程をもって世界を結成す」





　淡い白光の粒子が少女の全身を灯し、その光が腕うでを通じて十字昆ロザリオまでを祝福する。


　瞬間。淡く透うすいものでしかなかった白光が収束し、結晶化した。


　沁力の光が昆の先せん端たんに煌きらめく結晶として生まれ変わり、あたかもそれは白銀の刃はをもつ鎗のように。


　──護士の一人として、どうかこの力が役立ちますように。


　──だからこそ誓ちかう。


　──これから先、あの日わたしが憧あこがれた彼のように……







　Ris sia決して sophia,曲げず、 yupa Sez =C決して cia dies,揺るがず、 r-warb,決して als vel dia.立ち止まらず。





　Ris sia全て sophia,あの日の elmaように。 cia kis……そう eyenあり bie qo.ます……Is ioよう miel.に。







　少女は、掲かかげた十字昆ロザリオを幽幻種目がけて全力で投げ放った。


　白銀色の光となった十字昆ロザリオが幽幻種の核かく晶しように届く直前。幽幻種が、濃紫色の光を凝ぎよう結けつさせた障壁を展開させた。


　沁力と魔笛。


　真逆の力同士が衝しよう突とつし、互いに互いを拒絶しようと弾はじきあう。もしそれが互ご角かくだった場合、障壁の破は壊かいと同時に十字昆ロザリオの沁力結晶もまた砕くだけ散ちる。


　これがただの沁力術者による沁力結晶ならば、おそらくそうなっていただろう。


　だが──


「わたしの……勝ちだ」


　沁力の輝きを身にまとい、地に降り立つ少女は凛とした面持ちでそう告げた。


　今そこに立っていたのは、かつて巫女を目指していた少女。


　巫女になることだけを夢みて、八年間、泣きながら苦痛に耐えてきた巫女見習い。


　血と涙なみだを代償に会え得とくした巫女の正統な沁力術式。それだけの重みある術式が、たかだかいま目覚めたばかりの相手に負けるはずがないのだから。


　そして──


　白銀色に輝く十字昆ロザリオが、魔笛の障壁ごと幽幻種の最後の二本の脚あしを破壊した。全ての脚と魔笛の障壁を失い、沁力結界の檻おりに囲まれて幽幻種が動きを止める。


「さあ、文句はあるか？」


　地上に降り立つモニカがそっと微笑ほほえむ先で──




[image: ]


「綺き麗れいな術式だったよ」


　シェルティスは、幽幻種目がけて宙を駆けていた。


　出血と目眩でかすむ視界。


　脳の機能麻ま痺ひで狂くるいかけた平衡感覚。歪んだ世界の中を、両手に掲げる双剣の感かん触しよくだけを信じて跳躍する。


　光の方向、白銀色に輝く十字昆だけを目印に。


　途と切ぎれかける意識をかろうじてつなぎ、手から滑すべり落ちそうになる剣を再び構える。


　──これで決着にする。


〝…………ユミィ、修道……入っちゃったから〟


〝…………だから、『気をつけて行ってきて』って〟


　出発前に春蕾シユンレイから受け取った伝言。


　決して倒たおれるわけにいかない、もう一つの理由。


「……帰るから」


　塔とうで、信じて待っててくれている少女がいる。だからこそ──





　たとえ世界の理に否定されても、彼女のもとに帰ることだけは譲ゆずれない。





　それが今、自分がユミィのために唯ゆい一いつできることだから。


　幽幻種の頭上。


　剣を逆手に握にぎり、振り上げる。そして──





　双剣使いの少年の剣が、今度こそ幽幻種の核晶を破壊した。





　　　　２





「あー……うー……頭が割れそうに痛い」


　床にぺちゃんとあぐら座りした恰好で、シェルティスは頭を押さえてうなだれた。


「無茶をするからだ阿あ呆ほう」


　そのすぐ隣となりに、こちらは正座で姿勢を正したモニカ。


『いつものことだからほっといてあげてください。これ以上馬ば鹿かにはなりませんから』


「……うう、言い返したくても頭が本気で痛いせいで力がでない」


　とりあえず止し血けつ剤ざいと消毒、さらに包帯で傷口を直接圧あつ迫ぱくして止血まではした。けれどそれで傷が治るわけでもなく、本格的な治ち療りようは天結宮ソフィアに戻もどってからだろう。


「ったく、こんな時にレオンはどこで何をしているのやら」


「そういえばレオン隊長見かけないな。隠かくし通路のフロアでも何か──」


『噂うわさをすれば来たようですよ』


　通路をブーツが駆かける音。慌あわただしい足音が地下扉とびらの前で一いつ瞬しゆん止まり、すぐさま勢いよく扉が開いた。


「よーし待たせたなシェルティス！　眠ねむり仔ごとかいう敵はどこだ!?」


「シェルティス、敵はどこ！」


「どこー？」


　大剣を抱かかえたレオンと、その後ろからぴょこぴょこと顔をのぞかせるエリエとユト。


「…………」


「…………」


　そんな三人を前に、シェルティスとモニカは顔を見合わせて。


「ごめん、疲つかれたので寝ねさせてください」


　口をそろえてそう言って、その場であおむけに倒れこんだ。




　エピローグ　『彼の守ったものは』







『全治一ヶ月とか言われましたね』


「……言われたね」


『けれど私が暇ひまなので、とりあえず一週間くらいで治す勢いで頑がん張ばりましょうか』


「……頑張るよ」


　ベッド脇わきのテーブルに転がる機械水晶イリス。


　のんきな口調の話し相手に溜ため息いきをついて、シェルティスはベッドで寝ね返がえりを打った。


　天結宮ソフィア22階、塔とう内ない医院。風か邪ぜ薬ぐすりの処方から集中治療を要する大手術まで、天結宮ソフィアの護士や職員問わず一手に担う二十四時間体制の総合病院だ。


『でも良かったですね、飛ひ空くう艇ていもきちんと飛んだし任務も成功。おまけに命も助かった』


「一番大事な命がおまけ扱いはちょっと……」


『だってお医者さんからも言われたじゃないですか。当たり所が悪かったら頭骨が割れて脳に刺ささってたところだったって』


「うわー、やめて！　思いだしたくないから！」


　ほとんど死にかけの状態で浮遊諸島ラグーンから天結宮ソフィアに戻ってきたのが三日前。そのまま直行で診しん察さつを受け、結果こうして緊きん急きゆう入院になってしまったというわけだ。


　頭ず蓋がい骨こつに罅ひびが入っただけ──それを「だけ」と言うのかについては疑問が残るが、少なくとも診察を担当した医師はそう言っていた。なんでも、担たん架かで運ばれてくる護士を毎日のように治療していると、この程度の傷は負傷の範はん疇ちゆうにも入らなくなるらしい。


『そうそう、シェルティスが午前中に熟じゆく睡すいしてる間に四人ほどお見み舞まいにきましたよ』


「四人？」


『はい、一応そこにお見舞いの品も』


　テーブルの上に置かれた不気味なヘルメット。なんだろうと思っていたけど。


『頭ず蓋がい骨こつ矯きよう正せいヘルメットだそうです。脳波を確認しつつ適度な圧あつ迫ぱく感かんを機械が調整して、あっという間に骨を繫つないでくれるんだとか。ただし使いすぎには要注意』


「……こんな怪あやしい機械造るってことはエリエとユトだね」


　落下傘パラシユートでの不時着から離はなればなれになった少女二人組。とにかく最後まで心配だったけれど、浮遊諸島ラグーンの探たん索さくでも無事だったのは不幸中の幸いだ。


『残る二人のうち、最初に来たのはレオンでした。朝の四時半でしたでしょうか』


「どうみても時間がおかしいと思うんだけどね!?」


『早朝訓練の前にとのことでした。内容としては入院中でも身体からだは鍛きたえておけ的なことと……あと今回の任務の事後報告でした』


「なんて？」


『まず、任務は皇おう姫ひに報告書を送ったとのことでした。これにて任務終しゆう了りよう、褒ほう賞しようシステムの規則に基づいた褒賞点が加算されるみたいですね。……ですが、今回の件についてはくれぐれも他言無用とのことです』


　統政庁の領空にあった、地図に載のっていない浮遊諸島ラグーン。


　隠された施し設せつ、隠された地下通路、特とく殊しゆな水すい槽そうにて培ばい養ようされた幽ゆう幻げん種しゆ。


「今回の任務をレオンに命令したのって皇姫だったんでしょ。てことは」


　皇姫サラ。浮遊大陸における沁力術者の頂点であり、天結宮ソフィアにて巫み女こを統率する者。


　浮遊諸島ラグーンにあの施設があることも彼女は知っていたのだろうか。


「…………」


『シェルティス？』


　機械水晶イリスのそれには答えず、シェルティスはぼんやりと天てん井じようを見つめた。


　──禁断水晶、あの子はそう言ってたっけ。







　……シェル……ティス。


　……わたしを見ているのは……あなたなの？


　……凍いてついた穢歌の庭エデンの夢を…………禁断水晶を……見ているのは。







　隠された施設、培養された幽幻種。けれどそれ以上に気になるのは、あの投影板スクリーンに映っていた少女だった。いったいどこで誰だれを映していたものなのか。


　なぜ、自分のことを知っていたのか。


「…………」


　しばらく宙を見つめ、シェルティスはぼんやりと息を吐はきだした。


「……いろんなものが繫がってるのかな」


『あの研究施設で見たものですか。培養された幽幻種と、あなたが投影板スクリーンに見たという少女。さらに言えば皇姫の指令の意図も』


「──僕の魔ま笛てきもだよ」


　禁断水晶と皇姫の意図、幽幻種。つながっていないとは思えない。


　それを突つき詰つめていけば、いつかは穢歌の庭エデンの秘密にも繫がるのだろうか。


「今はさしあたって……統政庁か。あの施設は統政庁の浮遊諸島ラグーンにあったんだから」


『レオンも気にしていたようですが、今はお互たがい心の内にとのことです。いずれレオンか、あるいは巫女の誰かが動くことになるかもしれませんね』


「……そうだね。護い士ま候の補ぼ生くじゃ、たとえ気になっててもそんな権限ないもの」


『はい。そのためにも可か及きゆう的てき速すみやかに正護士、できればそれ以上への昇しよう進しんが急務です。ユミィの下へ行く約束も、そしてあなたの魔笛のことも含ふくめてね』


　一呼吸分の空白を挟はさみ、機械水晶イリスが続けて点てん滅めつ。


「だいじょうぶ。そこを間ま違ちがえるつもりはないから」


　そう。目指すものは何一つ変わってない。


　真っすぐ一歩ずつ護士の階級を進んでいくこと。ただそれだけだ。


『……話を戻しましょう。先ほどの、お見舞いにきた四人の話です』


「うん」


『最後の一人はモニカでした』


　実を言うと、同行した四人の中では彼女のことが一番気にかかっていた。任務中にかなり込みいった話もしたけれど、任務終了後の彼女はどうしているだろう。


『元気そうでしたよ、また来るとのことでした』


「……そう」


『ほっとしたような表情ですね？』


「うん、たぶんほっとしてる」


　ベッドに横たわった状態で、明かりのまぶしい窓辺を見つめた。


「モニカはもう平気だと思う。きっとどんな任務だって」
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「……なんてことを、アイツは思ってるんじゃないだろうな」


　指定席である大樹の根元に座りこみ、モニカは首まわりの汗あせをぬぐった。


　じりじりと陽のさす野外訓練場は今日も変わらない。いつものように教官の怒ど声せいが飛び交い、いつものように新入りの候補生たちが怯おびえ顔で走っている。


　そのなかに鳶とび色いろの髪かみをした少年の姿はない。


「安静は必要だが命に別状はなし、後こう遺い症しようもおそらく心配なし……か」


　──よかった、本当に。


　任務に初めて成功したことより何より、こうして無事に帰れたことが嬉うれしかった。


　……ただ、訊たずねたいこともある。


　幽幻種との戦いの時、あの少年が魔笛を真っ正面から浴びて平然としていたことだ。


　魔笛に感染すれば命にかかわる──巫女見習いの時に浄化系の術式も学んでいたからと言ったのだが、彼は平気だからとそれをかたくなに断った。そして実際、彼は魔笛を浴びたにもかかわらず何の影えい響きようもなかった。


　あれはいったいどうしてだろう。


「…………」


　──ふぅ。


　しばし虚こ空くうを見上げていたものの、モニカは小さく苦笑して足下の芝しば生ふを見つめた。


「ま、病人にアレコレ聞くのも良くないか」


「モニカ」


　その声にふたたび顔を上げれば。


　スーツ姿のユメルダ教官が、口くちの端はしに煙草たばこを燻くゆらせて立っていた。


「珍めずらしくどこぞの任務を受けたんだな」


「え？」


「とぼけたフリしても、教官の権限があれば候補生の褒賞点はお見通しだ」


　……まいった。


　候補生数百人分の褒賞点を、この教官ひとは毎日チェックしてたのか。


「で、誰と行ったんだ？」


「それは…………」


「ふぅん？　ま、言いたくないならそこまでは調べようとも思わないがな」


　火のついた煙草を器用に指先で回転させる女性教官。


「だが、お前もそろそろ候補生として三年近い。現状で良いかどうかという話はさておき、積極的に部隊に入ることを考えておけ」


「…………」


「ふ、まあそうだと思ったよ」


　そう言って、彼女は胸元から一枚の申しん請せい書しよを取りだした。


「これは？」


「部隊の申請書だ。ただし加入ではなく創設の方な。前から言おう言おうと思ってたんだが、今回どこぞで任務を成功させたから良い機会だろ？」


　教官が口の端を笑みのかたちにつり上げる。


「部隊に参加させてもらうのでなく、お前が新しい部隊を一つ作ればいい」


　……わたしが？


「お前も知ってのとおり、今月も新米が二十人近く入ったからな。約一名、早くも任務で負傷して入院した阿あ呆ほうがいるが」


　意味深な笑みのまま、立ち上る煙草の煙けむりを教官はじっと見つめ──


「この前の二人一組ツーマンセル戦、アイツと組んだ試合は悪くなかったぞ？」


「……え」


「ま、誰を選ぶかはお前の自由だ」


　そしてこちらの返事も待たず、背を向けて颯さつ爽そうと去っていく。


　手て渡わたされたばかりの申請書。部隊名も参加者も、部隊長の名も、全てが白紙。


　たった一人ぽつんと残されて、モニカは手が汗ばむほどしっかりそれを握にぎりしめた。


「……わたしにできるのかな」


　新しい部隊。


　わたしと一いつ緒しよに任務に出て、わたしと一緒に正護士を目指してくれる仲間。


　真っ先に思いうかぶ顔は────


「今度……わたしから声をかけたら、アイツは、来てくれるかな」


　受け取った申請書を丁てい寧ねいに折おり畳たたみ、モニカは再び十字昆ロザリオを手に取った。
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　機械水晶イリスからの報告を受けてからまた眠ねむり、それからどれだけ経たっただろう。


　横たわったまままぶたをあける。


　上を向いたはずの視界に映るものは照明でも天井でもなく、一人の少女の顔だった。


　純白の法衣に身をつつむ、淡い黄金色オフゴールドの髪をした少女。


「……ユミィ？」


「あ、起きちゃった」


　自分の顔を覗のぞきこんでいた少女がくすりと笑い、ベッド脇わきの椅い子すに腰こしをおろす。


　そんな彼女に寝ねたままの姿を見つめられるのが妙みように恥はずかしくて、眠ねむ気けの残る身体にむち打って上半身を起こした。


「シェルティス、無理しないで寝てていいのに」


「寝たままはなんだか恥ずかしいから」


「なにそれ、変なの」


　口元に手をあててユミィが吹ふきだす。


「それよりユミィ、こんなところに来ていいの」


　ここは天結宮ソフィアの22階、巫み女こがこんな低階層に来ればたちまち護士や事務職員の目にとまって大おお騒さわぎだ。


「ここ個室だから平気。それに、気づいてないかもしれないけどもう夜だよ」


『深夜二時です。とっくに病びよう棟とう内も消灯してますよ』


　テーブルで沈ちん黙もくしていた機械水晶イリスがそっと言いそえて、また沈黙する。


「おつかれさま。レオンから聞いたけど、なんだか大変だったんだね」


　ユミィの手がゆっくり伸のびて、包帯を巻いた頭に触ふれる──そのぎりぎりで止まった。触れられない指先。


　沁力と魔笛によって隔へだたれた、決して交わりえぬ空白の距きよ離り。


「その傷、誰かを庇かばったんでしょ？」


「……どうして」


　どうして、そんなにハッキリ言いきれるのだろう。


「キミが怪け我がするのは、たいてい誰かのために戦ってる時だから」


　幼なじみの少女は少しだけ悲しそうに微笑ほほえんだ。


　わかっている、わかっているけど本当はそんなの見たくない。そんな笑み。


　だからシェルティスはただ一言。


「同じだよ」


「同じ？」


「ユミィが巫女になって、毎日すごく苦しい修行するのと同じ」


　呆あつ気けにとられたように目を見開く少女に対し。


「たまたまさ、巫女見習いしてた子から教えてもらったんだ。巫女ってまわりから凄すごいとか神々しいとかばかり思われてて……僕もそのイメージの方がはるかに大きくてさ」


　だけど違ちがった。


　そんな美しい笑顔を取りつくろうその裏で、巫女が、巫女になろうと努力している者が、どれだけ苦しい修行に耐たえているのか。





〝天結宮ソフィアの頂上に暮らす巫女は孤こ独どくだ。浮ふ遊ゆう大陸を守るために、一生を修行と結界の維い持じにささげた彼女たち。そんな彼女たちの苦しみを誰だれが救える？〟





　彼女からそう教えてもらった時から、この一言だけは言おうと思ってた。


「ユミィも、おつかれさま。今日だってこんな時間になるまでずっと結界の修行してて、だからこんな遅おそい時間になったんでしょ」




[image: ]


「…………」


　一いつ瞬しゆん泣きそうな表情で、けれど懸けん命めいにそれをこらえて。


　ユミィは照てれ隠かくしのようにそっぽを向いた。


「え、えへへ……なんだか悔くやしいな。そういうのは候補生じゃなくて、千年獅になってから言ってもらいたかったのに………………やっぱり嬉しいんだもん」


「うん。千年獅も頑がん張ばる」


　今回の任務で、自分が漠ばく然ぜんと目指していたものがどれだけの高みにあるかを悟さとった。


　三年前はそれを知らないまま一段抜ぬかしで進んでいた。だからこそ、こうして足を滑すべらせて候補生まで落下してしまったのかもしれない。


　だけど、今なら一段一段上っていける気がする。


「でもよかったよ、命に別状なくて」


　胸に手をあててユミィが安あん堵どの吐と息いき。


「わたしね、シェルティスがこのまま意識不明になったらどうしようって」


「大げさだよ。ほら、具合も良いみたいだし」


「だーめ、油断は禁物！」


　……まったくもう。


　子供をしつける母親のような口調のユミィにこっそりと苦笑した。


「ユミィ、珍しく心配性だね」


「…………」


　怒おこって否定するかと思いきや、彼女はふと下を向いてうつむいて。


「…………だって」


「ユミィ？」





「だって……三年前みたいに、シェルティスが戻もどってこなかったらどうしようって」





　三年前。浮遊大陸から穢歌の庭エデンに堕おち、少年が任務から戻ってこなかったあの時。今回の任務で浮遊諸島に向かい、その再現になるのが怖こわくて仕方なかった……


　小刻みにふるえる彼女の肩かたが何よりも如によ実じつに教えてくれた。


　と同時に、脳裏に浮うかんだのは少し前のユミィの言葉。


　レオンから任務の説明を受ける、287階での彼女の申し出。あれはたしか。


〝あ、あのねレオン。わたしも同行しちゃ……だめ？〟


「もしかしてユミィ、あの時一緒に行くっていったのは──」


「……怖かったからって言ったら、笑う？」


　怖かった。願い続けてようやく天結宮ソフィアに帰ってきた少年が、浮遊諸島に行ったきり今度こそ帰ってこなかったらどうしよう。


　それが不安でたまらなかったから、ユミィは同行したいと申し出たのだ。


「──いや」


　うつむく彼女に向けて首を横にふった。


「心配してくれてありがとう。でも本当に大だい丈じよう夫ぶだから」


「……うん」


　ユミィがようやく顔を上げる。まるで寂さみしがりの幼児のような瞳ひとみで見つめてくる彼女の仕草が、どこか可愛らしかった。


「ユミィもそろそろ休みなよ。疲つかれてるんでしょ」


「……そだね。そうしよっかな」


　椅子から立ちあがってユミィが大きく深呼吸。その翡ひ翠すい色の瞳も、疲ひ労ろうのせいか眠たそうにまぶたが落ちかけているようだった。


「じゃあねシェルティス。ケガ、早く治るといいね。三日くらいで」


「……一週間て言ったイリスが優しく思えてきた」


「ふふ、冗じよう談だんよ。じゃあね──」


　静まりかえる病室、彼女の足音が聞こえなくなるまで待って。


「──疲れた」


　倒たおれこむようにシェルティスはベッドに横たわった。


『強がっちゃうところがあなたの可愛いところですね』


「うん？」


『さっきまで上半身起こしてたけど、本当はすごく辛つらかったんでしょ？　しばらく目眩めまいも頭痛も残るだろうってお医者さんに言われてたし』


「……ユミィの前でそんなこと言えるわけないじゃん」


　机の上で点てん滅めつする機械水晶イリス相手に、大きく溜ため息いき。


『ですよね。言ったらますます心配されるに決まってますから』


「まったく心配性だよ。わざわざ病院まで来て……自分が巫女だっての忘れてないかな」


『ふーん。でも心配してもらったのは嬉うれしかったんですよね？』


「…………知らない」


　イリスの含ふくみ笑わらいは聞こえなかったことにして。


　薄うすいタオルケットを頭までかぶり、シェルティスは目をつむることにした。






　あとがき







「あの日の少年」は、巫み女こ見習いだった少女の夢を守ることができたのか──





　一巻から引き続きお読みくださっている方、お久しぶりです。あるいはたまたま二巻のあとがきから読まれているという方は初めまして。細さざ音ね啓けいです。


『氷ひよう結けつ鏡きよう界かいのエデン２　禁きん断だん水すい晶しよう』、無事刊行することができました。


　一巻目は世界観の概がい要ようがメインだったこともあり、今回は物語の主要素の一つである「巫女」をテーマの一つにしてみました。それも少し特別に、巫女本人の視点による巫女像ではなく、新しい登場人物である「彼女」視点での巫女像というかたちで。


　天結宮ソフィアに再入宮して最初の任務、それを受けてシェルティスやユミィの心も少しだけ成長した……のかな？　始まりである三年前から、誰だれもが少しずつ何かを学んでいく。そんな心の成長を感じられるお話になっていれば幸いです。





◆近況報告


　健康診断を受けたら、なぜか体重に加えて身長まで縮ちぢんでました……なにゆえ。


　このままではエデンを書き終えるまでに身体が収しゆう縮しゆくしすぎて消しよう滅めつの危き機きを迎むかえそうで、なかばヤケでご飯をたくさん食べてます。そして復活しろ身長！





◆報告その２


　二○○九年十一月二十一日、宝島社さん刊行「このライトノベルがすごい２０１０」にて、デビュー作の「黄昏たそがれ色いろの詠うた使つかい」が第６位に選ばれました。本当に、多くの方が応おう援えんして下さった結果だと思います。ありがとうございます。


　と、そんな報告でした。エデンからお付き合い下さっている方も、本屋さんで「黄昏色の詠使い」シリーズを見かけましたら、ぜひパラパラと本をめくってみてください。それが気に入って頂ける内容であれば、これ以上嬉うれしいことはありません。





◆お礼


　いつも鋭いご指摘とアドバイスをくださる編集Ｋさん。


　イラストをご担当くださるカスカベアキラさん。


　今回も執筆を支えて頂き本当にありがとうございます。心より感謝申し上げます。





◆次巻予告




　我が『黄金六面体』の前に敵は無し。


　これより介入、目撃者の排除を開始する……







　水面下、統とう政せい庁ちようからのメッセージに揺ゆれる天結宮ソフィア。それを報しらされないまま、シェルティスは幽ゆう幻げん種しゆの発生を独自に調査しようとし……そこに現れる未知の介入者。


　ある決意を胸にユミィが皇サ姫ラに謁えつ見けんを求める一方で。


　シェルティスは、底知れぬ実力を誇ほこる「何者か」と対たい峙じして────





　　　　[image: ][image: ][image: ][image: ][image: ][image: ][image: ]





　何より、「エデン」を手にとってくださった全ての方に感謝を。


　それではまた、『氷結鏡界のエデン３　黄金境界』にてお会いできますように。





　二○○九年　十月下旬




細音　啓





氷ひよう結けつ鏡きよう界かいのエデン２


禁きん断だん水すい晶しよう





細さざ音ね　啓けい
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